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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　一章　過去を見る者達




　薄暗くひんやりとした室内に、何かに耐えるような、くぐもった男の声が響く。

「くっ……う……もう……無理だ……」

「何言ってるのよ。まだまだこれからじゃない」

　そんな情けなく細る男の弱音を、鼓舞するというよりは、いたぶるような声が響いた。

「そんな……帯たて刀わきさん……俺、もう無理だ、勘弁して……」

「何言ってんのヤス君！　こんなもんじゃないでしょ。私は満足してないよ？　まだまだいけるよね!?」

　薄暗く狭い部屋の中、俯うつむく剣けん崎ざき康やす雄おに、挑発的な帯たて刀わき翔しよう子この声が重なる。

「いや、もう俺本当に無理……」

　更に弱音が重なるが、そこに少し気づかわしげな、だが残念そうな声が重なった。

「ヤスオ……もう、おしまいなんですか？」

「う……」

　その声色を敏感に感じ取った康やす雄おがそちらに目を向けると、僅かに憂いを含み、頰を染め、微かすかに目を潤ませたディアネイズ・クローネの顔があった。

「もう少し……頑張っていただけませんか？」

「ほらぁ。ディアナさんもこう言ってるんだからさ、もうちょっとみんなで楽しもうよ」

　そんなディアナの声に重ねて、再び翔しよう子こが康やす雄おの反応を楽しむように顔を覗のぞき込こんできた。

　狭い部屋の中、康やす雄おに逃げ場はない。

　満面の笑みを浮かべた翔しよう子こは勝手なことを言うが、既に康やす雄おは限界が来ていたのだ。

　全身脱力し、息は上がり、意識が朦もう朧ろうとしている。

　それなのに、翔しよう子こもディアナも、まだまだ続けるというのだ。

　身をよじった康やす雄おの手があたり、少し古ぼけたカーテンの隙間から、一瞬だけ光が室内に差し込む。

「……まだ……昼間なのに……」

「何言ってんの。時間いっぱいまで目一杯やるんでしょ」

「いや、だって俺こんなこと経験したことなくて……」

「大丈夫ですよ、ヤスオ。慣れてしまえば、なんてことはありませんから」

「ひゅーディアナさん大人！　そうだよね。こんなのみんな、いずれ体験することだよね！」

「いやこんな風に体験することなんてありえねぇから!!」

「もー、ああいえばこういう……でも、ちょっと元気になってきた？」

「う、うえ!?」

「元気なら、続けられますよね？」

「そ、それは……」

　薄暗い、狭い部屋の中で、翔しよう子ことディアナの顔が目の前に迫り、そして、

「……分かった……分かったよ」

　康やす雄おの心は完全に粉砕された。

　それを見た翔しよう子こは、

「よし！　じゃあフィーグさん。次のやつお願い！」

　三人の後ろで控えていた青年に、快活にそう合図した。

「分かった。この巻でいいのかな」

　フィーグと呼ばれた青年は、部屋の隅に積み上げられていた円盤状の金属の缶を手に取ると二つに割ってドーナツ状の円盤を取り出し、薄暗い部屋の中でひときわ明るい光を発する機械にセットする。

「ええと、それじゃあ始めるよ。この上映時間は十五分。タイトルは『勇者ヒデオとその一行、オーデムの遺跡より凱がい旋せんす』の第四巻だね」

「そのシリーズまだ続くんですか!!」

　心が砕けた康やす雄おの悲鳴に、ガズ共和国魔導機士、フィーグライド・ルビーズは頷うなずき、非情な宣言を下した。

「オーデムの遺跡からの凱がい旋せんはあと三巻で終わるよ」

「あと三巻っ!?」

「そのあと連邦議会で皇帝陛下との大謁見の記録が五巻ほどあるね」

「嫌だああ！」

　フィーグライドの宣言を聞いて逃げ出しそうになる康やす雄おの首根っこを摑つかんで引き戻したのは、翔しよう子こだった。

「まぁまぁヤス君座りなさい座りなさい。おじさんマジ格好いいじゃん！　私もっと色々見てみたいよ」

「お、俺はもういいよ！　頼むから三人で見て……」

「見て下さいヤスオっ！　ヒデオとマドカが聖剣と聖せい杖じようを完全展開していますよ！　なんてりりしい……!!」

「ディアナ！　実況しなくていいから！」

「ヒデオの街中でふと周囲を見回す横顔！　ヤスオにそっくりじゃありませんか!?」

「うんそーね。こうしてみるとヤス君ってお父さん似なんだね。あ、あれが聖せい杖じようマーロウだよね。じゃあ今勇者ヒデオの後ろ歩いてもじもじしてる子が、ヤス君のお母さんか！」

「やあああめええてええくううれええ！」

「いやぁ美しいね、ヤスオの母上は。武ぶ機きと魔導機士の台頭で、純粋な魔導士や魔法使いは随分少なくなってしまったけど、今でも彼女の衣装はスギウラ式魔導法ほう衣いとして世の女性魔導士の定番の着こなしなんだよ」

「そんなこと知らないから！　どうでもいいから！　なんの役に立つんですかこの後！」

「あーかわいい！　みつあみ！　おばさんめっちゃ女子高生してるー！」

「ノドカはこうして見るとやはりマドカ似なんですねぇ！」

「クローネ少佐。ノドカというのは、ヤスオの妹さんでしたか？」

「そうですフィーグライド少尉。とても利発でかわいらしいお嬢さんで、きっとあと三年もすれば大魔導士マドカ・スギウラの面影をほうふつとさせる素敵なレディになります」

「しかしこうして映像に残ってるの見ると、おじさん本当に勇者なんだねぇ。ヤス君よりちょっと小柄だけど、顔つきはヤス君より精せい悍かんっていうのかな、歴戦の勇者って感じするね。ねぇヤス君？」

「………………………………………………ぅん」

　この世の地獄。

　そう形容する他無い空間であった。

　全く逃げ場のない環境で、友人に周囲を固められ、両親の若かりし頃の映像を見せられているという康やす雄お限定の拷問空間だ。

　バスケルガルデ連邦の連邦首都ホルストロ。

　その片隅にある軍事博物館には、大国バスケルガルデが技術の粋を集めて記録、保管し、そして余計なことに来館者に完全公開されている映像アーカイブが存在したのだ。

　異世界アンテ・ランデには、八ミリカメラと八ミリフィルムが存在する。

　三十年前、アンテ・ランデを迫りくる魔王軍の危機から救った、康やす雄おの父、勇者ヒデオが持ち込んだ技術である。

　康やす雄お達たちの生きる日本では既に日常生活から退場して久しいその技術は、アンテ・ランデでは今がまさに最盛期を迎えているらしい。

　ホルストロ軍事博物館には三十年前の映像記録が多く残っているらしく、特にバスケルガルデ連邦の今日の繁栄に関わる映像は、来館者に積極的に公開されていた。

　康やす雄おの感覚では、そんな映像は機密扱いするか文化財扱いにしてどこの馬の骨とも分からない旅行者などに軽々に貸し出すものではないと強く思うのだが、そこは大国バスケルガルデ。

　康やす雄お達たちの住む世界と同じように、アンテ・ランデ全土で注目されている八ミリカメラとフィルムの開発競争が激化しているとかで、どの国も自国の技術をアピールするために積極的に人々に映像に触れる機会を設けているというのだ。

　実際初めて日本にきたときのディアナも、康やす雄おの両親に宛てられた八ミリフィルムのビデオレターを持参していたくらいである。

　高級品ではあるのだろうが、それでも一般庶民が望めば触れられる技術になっているという事実は純粋に驚きだったし、さらに言えば今の康やす雄おには余計なお世話以外の何物でもなかった。

　アンテ・ランデに来る前も来た後も、折につけて両親がこの世界に持ち込んだ日本や地球の文化風俗に肝をつぶしてきたものだが、まさか最初に存在を認識していた八ミリフィルムが、このタイミングで牙を剝むいてくるとは思いもよらなかった。

「レスティリアにもこれほど豊富な映像資料は保存されていません。全魔導機士の憧れ、勇者ヒデオの現役時代の新たな映像を見ることができるなんて……感無量です！」

　この日の朝、開館と同時に映像アーカイブの閲覧を始めて以降、ディアナはずっとこの調子である。

　これほどタガが外れたようなテンションのディアナは、これまで見たことがなかった。

　最初のうちは、勇者ヒデオの仲間であり、今は亡なきディアナの父、アレクセイ・クローネの在りし日の姿を見て思い出を偲しのび涙していたのだ。

　だがアーカイブを閲覧し続けるにつれ、まるで推しのアイドルについて解説するかのように、映像の内容を熱弁をふるって解説する場面が増えてきた。

　ディアナの頰が紅潮しているのは貴重な映像の連続に興奮が冷める暇がないためで、瞳が潤んでいるのは感動で涙をこらえられなくなるからだ。

　そんなディアナの様子を見ていた康やす雄おは、その場にいるのが急激に恥ずかしくなった。

　理屈ではない。

　翔しよう子ことディアナとフィーグライドに『自分もよく知らない自分の家族』の姿を見られるのが、理由抜きで恥ずかしい。

　これまでも、要所でディアナが異様に両親を讃たたえるセリフに困惑したり、アンテ・ランデの随所で勇者ヒデオの偉業が康やす雄おの感性とズレたところで讃たたえられ言い伝えられていることに、言い知れぬ違和感を覚えることは多々あった。

　あったが、それらの色々が康やす雄おと直接結びつけられて第三者に知られることは今まで無かったため、あくまで違和感に留まっていたのだ。

　ところが康やす雄おは今、現代日本に生きる青少年男子として、最高に心のど真ん中をえぐる立場に立たされた。

　中学生時代に母親と一緒にスーパーにいるところを級友に見られたときの感覚の延長にあると思う。

「理屈じゃないんだ……」

　思わず口からこぼれる。

　こうして動画で見ると、本当に若い父は今の自分によく似ている。

　一卵性双生児とまでは言わないが、二人を見比べれば、百人が百人、血縁だと判断できるレベルでよく似ていた。

　そんな若い父が、ディアナやフィーグライドと比しても明らかに勇者勇者している出いで立たちで、やや粗い画質の動画の中、はっきりと中心に据えられて映っている。

　新たなシーンに移る度、翔しよう子ことディアナはそれぞれ勝手気ままに盛り上がり、黄色い声がじわじわと康やす雄おの心を削っていくのだ。

　そして、ガズ共和国の魔導機士フィーグライドはと言えば……。

「お父上のお若い頃の雄姿を見ることができるとは、うらやましいよヤスオ。それに一人の魔導機士として、勇者ヒデオの姿はどんな形で見ても素晴らしい」

　翔しよう子このようにからかい半分に楽しんだり、ディアナのように過剰に陶酔することはないが、何しろとことん生真面目で向上心のある性格なのだ。

　そんなフィーグライドに真剣にそんなことを言われてしまうと、ディアナや翔しよう子こと同じように反発できない。

　フィーグライドはやや年上ではあるが同年代の男性で、ガズ共和国の魔導機士として身を立てており、しかも常に出身孤児院の母と弟妹達を陰に陽に支える慈愛と勤勉さを持つ。

　もう単純に人として勝てる部分が一切無いフィーグライドから真面目に父を論評されてしまえば、勇者の不肖のセガレは沈黙するしかないのである。

「……早く終わってくれ……」

　三者三様に盛り上がる仲間達たちを見ながら、それでも今後のために映像アーカイブからは目を離せず、康やす雄おはただ身を縮こまらせ息をひそめるしかなかったのだった。





※






　帯たて刀わき翔しよう子この『中』に巣くう異界の怪物『シィ』の正体を探り、可能ならば翔しよう子こから分離させる。

　それが、剣けん崎ざき康やす雄おとディアネイズ・クローネ、そして帯たて刀わき翔しよう子こが異世界アンテ・ランデにやってきた本来の目的であった。

　日本に数多あまた現れるシィの背後に『炭鉱のカーネリアン』と呼ばれるアンテ・ランデの難民救済組織の影を見た康やす雄お達たち。

　このまま日本で受け身に徹していては事態が好転しないと悟り、剣けん崎ざき英ひで雄お、康やす雄お父子と帯たて刀わき翔しよう子こ。そして康やす雄おの生活の全てを変えたディアナが、アンテ・ランデに向けて旅立った。

　だが、異世界と異世界を接続すると言われる『開門塔ゲートタワー』に飛び込んだ一行に異変が起こり、四人はアンテ・ランデでバラバラの場所に飛ばされてしまう。

　レスティリアの隣国、ガズ共和国に落下した康やす雄おと翔しよう子こは、カタリナ・ヨーステルンと名乗る画家の女性の助けを得て近隣の城塞都市ゲールデイトに赴くが、そこもまた、炭鉱のカーネリアンとシィの魔の手が迫っていた。

　康やす雄おと翔しよう子こはカタリナと、ガズ共和国の魔導機士であるフィーグライドの協力を得て、街中に無数に出現したシィを浄化する。

　だが、そんな康やす雄お達たちの奮闘をあざ笑うかのように、かつて勇者ヒデオに倒された悪魔将軍バーロールのシィが出現。

　それまでのシィとは比べ物にならない巨体と威容にゲールデイト全域の破滅が予想されたが、ぎりぎりのところで、勇者ヒデオの仲間にして英雄の一柱である母の聖具『聖弓ポーモーナ』の力を借りたディアナが合流し、バーロール＝シィを撃破する。

　康やす雄おは再会したディアナとともに、未いまだ合流できない英ひで雄おの居所を様々な情報を突き合わせ、ガズ共和国の隣国であるバスケルガルデ連邦、その領内にある、古代人の遺跡オーデムと特定する。

　また、ゲールデイトでの戦いで、翔しよう子こと同化しているシィが『最古の武ぶ機き』と呼ばれるバスケルガルデの『破軍のオリオン』を装備しているのではないかと推測した。

　康やす雄お達たちは次の目標を、レスティリアへの帰還ではなくバスケルガルデへと向ける。

　身分を公にできない康やす雄お、翔しよう子こ、ディアナの事情を理解した上で同道を申し出てくれた魔導機士フィーグライドを加え、彼の魔導機士としての身分を隠かくれ蓑みのにして四人はつつがなくバスケルガルデに入国する。

　カタリナから借りた空飛ぶ巨大な動物、鱗うろこ象のおかげで、徒歩なら何週間かかるか分からない国境から連邦首都のホルストロまでの距離を、空を飛ぶことでたった一日半で到達した。

　道中で翔しよう子こが『ハナちゃん』と名付けた鱗うろこ象を、ホルストロで逗とう留りゆうする宿屋の厩きゆう舎しやに入れた後、康やす雄お達たちは現存する破軍のオリオンを調べるべく、到着したその日の昼には、ホルストロ軍事博物館を訪れる。

　ところがフィーグライドが、ホルストロ軍事博物館には、勇者ヒデオの旅の映像アーカイブが大量に収められていると思い出したのが運の尽き。

　英ひで雄おの足跡や、これから向かうオーデムの遺跡について情報があればと軽い気持ちで見始めた上映会が、終わらなくなってしまったのだった。





※






　映像アーカイブは、なんと全五十巻にも及んだ。

　映像の長さにはバラつきがあり、一分にも満たないフィルムもあれば、高度に編集された三十分ほどの映像が収められているものもあった。

　康やす雄おの父、剣けん崎ざき英ひで雄おはその中の実に四十本に激写されており、そのうち英ひで雄お単体だけを映したものが二十五本もあった。

　内容も無声のもの、日本のニュース番組のようなインタビューもの、国家行事などを撮影したもの、果ては盗撮に近いようなものまで様々。

　この先の康やす雄お達たちの道行きや、今なお居所が不確定の父と合流できそうな場所、父が行きそうな場所のヒントになるような情報もなく、ただただ父と母がこの国で讃たたえられ称賛される存在であることを見せつけられる形となった。

　最初のうちは、友達の昔の卒業アルバムを見る気分で康やす雄おをはやし立てていた翔しよう子こも途中から静かになり、全ての上映が終わった頃には、

「ヤス君、お疲れ」

　と複雑な色のねぎらいの言葉をかけてくれた。

「言うよね」

「ごめんて」

　フィルムの中に、勇者ヒデオを讃たたえる讃さん美び歌かの記録があり、その歌詞がフィルムの缶に添付されていた。

　バスケルガルデ公用語で書かれていたそれをフィーグライドに訳してもらったあたりから、翔しよう子こも康やす雄おが真剣にいたたまれない気持ちになっていることに気づいたらしい。

　なので、時折翔しよう子こからディアナの両親であるアレクセイとエリジーナについて水を向けると、

「はい、父は我が国の誇りです」

　だの、

「母の教えの厳しさはこんな些さ細さいなことからきていたのですね」

　だの、普通に映像の中の両親の英雄的な姿に見入り、感想を述べていた。

「ありゃあマジで慣れてるわ」

　図らずもディアナ自身が康やす雄おに言い放った「慣れればなんてことはない」とはこういう意味らしい。

　これこそお国柄やクローネ家のレスティリアでの立場、そしてディアナ自身の育ってきた環境の賜たま物ものだろう。

　つい最近まで父のサラリーマンとしての仕事の内容すら満足に知ろうとしなかった康やす雄おとは、経験値がまさに雲うん泥でいの差さなのである。

「うわ。もう結構な夕方だな」

　上映会を終えてカーテンを開けると、空は夕焼け模様が広がりつつあった。

「随分遅い時間になっちゃったね。見学は明日に回す？　この博物館広そうだし」

　確かにホルストロ軍事博物館はこれまで康やす雄おが見学したことのあるどの博物館よりも広大な敷しき地ちと建物を擁していた。

　あくまで話に聞いたことがあるだけではあるが、イギリスの大英博物館や台湾の故宮博物院、フランスのルーヴル美術館などは、ただ展示物を見るだけでも一日で見学しきることは不可能らしい。

　ホルストロ軍事博物館がそこまで広いのかは分からないが、少し考えてから康やす雄おは口を開いた。

「今日中にオリオンだけでも見ておかないか」

「え？」

「俺おれ達たちは別にバスケルガルデの歴史を勉強しにきたわけじゃないんだから博物館を全部見る必要はないわけだろ。帯たて刀わきさんが日本に帰る約束の期日まで、実質三日しかないんだから」

　康やす雄お自身、『解決』が何を示すのか分かって言っているわけではない。

　だが、このホルストロの初日を、康やす雄おも知らない両親のディスコグラフィを見ただけで終わらせたくない一心での足あ搔がきだった。

「そうか。閉館時間が迫っている今なら見学のお客も少ないでしょうし、翔しよう子こも人目を気にせずに歩けますよね」

「そうなの？　監視カメラとか、あったりしない？」

「カンシカメラ？」

　翔しよう子この言葉に首をかしげるフィーグライドに、ディアナが解説を加える。

「ハチミリが大変に進化したものだと考えてください。遠くからでも映像を記録できて、特定の範囲を見張ることができるんです」

「そんなものが……」

「さすがにまだ、アンテ・ランデの映像技術はそこまで進歩していません。そんなに警戒しなくて大丈夫ですよ」

「そっか。でも一応注意だけはしておくよ。私わたし達たちと同じで、間ま際ぎわに見学してる人と顔合わせたら大変だもんね」

　そう言うと、翔しよう子こは改めて外がい套とうのフードを深く被かぶり直した。

「これでフィルムは全部かな。返却は入り口の受付だっけ？」

「返却は僕が行こう。それこそショウコが見とがめられてはまずいからな。少佐と二人で、ここで待っていてくれ」

「あ、俺も手伝いますよフィーグさん」

「そうかい？　じゃあ、フィルムは僕が運ぶから、ヤスオはカメラを頼む」

　バスケルガルデに入国してからというもの、外向きの公的な活動は全てフィーグライドのガズ共和国魔導機士という身分に隠れて行っている。

　本人が進んでそうしてくれているとはいえ、全ての雑用を押し付けているようになってしまっているのがあまりいい気分ではないので、康やす雄おはゲールデイトを出て以降できるだけ単純作業を手伝えるよう申し出ている。

　フィーグライドがフィルムを収めた木箱を乗せた台車を押す音を聞きながら、カメラのケースと三脚を手に持って、康やす雄おは苦笑する。

「変な気分ですよ。このロゴ、古いけど、日本のメーカーのロゴですよね」

「いいや、それはバスケルガルデの国営企業だよ」

「え？　そうなんですか？」

　保護ケースに刻印されているのは、精密機器メーカーとして現代の日本でも有名な会社のロゴだった。

「ニホン語ではなんていうんだったかな。ええと、コピー？　だったかな」

　厳密には日本語ではないのだが、その一言で康やす雄おも納得した。

「要するに、例によって親父おやじが持ち込んだものをコピーして、ついでにその名前で看板を出したってことですね」

「そういうこと。まぁヤスオ達たちにはいい気持ちのする話じゃないだろうけどね。ほらあれ」

　フィーグライドが立ち止まり、ある場所を指さした。

　ガラスやプラスチックとはまた異なる、康やす雄おの知らない素材で作られた透明のケースに、それは収められていた。

「オリジナルさ」

「ちょっと、見てもいいですか」

　トリガーのついた握りと、アルファベットの大文字のＢの形をしたボディ。

　突き出した筒の先端には光を反射して紫色に輝くレンズが嵌はまっている。

　典型的なハンディタイプの八ミリカメラだ。

「本来なら君が持って帰ってもいいはずのものだけどね」

「まぁ、そういうわけにもいかないのは分かります。思ったより小さいんですね」

　映像機器は古くなれば古くなるほど大きくなるというイメージを抱いていたが、フィルムのサイズと比べれば、よく考えれば納得できるサイズだ。

「それに、映写機は別なんだもんな」

　現代っ子的には動画の記録と閲覧は一つのデバイスで行えて当然だが、父の持ち物であったこのカメラは、記録専用のカメラのようだ。

「でも……なんでこんなもの持ってたんだろう？」

　父も母も、三十年前にアンテ・ランデに来た経緯のことは覚えていないという。

　ただ、節々から本人達たちの意思に反して、そして不意のタイミングでやってきたことだけは想像がつく。

　だが、それなら父はどういった理由で八ミリカメラなどを手にしていたのだろう。

「何かを撮影してたんだよな。そりゃ。フィーグさん」

「ん？」

「このカメラにもともと入っていたフィルムは、ここにあるんですか？」

「いや、それはレスティリアにあると聞いてる」

「じゃあ、どうしてカメラだけバスケルガルデに？」

「そのカメラが壊れたのが、バスケルガルデでのことなんだ。裏側を見てみるといいよ」

　言われるがままに裏側に回ると、まるで破裂したようにカバーが砕け、中の機械も黒焦げになってしまっている。

「ここの説明プレートに書いてある。魔王軍との戦闘の最中に敵の魔法が荷物に直撃して、破壊されてしまったらしい」

「それで修理できなくて、荷物になるからここに置いて行ったんですね」

「そういうことだろうね。それを連邦議会が文化財として収蔵したって感じかな」

「なるほど……ん？」

　ついじっくり眺めてしまっていた康やす雄おだが、あるものが目に留まって眉を顰ひそめた。

「……『ＫＥＮ』？　フィーグさん」

「ん？」

「この文字について、何か解説書いてありますか？」

「んー、ああ、これかな。『カメラに記入された書き文字は、異世界の文字でケンと読み、ヒデオ・ケンザキのファミリーネームの一部を示したもの』だそうだ。お父上が持ち物にご自分の名前を書かれていた、ということじゃないのかい？　高価な品だったんだろう？」

「なるほど……そう、ですか」

　銀色の部分に微かすかに残る、黒の油性ペンで書かれたと思おぼしき手書きの文字。

　書かれている場所のせいなのか、字の線が歪ゆがんでいて父の字とは断定しづらかった。

　それに、八ミリカメラはフィーグライドが言っていたように、父の高校時代には高級品のはずだ。

　そのカメラに、こうやって直接油性ペンで名前を書く父、というのがあまり想像できない。

「いやまぁ、その頃は親父おやじも高校生だったわけだしな。そういう軽率なこともするか」

　その解説に微かすかに違和感を覚えつつ、否定も肯定もできない康やす雄おは頷うなずくにとどめた。

「……」

　破損の原因が原因とはいえ、三十年の時間経過を考えてより使い込まれたように見えるハンディカメラのグリップを見て、康やす雄おは奇妙な気分になった。

「親父おやじがこれを持ち歩いていたのか……」

　英ひで雄おはまだ生きているわけで、感傷に浸るのもそれはそれで妙なのだが、母からも祖父母からも聞いたことのない父の昔の持ち物に、奇妙な感慨があるのは確かだ。

　まして、つい先ほどまで若い父の姿を嫌々ながらも追いかけていたのだ。

　あの若い父が、何かの理由でこの八ミリカメラを持ち歩いていたのか。

　父が写っていなかったフィルムの中には、もしかしたら父自身が撮影したものもあったのかもしれない。

「さ、急ごうヤスオ。閉館時間が近い。このままでは、本当にオリオンを見られずに終わってしまう」

「そうですね。すいません」

　一瞬の感傷はフィーグライドに急かされたことで霧散したが、父と再会したらまず、この八ミリにまつわるエピソードを聞いてみようと、康やす雄おは心に決めたのだった。





※






　その部屋はフィーグライド曰いわく『バスケルガルデの武機開発の歴史・黎れい明めい期』と題されていた。

　武機以前の通常の『武器』と最初に一線を画したその『武機』の展示室は、窓の無い、細長い部屋だった。

　康やす雄おには読めない文字で多くの解説文章が掲示され、部屋の最さい奥おうには、人物の肖像画らしきものが掲げられている。

　武機のパーツだろうか、かなり原始的で、錆さびたり、歪んだりしたものが所せましと沢山展示されていたが、そんな部屋に踏み入った康やす雄お達たちの視線を、『それ』は一気に引き寄せる引力を持っていた。

　おそらく、翔しよう子こにとってもそうだったろう。

　ディアナの持つ、レスティリアの制式武機カストゥルとポルックス。

　ハリーヤがマイスターとして開発したシニストラやマルフィック。

　フィーグライドの持つガズ共和国の制式武機カペラ。

　これまで見てきた多くの武機とは明確に設計哲学が異なるその見た目に、翔しよう子こは思わず身をすくませ、そして自分の手首をかばった。

「これ、噓うそ、これがオリオン？　なんか……想像と、ちょっと違うんだけど」

　引きつった顔を浮かべた翔しよう子こがわずかに後ずさる。

　それは、大小五つの金属製の環わだった。

　ベルト、足環わ、そしてブレスレット。

　それだけなら、翔しよう子このシィの炎の形と確かに一致していた。

　だが、一つだけ明らかに異様な構造が目に付く。

　五つの環わの内側に、先端が鋭くとがった非常に太い針状の突起が出ていて、全体がどす黒く錆さびている。

　そして、もしこれらが四肢と腰に装着するものであれば、何をどうしたところで肉体を傷つけ、突起を刺し込まなければならない構造になっている。

「なんか、ムズムズしてきた」

　翔しよう子こは顔を引きつらせて、手首を撫なでた。

「……」

　フィーグライドは、翔しよう子こから目を離さないようにしながら解説してくれた。

「破軍のオリオン。最古の武機。この時代、人間の魔力を武機に伝える機構が、今のような経皮伝達型ではなかったんだ」

　一応自分で武機を手に取ったことのある康やす雄おは、技術の進歩というものに対し感謝しつつ、自分がこのオリオンを装備しなければならなくなったと仮定して想像を膨らませ、軽く身震いしてしまう。

「だからってこんなの体に刺すんですか？　ご、五か所ですよ？　しかもこれ体に刺したままなら、お風ふ呂ろとかどうするわけ？」

「外さなかったんじゃないかな」

「マジで……」

　こともなげなフィーグライドの言葉に、康やす雄おは思わず歯を食いしばった。

「これ、あれだよね、先端が黒ずんでいるってことは多分……」

「血でしょ。どう考えても」

「……折角ボカしたのに」

　眉を顰ひそめつつオリオンに顔を近づけた康やす雄おは、ドライな反応をする翔しよう子こにげんなりした。

「いや、ボカしてもしょうがないよ。私の中にいるシィのこと考えると、今この目の前にある現物のどんな細かいことでもきちんと把握しないとじゃん」

「……ショウコ、あまり無理はしないでくださいね？」

　むしろディアナのほうが、翔しよう子このセンシティブな部分に気を使っているようだ。

「大丈夫。他ではもう見られないんでしょ？　今のうちに、きちんと見ておかなきゃ」

　だが翔しよう子この方が、ずっと現実的に考えているようで、一度は後ずさったものの、すぐに気を取り直して顔を五つの環わに近づけた。

　頑丈そうなガラスケースに入っている五つの環わは、元は明るく光っていたと思われるくすんだ黄金色をしていた。

　環わの表面には不思議な模様がびっしりと刻み込まれている。

「この模様に、何か魔法的な意味があるのかな」

「多分ね。前にハリーヤさんがディアナのカストゥルを直してたとき、中を見せてもらったんだ。そのときの、中の回路に雰囲気が似てる」

「でもディアナさんの武機もフィーグさんの武機も、こんなえげつない構造じゃないよね。フィーグさん、これって、使ってる人多かったんですか？」

「最古の実用的な武機だからね。同時代のものの中では一番多かったんじゃないかな。ただ、今ほど武機が普及している時代でもなかったから、今普及している武機の数とは比べ物にならないだろうけど」

　フィーグライドが腕を組みながらそう言うと、ディアナも同意したように頷うなずく。

「魔導機士という戦闘職がはっきりと確立したのも、オリオンが実用化されてからかなり後のことですからね。最初のオリオンを使った騎士はまだ魔導機士とは呼ばれていなかったはずですが、バスケルガルデ全土から選抜されたエリートだったはずです」

「……てことはこれを実際に装備して戦った人は、今みたいに世界中に何万とかは言わないけど、五百とか千とかはいた可能性があるわけだ」

「ハリーヤさんだったら、そういう武機の生産状況の歴史とかも、もっと詳しく知ってたのかな」

　今、日本の所沢で剣けん崎ざき家や帯たて刀わき家の警護に当たっている魔導機士のハリーヤ・ヴェレッガーは、レスティリアの魔導機士だが、生まれはトルジェーソ大公国だと言っていた。

　普通の職人よりは、各国の武機の歴史には詳しかったのではないだろうか。

「……でさ。どう？　その……」

　康やす雄おは、恐る恐る翔しよう子こに尋ねた。

　そしてこの瞬間、自分の心の中でなぜ『恐る恐る』になったのか分からず、言葉が停とまってしまった。

　ディアナとフィーグライドも、まるで康やす雄おの『恐る恐る』につられてしまったように、緊張の面持ちで小さく喉を鳴らす。

　だが、翔しよう子こはそんな康やす雄おの様子には特に何も感じていないのか、あまり変わらぬ調子で答えた。

「ん……特別何も。実はさっきから、炎が出てる左目だけで見るとか色々やってみてるけど、特に何か変化が起こってる感じはしない」

　翔しよう子このシィは、破軍のオリオンを使っていた元魔導機士であると推測されるが、破軍のオリオンそのものが目の前にあっても、特別反応は起こらない。

「何百人も使ってた人がいるなら、このオリオンと、私のシィが使っていたオリオンが同じものってのはなかなか無い確率だろうし、同じだからって何かが起こるって確約されてたわけでもないしね。こりゃ、私のシィに関しては、とりあえず問題を棚上げするしかないんじゃないかな」

「そ、そっか。参ったな」

　参った、とは言ったものの、確かに、何かが起こることを期待していたわけではない。

　何かが起こるとしたら、何が起こるのか分からずにここまで来ていたことに気づいたのだ。

　因縁のある物を見せたからと言って、翔しよう子この体から魂が抜けるようにシィが分離する……などというお気楽な展開は、さすがに都合がよすぎるだろうと思い、考えることすらなかった。

　だがそれならそれで、シィが暴れたり、翔しよう子こが負傷したり、それ以上におよそ康やす雄おの常識では計り知れない事態が発生したかもしれないのだ。

「……なんだよ、計り知れない……って」

　何が起こると思っていたのだろう。

　アンテ・ランデという異世界と、ディアナやハリーヤ達たちの魔法や魔導や武機。

　日本で生活していたら絶対に巡り会わない新しい世界に来るだけで、何か信じがたい超常現象が起こって、翔しよう子この身に起こっていることが劇的に解決すると、安直に考えていた。

　翔しよう子この身に起こっていること自体が超常的なのだ。

　ならばその解決手段も超常的であるべきだと、勝手に思っていた。

　それこそ、翔しよう子こに宿るシィと関係するオリオンと出会うことで、翔しよう子このシィが何らかの反応を勝手に見せるような。

「当てが外れたかな」

　少しだけ、安あん堵どの色が交じってしまう。

　翔しよう子この体にこれ以上、トラブルが舞い込まないだけでも良しとするべきだ。

　もともと、レスティリアでディアナの母に調査を頼むはずで、そうなればいつかはオリオンとの関連性は指摘されていただろう。

　だが、実際にこうして接してみたところ、シィとオリオンは特に反応を示さなかった。

　先に小さな可能性を潰したというだけでも十分な成果だろう。

「どうしようか。オリオンのアテが外れたのなら、オーデムに行く計画を立てようか」

「……そうですね。オリオンに何もない以上、そちらに移るのが良いいのではないでしょうか」

　ディアナの声色に微かすかに安あん堵どが感じられ、ことさらオリオンとシィが反応しなかったことを強調するのは、康やす雄おの気のせいではないだろう。

　やはり彼女も、オリオンと翔しよう子このシィが何か危険な反応を示す可能性に、今になって気づいたのだろうか。

「残念だなー。なんかオリオン見た途端に体からぶわーっと影が離れてそこで戦闘開始とかなると思ってたのに」

　翔しよう子こにさほど深刻な様子はないが、基本的には思慮深い性質なので、単純に本人にしか分からない感覚があるのだろう。

　あからさまにほっとした空気が流れ、翔しよう子こもオリオンから目を離した、そのときだった。

「ん？」

　緊張が解けて他の展示物に目が行くようになった康やす雄おは、最さい奥おうに掲げられている肖像画をようやくきちんと意識した。

　油絵の肖像画を描かれ博物館に顕彰されているにしては、かなり若い男性の絵だった。

「エリオット・ヒギンズですね」

　康やす雄おと翔しよう子この視線に気づいたディアナがそう言った。

「昔、ハリーヤ大佐に聞いたことがあります。件くだんのオリオンを開発した方です」

「へえ。なるほどこの人が」

「魔王コール軍の残党討とう滅めつ期きにそれまで研究していたオリオンを実用化し、世界の技術史に名を残されたとか。母やマドカとも、僅かですが交流があったと聞いています」

「へぇ。そうなんだ。この人が……。随分肖像画が若いけど、まだご存命ってことか？」

「ああ……どうなんでしょう、私も話を聞いただけでしたから、そこまでは」

　するとフィーグライドが肖像画に近づき、解説プレートに顔を寄せる。

「……どうやらもう亡なくなっているみたいだね。二十五年前だ。亡なくなったのは三十八歳の頃か。かなり若いね。僕も知らなかったよ」

　康やす雄おはさすがに驚いた。

「病気や事故か何かですかね」

　若くして亡なくなった、最初の武機職人、あるいは研究者。

　単純にその言葉だけ考えても、アンテ・ランデ全土の武機界かい隈わいには大きな損失だっただろう。

　そんなことを、教科書の中の歴史上の人物を語るように呟つぶやいた康やす雄お。

「……殺されたのよ」

「え？」

　だから答えが飛んでくることも、ましてそれが翔しよう子この口から飛び出してくることも、まるで予想していなかった。

「帯たて刀わきさん？」

「……え？　何？」

　康やす雄おは思わず振り向くが、当の翔しよう子こはハッとしたように瞬まばたいて、逆に尋ね返してきた。

「今、どうしたのいきなり」

「いきなりって何？　ヤス君どうしたの？」

「いえ、今ショウコが、エリオット氏が『殺された』と……」

　ディアナも翔しよう子このつぶやきを聞き取り困惑した様子だった。

「ディアナさんまでどうしたの？　私まだ何も……」

　翔しよう子こは翔しよう子こで真剣に驚いたようで反論するが、

「エリオットは殺されたのよ……え？」

　口が、翔しよう子この意思を裏切った。

「……帯たて刀わきさん!?」

「ショウコ！」

　異常は、すぐに起こった。

　左目の炎が、一気に巨大化した。

「あぐっ!!」

　その瞬間、翔しよう子こが左目を押さえて呻うめくが、手で押さえただけではどうにもならないほどに黒い炎は巨大化し、展示室の天井を舐なめるほどに噴きあがり、それだけに留まらず翔しよう子この全身を捕えて渦巻き始めた。

「帯たて刀わきさんっ!!」

　康やす雄おは思わず翔しよう子こに駆け寄った。

　渦巻く炎の様が、シィが出現する瞬間の黒い炎の渦巻きと酷似していたからだ。

　そしてその印象を肯定するかのように、翔しよう子こが黒い炎の中に沈み始めたではないか！

「帯たて刀わきさんっ！　摑つかまって!!」

　翔しよう子この手を取って炎から引き出そうとするが、翔しよう子この足はぴくりとも動かない。

　それどころか翔しよう子こは、手を握っているはずの康やす雄おの方を見ようともしない。

「や、ヤスく……だ、ダメ、これ、何も、見えな……どこ、ヤス君!!」

「ここだ！　帯たて刀わきさん、分かるか！　そばにいる!!」

　翔しよう子この肩を抱くが、それでも炎は収まらない。

　手さえ握っていれば瞼まぶたの内側に収まるほどに小さくなった炎が、どれほど翔しよう子こを強く抱きしめてもまるで収まる気配を見せない。

　それどころか、炎はますます巨大化し、康やす雄おごと包み込んでしまう。

「ヤスオ！　ショウコ！」

　ディアナとフィーグライドも二人を炎から引き上げようとするが、魔導機士二人の力を以もつてしても翔しよう子こは引き上げられないどころか、四人全員を炎に巻いて引き込もうとし始める。

「つ、冷たい……なんだこれ……!!」

　異臭のする冷気。

　そうとしか表現できない黒い炎の感触に、康やす雄おは身震いする。

「くっ！　どうして、これは一体……！　……た、帯たて刀わきさん!?」

　康やす雄おは気づいた。

　翔しよう子この手を握っている感覚はある。

　だが、目の前で抱きしめている翔しよう子この顔が、少しずつかすんで見えなくなり始めたのだ。

「ディアナ!?」

「ふ、二人ともどこだ！　クローネ少佐！　ヤスオとショウコは!!」

「フィーグさん!!」

　渦巻く黒い炎の中で、ディアナとフィーグライドの姿が少しずつ搔かき消きえてゆく。

「ヤス君っ……!!　オリオンに反応してんじゃ、ない……！　ぐ……あ……！」

　抱きしめているはずの翔しよう子この姿すら見えなくなりかけ、それでも翔しよう子こが左目から手を離し、真っすぐ正面を指さした。

「あの絵だ……！　エリオットさんの……!!」

　炎に巻かれた康やす雄おには、もはやそこに絵があるのかどうかすら判然としない。

　視界が完全に黒い炎に閉ざされようとする瞬間、翔しよう子こが消え去りそうな声で、呟つぶやいた。

「……エリオット……」

　次の瞬間、康やす雄おの腕の中から翔しよう子この熱が消え、康やす雄お自身の意識もまた、黒い炎に飲まれ途絶える。
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　感覚的にはわずか数秒の出来事だった。

「っは!!」

　目を開き、大きく息を吸った……つもりだった。

「ん……な……」

　康やす雄おは、思わず首に手を当てる。

　まるで、呼吸ができている気がしない。

　生ぬるい液体で、外界と体の中がつながっているような、おぼれているような感覚で満たされる。

「これは、いや、でも……！」

　この感覚には覚えがある。

　夢の中で夢から覚めた、あの感覚だ。

　夢の中で、自分は眠っていて夢を見ている自覚があり、夢から覚めなければと思う。

　そして、夢から覚めたのに、その夢を見ている自分の感覚が、夢から覚めたはずの自分の更に一つ後ろにいて、結局夢から覚めていない、あの……。

「帯たて刀わきさん！　ディアナ！　フィーグさん……!!」

　叫んだ。

　声は出たはずだ。

　自分の耳にも聞こえている。

　だが届かない。

　自分のすぐそばに、倒れ伏している三人の姿がある。

　手を伸ばせばすぐなのに。

　身をかがめれば触れられるのに。

　自分の目に見えている光景が、いっかな自分に近づかない。

「クソっ……これは、一体……俺は、どこに……！」

　周囲を見回す。

　粘り気のある液体の中にいるように、なかなか首が思うように動かない。

　それでも必死に目を動かすと、どうやら自じ分ぶん達たちは、白く硬い土の上にいるようだ。

　でこぼこしていても起伏は無い平へい坦たんな土地がどこまでも続いている。

　空も、白い。

　地平線にかすかに灰緑色のグラデーションがかかってはいるが、基本、形のあるものは全てが白だ。

　空を見上げて気づいた。

　日ごろ耳にするものとは全く違う風の音が、康やす雄おの全身を震わせている。

　両掌てのひらで耳をふさいだときに聞こえる、耳の中で遠く唸うなり響く音。

　その音が風となって、広い空の真っ白な雲達たちを、ひたすらに地平線に向かって飛ばしているのだ。

　どうすればいいのだ。

　こんな夢を見るときには、更に強く意識することで夢から唐突に覚めることがある。

　もちろん更に夢が重なっていることもあるが、実際に目を覚ませばそれまで夢の中でもがいていたのが拍子抜けするほどに何もかもが意思に沿って動く。

「これは、夢だ」

　康やす雄おは、自分がそんな夢を見るときに必ずすることを声に出してみた。

　もちろんすぐに何かが変わるわけではない。

　実際に声を出せているのかも分からない。

　だが、白い大地の上で一歩も足が動かないこの状況で、できることが無かった。

「これは夢だ。目、目に力……」

　目を開こうとする意志。

　白い世界が見えているのに、目を開こうとする。

　そうすれば、きっと夢から覚められる。

「覚められない」

「当然よ」

「これは夢だ」

「夢じゃないわ」

「じゃあ何だ」

　康やす雄おは、傍かたわらを見た。

「私が今、属している世界」

　夢に現れる存在は、そこにいることにも、そこから消えることにも、合理性が無い。

　だから先ほどまで翔しよう子ことディアナとフィーグライドしかいなかったはずの場所に、見たことのない女性が一人立っていても、さほど不思議には思わなかった。

　不思議に思わなかった最も大きな理由は、その女性の腕と足、そして腰に、金色の環わが装着されていたからだ。

「……あんたは、帯たて刀わきさんの中にいる……」

「シィと呼ばれているみたいね。彼女の目を通して知ったわ」

　長いが乾燥した様子の髪。

　虚うつろな瞳と、白い頰。

　生気というものが一切感じられないその姿が、シィの黒い炎の内側にある『死者』の姿なのだろうか。

「生きているときは、ライア・カルガーニと呼ばれていたわ。私自身にそのつもりはなかったけど、きっとショウコ・タテワキにとっては迷惑な存在なんでしょうね」

　淡々とした声色にかすかな不気味さを覚える康やす雄おだが、それ以上の違和感にこのとき気づいた。

　ライアと名乗ったこの女性が、一切康やす雄おの方を見ようとしないのだ。

　康やす雄おが気づいた灰緑色の地平線。

　そちらを瞬まばたきもせず、凝視しているのだ。

　それが、生気のないその他の外見的要素と相まって、一層不気味さを引き立てるのだ。

「あなたは、一体何者なんだ」

　康やす雄おはまとまらない思考の中でそう問いかけた。
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　複雑な問いを発してしまうと、夢から覚めてしまうかもしれない。

　ライアと名乗ったこの存在が消えてしまうような気がしたからだ。

　そしてその想像が当たったのかどうかは分からないが、ライアは康やす雄おの方を見ずに答えてくれた。

「死者よ」

「どうして帯たて刀わきさん……ショウコ・タテワキの中に？」

「彼女が私に似ていたから」

　外見的な話ではないだろう。

　生気がないことを差し引いても、翔しよう子ことライアに似通ったところがあるとは思えない。

「似ていたって」

「たまたま、灯あかりに引っ張られて出た先が、アンテ・ランデじゃなかったってだけよ。迷っているうちに、彼女を見つけたの」

「……灯あかり？」

「石炭の灯あかり」

　康やす雄おは、問いかけが翔しよう子この問題から離れかけていることを感じ、修正を試みた。

「あなたとショウコ・タテワキは何が似ていたんだ？」

「恋をしてたわ」

「こっ……な……！」

　だが、死者を名乗る女と交わすにはかなりパンチのある答えが返ってきて、康やす雄おはすぐに動揺してしまった。

「彼女は、ヤスオ・ケンザキとの予期せぬ再会に、激しく心を乱されていたわ。諦めたはずの恋が、再燃していた。その様が、生前の私に似てたのよ」

　同化していたライアは、翔しよう子この心の中を共有していたのだろうか。

　翔しよう子この心を勝手に覗のぞき見ていたのだとしたら随分と趣味の悪い話だが、この淡白な反応を見ると、人間的な下世話さで見ていたというより、単純に周波数が合致した程度のことでしかない気もする。

　それはそれとして、翔しよう子この心中を明かされてしまった康やす雄おは、知っていたこととはいえ激しく動揺する。

　このシィが翔しよう子こと融合したのは、翔しよう子こがアンテ・ランデにまつわる情報を得るよりも前のはずだ。

　その時点で既に、死したシィがそんなことを言うほどに、翔しよう子この中に激情が……。

「いやいやいや何を俺は自意識過剰なことを……！」

「動揺してるのね」

「しますよそりゃ！」

　激しく反応してしまい、その反動でライアが消えてしまうのではないかとどきりとするが、ライアは相変わらず康やす雄おの方を見ずに、地平線を凝視していた。

「あなたは、ショウコ・タテワキから分離できるんですか」

「できるわ」

「じゃあ、分離して下さい」

　直接的すぎるか、と思いつつ、やはり複雑な問答を避けたくて、問いかけがシンプルになってしまう。

「私の意思ではできない」

「じゃあ、どうすれば分離できますか」

「知らないわ」

「……」

　ここで彼女に怒りをぶつけても仕方がない。

　今は人としての姿が見えているが、それでもシィは死者だ。

　生者の理屈では測れない理に縛られているのかもしれない。

　康やす雄おは、問いを変えることにする。

「……ここはどういう場所なんですか」

「死者の地よ」

「死後の世界、ということですか」

「そう言ってるんだけど」

　シィのメカニズムを考える度に、その可能性についてぼんやり想像してはいた。

　死者の地、などという具体性まで帯びてはいなかったが、シィが死者の遺骸を魔法などで動かすものでない以上、死者の姿なり魂なりがどこかに残っているはずだと考えていた。

　そのシィがこうしてはっきり人の姿を取り戻しているのならこの場所が天国、あの世、彼岸、地獄、様々に語られる死後の世界なのではないかと予想はできた。

　これが、康やす雄おの見ている夢ではないなら、という条件つきではあるが。

「俺おれ達たちは死んだんですか」

「生きてるわ。あなたが地平線ではなく、私の方を見ることができているのが、何よりの証あかし」

「え？」

「死者は、地平線の方向しか見ることができないの。足も、そちらにしか向かわないのよ」

「そ、そうなんですか……」

「でも……」

　動きは急激だった。

　ライアは、人間の関節を超越した動きで、二人の足元に倒れる翔しよう子こを見下ろした。

「でも、閂かんぬきが開けば、話は別よ」

　ぎくり、と康やす雄おの心臓が跳ねる。

　それまで意識することすらできなかった体の、心臓が跳ねたような不快感。

「私は一度、この白い平原を歩いたわ。二度と戻ることはできないはずだった。でも石炭の灯あかりに導かれ、再び生者の世界に戻ることができた。地平線の向こうは、死者で溢あふれている。いずれこの白い平原も、死者で溢あふれかえるわ。そうなれば、数多あまたの死者が行き場を求め、再び生者の世界へと戻るの。閂かんぬきを通り、新たな命を求めるのよ」

「な、な、何を……」

「死者の地は既に、限界に達してる。白い平原の彼方かなた、送りの都は既に死者で溢あふれてる」

「死者が溢あふれる？　なんの話だ!?」

　ライアが身をかがめ、翔しよう子こに近づこうとする。

「死者は都を過ぎなければ再び命を得られない。それなのに、都は今や死者で溢あふれ命を還流しきれない。死者は、待てない。溜たまる。よどむ。だから、勝手に新たな命を求めた……死者に新たな命を宿すため……コール、ベアトリーチェ、そしてイァルクは、それぞれの方法で、死者の地を出た」

「な……」

　ライアの口から飛び出した名に、康やす雄おは慄く。

　それが偶然であるなどと、思ったりはしない。

　コールとは、三十年前にアンテ・ランデを恐怖の巷ちまたに陥おとしいれた、魔王コールのことではないか。

　魔王コールが、シィと関わっているというのか？

　ベアトリーチェとは、炭鉱のカーネリアンのベアトリーチェ・ヘラーで間違いあるまい。

　死者の地を出た、とはどういうことだろうか。

　コールも、ベアトリーチェも、シィと同じく死者だったとでもいうのだろうか。

　だが、コールは悪魔の王として勇者ヒデオ達たちの前に立ちはだかり、ベアトリーチェはシィではない、人間としての実体を伴ってハリーヤの前に現れたはずだ。

　だが、そうなると最後の名前だけは、一体何者なのだろうか。

　イァルク、という名はこれまで聞いたことが無い。

　ベアトリーチェ以外に、シィに関わり暗躍している者がいるのだろうか。

　いや、そもそもコールとベアトリーチェ、そしてイァルクは何者なのだ。

「その三人は、シィなのか!?　死者なのか？」

「コールは灯火。ベアトリーチェは女王。そしてイァルクは、仮面」

「急に変な比喩使わないでくださいよ！」

　ライア本人や、シィ側の事情で言えば意味があるのだろう。

　だがこれまで比較的一問一答で具体的な答えが返ってきていたのに、急に仰々しいことを言い出したので、康やす雄おはつい突っ込みを入れてしまった。

「何か文句あるの」

　しかも、その突っ込みに不満を言い出すではないか。

「いや、文句というか、もうちょっと具体的にですね……」

「知ったところで、聖具の使い手でもないあなたにできることなんかないわよ。送りの能力に長たけてるみたいだけど、それだけじゃね。ヤス君は、ルタバーガも、ポーモーナも、マーロウも、ソラーナムも持っていないじゃん」

　翔しよう子この方を向いたままのライアの口調が、妙なことになってきた。

「……ライアさん、なんか、帯たて刀わきさんと混ざってませんか？　あと、急に新しい単語突っ込んでくるのやめてくれます？」

「うるさいなあ。これでも一度都にはたどり着いた身なんだよ。色々教えてあげてるのにそういうこと言う？　……いえ、言わないでもらえる？」

「まさかとは思うけど、帯たて刀わきさんの精神を乗っ取ろうとか、してないですよね？」

「……」

「ちょっと!!」

　明らかにライアの口調は、翔しよう子このそれにすり替わっている。

　冷静に考えれば、ライアと名乗っているバスケルガルデの女性が、日本語で話しているのも妙な話だ。

　ディアナやフィーグライドが日本語を操るので失念していたが、オリオンが現役であった時代のライアが日本語を自在に操れたとはどうしても思えない。

　翔しよう子この深層心理に精通しているかのようなことも言っていたし、同化している間に、ライアの人格や記憶が翔しよう子こに影響を与えている可能性は十分に考えられる。

「もう分かったから、帯たて刀わきさんから離れてください！」

「無理だって言ったじゃん。自分の意思じゃどうにもならないんだから」

「帯たて刀わきさんみたいな喋しやべり方しないでもらえませんか！　それとこっちの顔見てくださいよ！」

「……ショウコ・タテワキと私の結びつきは、今は強くなる一方。ヤス君。君が、遠くに行ってしまうという恐怖から、解放されないから。ね、ショウコ」

　こちらに背を向けたままのライアが、翔しよう子この髪を撫なでながら、その左瞼まぶたに触れた。

　その瞬間だった。

　翔しよう子この左目から白い炎が噴き出し、瞬またたく間まに康やす雄おの周囲を渦巻いた。

　この世界に来る直前と、世界の色相を反転させたかのように、急激に康やす雄おの視界が白く染まる。

「ライアさんっ！」

「ああ、この閂かんぬきが、都で開いたらどうなるのかしら。エリオットも、ひょっとしてどこかにまださまよっているのかしら……」

　白い炎の向こうで、ライアとも、翔しよう子こともつかぬ声が響き、康やす雄おの意識はまた急速に遠のいた。

「ショウコ。あの人のこと、もし見つけたら…………」

　聞こえたのは、そこまでだった。

　夢から唐突に覚めたような強烈な体と頭の不快感とともに、再び視界が開ける。

　気が付くと元いた博物館の中に戻っていて、翔しよう子こもディアナもフィーグライドも白い大地の記憶と同じ姿でその場に倒れていた。

　三人とも気を失っているようだが、生きてはいるようだ。

「ライア・カルガーニ……」

　夢だったとは思わない。

　理由もなく、三人がこんな風に気を失うはずがない。

　あの白い世界で起こったことは現実で、翔しよう子この中にいるシィの名は、間違いなくライア・カルガーニだ。

　だが、直接的なきっかけはオリオンではない。

　ライアから手に入れた新しい情報は、康やす雄おにとって初耳のものが多かった。

　白い世界に行く直前、翔しよう子こはオリオンではなく展示されているエリオットの肖像画が原因だと言っていたが、さすがに肖像画の解説は日本語ではなくこの国の言葉らしきもので書かれていて読むことができない。

　せめてディアナかフィーグライドか、どちらかに目覚めてもらって、一度落ち着ける場所に移動しなくてはならない。

　いくつもの、新しい情報を手に入れた。

　これまで聞いたことのあるものに合わせて、追加の要素と思われる情報を記憶からこぼさないように必死で思い出しながら、一刻も早くここから移動しなくてはならない。

　康やす雄おは気絶する直前の状況を必死に思い出した。

　窓の無い部屋ではあるが、時間的にはもう夜の時間帯のはずだ。

　どれほど時間が経たったか分からないが、閉館時間が過ぎていてもおかしくない。

　その分、この異常事態を誰にも見られずに済むかもしれないと康やす雄おが希望を抱いた瞬間だった。

「××××!!」

　絶叫とともに、大勢のバスケルガルデ魔導機士が踏み込んできて、康やす雄おは身を固くした。

　全員武機らしきものを携えており、厳しい顔つきと声色で何事かを言い合っている。

「××シィ×××！　……！　シィ××！」

　ところどころにシィという単語が聞こえる気がするが、完全に未知の言葉であるため、それすら聞き間違いの可能性すらある。

　そして当然のように、三人床に倒れていて、その中で中腰の半はん端ぱな姿勢をしている康やす雄おはあまりに目立ちすぎた。

　魔導機士が二人近づいてきて何事かを話しかけてくるのだが、何を言われているのか全く分からないし、表情からも一体どういう感情で話しかけてきているのかも判然としない。

　武機をやや後ろに下げているので心配してもらっているのだろうが、とっさに背後にかばった翔しよう子この顔を見られたら全ておしまいだ。

「こ、この中に、ニホンゴが分かる人はいませんか!!」

　とっさに康やす雄おは、そう叫んでいた。

　若干上ずってしまったのは仕方がない。

　とにかく今は、翔しよう子こを見とがめられないようにするので精一杯だった。

「……」

　髭ひげを蓄えた年とし嵩かさの魔導機士が一瞬驚いたような顔をして、次の瞬間、

「××××」

　軽く肩をすくめて首を横に振った。

「ダメなのかよっ！」

　ディアナはともかく、フィーグライドが流りゆう暢ちように日本語を操るので、一定以上の教育を受けた人物ならある程度日本語を修めているのかと思いきや、十人近くいる魔導機士が誰一人として日本語を話せないようだ。

「×××!?」

「な、何ですか!?」

「×××ガズ×××！　××××!?」

　今度はフィーグライドを指さして何かを言っている。

　ガズ、と一瞬聞こえた気がしたが、それがガズ共和国のことを指しているのかも分からない。

「すいません！　もう少しゆっくり、こっちは言葉が分からないから早口でまくしたてられても……！」

　言葉の分からない相手の唐突な挙動はそれだけで不安をあおる。

　もちろん魔導機士達たちの緊張感を見れば、彼らがただ博物館見学にやってきたわけではないことは分かるが、それでもここまで一方的にがなり立てられては、ボディランゲージすらどう受け取られるか分からず、康やす雄おは激しく動揺してしまう。

「×××！」

「ど、どうすりゃいいんだよ！」

　翔しよう子この前から動くこともできず。ディアナもフィーグライドも目を覚まさない。

「……お困りみたいね。手を貸してもいいわよ？」

　唐突に背後から声がかかる。

　女性の声だ。

　ディアナが目を覚ましたのかと思わず振り向いたそこには、

「どうも」

　翔しよう子こが、堂々と顔を見せて不敵な笑みを浮かべていた。

「えっ……」

「あなたの顔を見ろって言うから、顔を見て話したわよ」

　そして翔しよう子この左目の黒い炎は、これまでにないほど鋭く燃え上がっていた。

「え、ちょ、まさか……！」

「×××？」

　翔しよう子こが身を起こしたことに気づいた魔導機士が何事か尋ねてきて、それに対して、

「×××」

　翔しよう子こが、康やす雄おの知らない言葉で話し始めた。

「ま、待ておいもしかして」

「×××！」

「××××!!」

「×××シィ」

「××っ!!」

「今絶対会話の流れヤバイことになってるだろ!!」

　翔しよう子こは左目の炎を隠そうとすらせず、はっきり顔を上げて魔導機士を見ている上に、シィとはっきり発音した。

　魔導機士の顔と声色がどんどん厳しく激しくなり、ほとんど言い争いのような雰囲気になる。

　それと同時に他の魔導機士も剣けん吞のんな雰囲気を見せ始め、それぞれに武機を構えるではないか。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　あんた帯たて刀わきさんじゃなくてライアさんだろ！　何言ったんだ!!」

「あら、案外、理解が早いじゃない」

「大体分かるよ！　魔導機士の人ひと達たち一体どうしちゃったんだ！」

「どうしたもこうしたもないわ」

　炎を燃え上がらせた翔しよう子この顔をしたライアは、邪悪な笑みを浮かべて言った。

「こんな国は私わたし達たちシィが滅ぼしてやるって言ってやったの」

「馬鹿野郎っ!!」

　微笑ほほえむ翔しよう子こ＝ライアの背後で、年とし嵩かさの魔導機士がカストゥルに似た片手剣型の武機を起動させた。

　バスケルガルデに入国してこの方、万が一にも治安機関に見とがめられたりしないよう慎重に行動してきたのに、それを一気に台無しにしてしまった上に、ディアナもフィーグライドも未いまだに目を覚まさない。

　シィ相手ならともかく、生身の人間相手では魔導機士でなくたって康やす雄おに勝ち目はない。

　詰んだ。

　康やす雄おが諦めかけたそのときだった。

「敵に襲い掛かる前にぴーぴーとわめいて、ホルストロ大隊も落ちたものね」

　翔しよう子こ＝ライアの右手に黒い炎の環わが出現し、年とし嵩かさの魔導機士の顎を軽く掠かすめた。

「ッ……！」

　それだけで魔導機士は白目を剝むき、膝を突いて倒れてしまう。

「えっ……」

　康やす雄おが目を剝むいた瞬間に、翔しよう子この両足にも新たな黒い環わが出現して、手狭な博物館の通路を影のように滑りながら一人、また一人と魔導機士を沈めてゆく。

　とても現実のこととは思えず、康やす雄おは翔しよう子こがバスケルガルデの魔導機士達たちをのしてゆく様を呆ぼう然ぜんと見ていた。

「武機は進歩しても、人は変わらず、か」

　斬りかかってきた最後の若者のみぞおちに、鈍い音をさせながら左膝を叩たたき込んだ翔しよう子こ＝ライアがそう呟つぶやく声が聞こえるほど、あっという間に静かになった。

　そして、翔しよう子こ＝ライアは冷たい目で康やす雄おを見る。

「戦えないことは知ってたけど、この程度の相手にあれほど取り乱すなんて……本当に何もできないのね、『ヤス君』は」

「こっち見るようになった途端に滅茶苦茶めちやくちや言うな！　そのこと分かってるなら、なんで俺が戦えないかも分かってるはずだろ！」

「その割には身の丈に合わないことを考えていることも知ってるわよ。これではショウコがやきもきするわけね」

「ショウコ……そ、そうだ。帯たて刀わきさんはどうなったんだ！」

「生きてるわ。今は単に私が上層に出てきているだけ。これまでも、ショウコが勝手に私の力だけを引き出して戦ったことがあるでしょう。だったらおあいこよ」

「……いざそういうことが現実に目の前で起こると、本当に帯たて刀わきさんの健康状態に影響がないのか不安になる」

　一つの体に、二つの人格。

　古今東西あらゆる物語でそのような事態が発生する展開を目にしてきたが、いざ近しい人物がそうなると、一体どういう仕組みで事が起こっているのか非常に不安になる。

　いわゆる多重人格ではなく、後から別の魂なり人格なりが人間に宿ったとき、受験生の性さがとして、物理生物化学のあらゆる知識が、一体それ脳内の神経伝達物質や電気信号の状況どうなってるの、という疑問を提示してくるのだ。

　まして明らかに翔しよう子こが本来持っていないはずの身体能力を発揮したら、体にどんな負担があるのか分かったものではない。

「ショウコはそこそこ鍛えているようだし、彼女の身体能力に対してそこまで無理な動きはしてないわよ。むしろ、ショウコが私の力を引き出したときのほうが、よほど調子に乗って無理をしてるんじゃないかしら」

「そういうものなのか……？」

「信じないのは勝手だけど、今、こんなことを悠長に話している場合かしら？」

「え？」

「こいつらはホルストロ大隊よ。バスケルガルデの魔導機士の中でも中枢に位置するエリート。彼らが叩たたき潰されたとなれば、あっという間に首都中に手配されるでしょうね」

「え」

　康やす雄おはさっきから、情けない声しか出していない。

「う……一体、何が」

「ぐ……さっき、何か黒い炎が……」

「今かよ!!」

　そしてこんなタイミングで、ディアナとフィーグライドがもぞもぞと動いて、ぼんやりした顔で体を起こしたではないか。

　そしてすぐに周囲の状況を見て、呆ほうけたように真っ青な顔になる。

「ヤスオ……これは一体何が……」

「なんだか、ものすごくマズい状況な気が……」

　ディアナもフィーグライドも体を起こした姿勢のまま固まってしまい、

「おやおや、新しい時代の魔導機士様は随分のんびりしているのね。なるほどこれでは、我々に後れを取るのも仕方ないわね」

　そんな二人の様子を見て、翔しよう子こ＝ライアは挑発するように笑うのだった。
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「大丈夫です。追っ手は撒まいたようです……」

　ホルストロ郊外のスラム街。

　雑居ビルとしか言いようのない廃屋の一室に隠れた康やす雄お達たちは、頭を抱えていた。

　いや、頭を抱えているのは康やす雄おとフィーグライドで、ディアナは憔しよう悴すいしつつもなんとか顔を上げており、翔しよう子こはといえば、

「どうだかね。地上の追っ手は撒まいても、ホルストロ大隊の顔に泥を塗ったのよ。空から探査されてるかもしれないわよ？」

　部屋の中の瓦が礫れきに腰かけながら、あっけらかんとした顔でそんなディアナをからかうように見上げていた。

　ガラスが砕けた窓まど際ぎわで月の光と、こんな外れの町にまでびっしりと張り巡らされている街灯の光を浴びながら、翔しよう子この姿をしたものは、炎の奥の瞳を朱あかく光らせながら悪魔のような笑みを浮かべている。

「この辺りもスラムとは言うけど、比較的治安が良くないだけで官憲の目は届いてるわ。長時間一か所に留まってたら確実に捕まるでしょうね」

「誰のせいだと思ってるんですか……ライア・カルガーニさん」

　ディアナは、翔しよう子この姿を借りていけしゃあしゃあと言い放つ、シィの名を呼んだ。

　すると、ライアはますます悪辣な笑顔で、

「んー？　ヤス君じゃない？　だってヤス君があそこで無様に慌ててなきゃ、私だって別に下手に手を出す必要なかったわけだしー」

　翔しよう子こと同じ口調でディアナを挑発し、さすがのディアナも穏やかではいられず顔を顰しかめた。

「……ショウコの体でさえなければ……！」

「なければなんですー？　ディアナさんはー、なんだかんだ言って綺き麗れいな世界で生きてた人ですからー。もし私がショウコの姿をしていなくてもー、拷問みたいなマネ、できないタイプですよねー？」

「こ……この……!!　……っ!!」

　ディアナの頰に怒りの朱が差すが、それでも翔しよう子この姿をしている者の言葉を否定する材料が見つからず、怒りに体を震わせるだけで終わってしまう。

「……随分饒じよう舌ぜつになりましたね。さっきは全然そんなことなかったのに」

　康やす雄おにしても、翔しよう子この姿をした、翔しよう子この中にいる別人の行動に我慢がならず、つい翔しよう子こを睨にらみつける。

「ヤス君が顔見て話せって言ったのよ？　だから言う通りにしたんじゃない。博物館で私とショウコの馴な染じみが少し進んだから、こういうこともできるようになったんだって教えてあげてるだけなのに、そんな怖い顔で睨にらまないでもらえる？」

「ライアさん」

「何かしら？」

　ライア・カルガーニ。

　翔しよう子この中にいたシィが、生前の人格を表出させているのだ。

　ならば翔しよう子こに対するようにする必要など、どこにもない。

「あの場で俺に、ホルストロ大隊を誤魔化すことはできなかった。あの場で、俺は間違いなくライアさんに助けられた。そのことは感謝します」

「随分含みがありそうな感謝ね」

「そりゃあありますよ。あなたが善意で助けてくれたわけでないことも分かってます。あなたは、結局はシィだ」

「そうね」

「あの白い場所で、あなたは色々教えてくれた。でも、それは今世界を襲っているシィの惨状を即座にどうこうできる性質の情報じゃない。シィには、シィの目的がある。そのために帯たて刀わきさんを利用しようとしてるんでしょう？」

「ショウコは閂かんぬきとしてはまだまだ機能不全だけど、利用価値は十分にあるわ。あなた達たちも、ショウコが表に出てるより、私が表に出てた方が総合的な戦闘力はずっと上がるわよ。だからこのままショウコには眠っててもらった方がお互いに……」

　月光を背後にしているだけに、嗜し虐ぎやく的な笑みが余計に悪辣に見える。

　康やす雄おは立ち上がると、翔しよう子こ＝ライアの前に立つ。

「もういい。黙ってろ」

「……はい？」

「帯たて刀わきさんを出せ。あんたの話はもう聞く必要はない」

「そんな口きいていいのヤス君。多分あなた方が知りたいこととか、教えてあげられると思うん……」

　ライアは、最後まで言うことができなかった。

「これ以上帯たて刀わきさんの顔と声で、ふざけたこと言うな。俺をそのあだ名で呼んでいいのは帯たて刀わきさんだけだ。あんたが言ってることが本当なのか噓うそなのか判断する方法を、俺おれ達たちは一つたりとも持っちゃいない。だから、余計な話を聞く必要もない。もう一度言うぞ」

　康やす雄おが、翔しよう子この体を正面から抱きしめる。

「消えろ。帯たて刀わきさんを返せ」

　その途端に左目の炎が小さく収束し、顔から毒気が急激に抜けて行った。

「……なんだ、つまらない」

　ライアらしき声が、本気でつまらなそうに言った。

「時々閂かんぬきが随分堅く閉まっていたとは思ったけど、こういうことだったの……ふぅん」

　ライアが目を閉じ、その瞬間、がくりと体から力が抜ける。

「おっ……！」

　そしてその体を康やす雄おが支えようとする前に、

「だ、大丈夫……大丈夫、だから、その」

　康やす雄おの腕の中で、先ほどと同じ、だが明確に変化した声が聞こえた。

「その、大丈夫、私、戻ってきたから。あの、ね。ヤス君、ありがと、一人で立てる。立てるから……」

　そう言うと康やす雄おの胸を押し、強引に身を離した。

「その、だ、だいじょぶ、だから」

「え、あ、う、うん」

　間違いない。

　翔しよう子こだ。

　今目の前にいるのはライアではなく、翔しよう子こだ。

「ショウコ……なんですよね」

「う、うん。ごめんディアナさん、フィーグさんも、迷惑かけて。あの……ディアナさんちょっといい？」

「え？」

　翔しよう子こはなぜかディアナを部屋の隅に引っ張ると、何事かをささやく。

　康やす雄おと、そして翔しよう子こが元に戻ったことで顔を上げたフィーグライドは思わず顔を合わせるが、

「え！」

　ディアナがはっとしたように俯うつむく翔しよう子こと、そして康やす雄おの顔を何度か交互に見る。

　そして、困ったような、慈いつくしむような顔で翔しよう子この髪を撫なでた。

「ど、どうしたんだ……？」
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　康やす雄おは、極限まで小さくなった左目の炎の奥で不安げに、動揺したように揺れる翔しよう子この瞳を見て、逆に動揺してしまう。

　シィがライアの人格を表出してきたことで何か身体的な不調が出ているのだろうか。

「帯たて刀わきさん、大丈夫？　その、顔色が……」

「赤くないよ！　赤くないよっ!!」

「えっ!?　あ、う、うん、窓割れてるからちょっと声落として……！」

「だ、誰のせいだと……はい、うん」

　そのままディアナの足元にへたり込んでしまった翔しよう子こは、康やす雄おの方を見ようとせず、意気消沈したように肩を落としている。

　ディアナは一度かがみ込んでから翔しよう子この肩をさすると、小さくうなずいてから康やす雄おの方へと歩いてきた。

「大丈夫なようですから、今はこれくらいで」

「え？　で、でも」

「今はこれくらいで」

「……はい」

　思いがけず強い圧を受け、肩に置かれたディアナの手に押されたように、康やす雄おも手近な瓦が礫れきの上に座り込んだ。

「状況を整理しましょう」

　そしてディアナは厳かにそう告げるが、整理するまでもなく状況は簡単に説明できた。

「俺おれ達たちはバスケルガルデの魔導機士に追われている」

「最初に博物館で出会った彼らの証言から、人相書きもそろそろ手配される頃でしょう」

「絶望的じゃん」

　先ほどまで顔を赤くしていた翔しよう子こは、今度は顔を青ざめさせていた。

「問題が起こるにしても、もう少し言い訳の余地のある状況だと思っていたんだよなぁ……」

　康やす雄おの横で、フィーグライドがため息を吐いた。

「すまないヤスオ、ショウコ。これは僕の落ち度だ」

「えっ!?」

「ち、違いますよ！　フィーグさんは悪くないじゃないですか！　誰が悪いかっていったらこの場合私と私の中にいる奴やつが……！」

　フィーグライドの物言いに康やす雄おと翔しよう子こは慌てるが、首を横に振ったのはディアナだった。

「間違いありません。ついでに言えば、私の落ち度でもあります。いえ、もうこれはレスティリアとガズ共和国全体の落ち度と言ってもいいかもしれません」

「お、大げさでは？」

「大げさじゃありません。私も、フィーグライド少尉も、ヤスオとショウコに何が起こってもいいよう常に万全の警戒を敷いていなければなりませんでした。それなのに、むざむざショウコの炎に飲まれ、あまつさえホルストロ大隊の前で無様に気絶していたなど、魔導機士にあるまじき醜態です」

「そ、そんな。だってあれは誰にも予想できなくて……」

「ホルストロ大隊の血の気があと少し多ければ。ライア・カルガーニがショウコの体の主導権を握れなければ、あの場で全員が殺害されていてもおかしくないのです。我々軍人にとって『予想できなかった』などという言い訳は通用しません。そんな言い訳が出たときとは、誰かの命が危機に瀕ひんしたときということです。これは……何があってもヤスオとショウコより自分が強いと過信していた、私と少尉の落ち度です」

「ディアナさん……」

「その上で」

　気づかわし気な翔しよう子こを制し、ディアナは決然と顔を上げた。

「我々は失態を返上するチャンスを得ました。今ここで、今後の方針について迅速に結論を出したいと思います。ヤスオ」

「何……」

　日ごろふわふわとした、春の花のような陽気をたたえているディアナの表情は、決意によって凍り付いていた。

「我々の当初の計画は失敗しました。これより先優先すべきは、バスケルガルデからの脱出と、レスティリアへの入国であると進言します」

「……マジで言ってる？」

　ディアナの本心でないことは一目瞭然だった。

　それでも今、彼女は己が軍人であることを前面に押し出してきて、意思を通そうとしている。

「まじです」

「マジか」

「まじもまじです」

「一応理由聞いていい？」

「この場の四人の生命の安全を優先した結果です」

「親父おやじは？」

　敢あえて尋ねると、ディアナは一瞬言葉に詰まった。

「……ヒデオと私わたし達たちでは、持っている力が違いすぎます。ヒデオの力があれば、北ほつ極きよくに裸で放り出されても無事に帰宅できます」

「人の親父おやじ捕まえて滅茶苦茶めちやくちや言うな」

「ですが我々の方は、このままでは特にショウコに、重大な危険が及びます。シィではなく、人間が追ってきているのです。ただ撃退すればそれでいいという状況じゃないんです」

「……俺と帯たて刀わきさんは、そりゃ最悪何もかも放り投げて日本に帰っちまえばいいけど、フィーグさんは違うだろ。今の状況じゃ、フィーグさんが人間に紛れてシィを手引きしてバスケルガルデに引き入れたようにしか見えない。スパイ疑惑とかで問題になったりしないか？」

「なるでしょう。もちろん私も、フィーグライド少尉をトカゲのしっぽ切りするつもりはありません。きちんと手を打ちます」

「一応聞くけど、どんな？」

　ディアナは眉間に力を入れながら、自らの胸を叩たたいた。

「クローネ家の名を出し、レスティリアが全責任を負う筋書きを作ります。少尉はクローネ家とレスティリアによって利用された『被害者』になっていただきます」

「待ってくださいクローネ少佐！　私にも騎士としての矜きよう持じがあります！　自分の選んだ道で躓つまずいたからといって、誰かにかばってもらうようなことは承服いたしかねます！」

「もちろんです。だから少尉には、違う形で責任を負っていただきます」

　反対の意を表したフィーグライドに向かって、ディアナは憔しよう悴すいした目で、不敵な笑みを浮かべた。

「炭鉱のカーネリアンを告発するための、餌になっていただきます」

「わ、分からなくもないけど、でもそれじゃあ、ゲールデイトの、蛍の家のおばあちゃんはどうなるの？　あの、孤児の子達たちは……」

　カーネリアンの名を聞き動揺した翔しよう子この問いに、ディアナは真っすぐ向き合った。

「……しばらくの間、辛つらい立場に置かれることになるでしょう……ですが」

「僕が、母達たちを守る。炭鉱のカーネリアンの実態を世に明らかにし、各国でシィ対策を一歩前進させるための糧かてとしてもらう」

「ダメだよそんなの！　そういうときって、絶対にいろんな人が先走るでしょ！　大炎上するやつでしょ！」

「……もともと我々アンテ・ランデが刈り取るべき問題なんです。魔王コールを討伐した勇者ヒデオに頼るばかりで、救世主の夢想から逃れられなかったアンテ・ランデは、既に自らの力で世界を良くする力を失っていたのです……あのとき、既に私わたし達たちは、負けていたのです」

　ディアナは、苦笑して言った。

「英雄の一角であったはずの母が、父の死後、頼れる人間はアンテ・ランデに一人もいなかった。母は、最初から外に助けを求めた。私も、母も、世界中の誰もがそれが正しいと信じて疑わなかった……それが今、ヤスオとショウコの心と体を傷つけ、人生を狂わせている」

「……少佐の仰おつしやる通りだ。ガズ共和国の中でも、英雄を待望する声はあっても、自ら英雄たらんとした者はただの一人もいなかったよ」

「トコロザワで過ごした日々の間、幾度となく私はヤスオの、ケンザキ家の平穏を乱したことを後悔しました。ですが、結局今日こうしてまた、ヤスオ達たちを傷つけてしまった……」

　強く拳を握ったディアナは、康やす雄おと翔しよう子こを一度ずつ見ると、深々と頭を下げた。

「ヤスオ、ショウコ。どうか私にタテワキのご両親との約束を守らせてください。もう、トコロザワを発たって五日が過ぎようとしています。二人を無事に、期日通りにトコロザワにお返しすることが今の私にとっての最優先課題なのです。もちろん、今後はシィの惨禍が解決するまで、もう二度とお二人にご迷惑はかけにゃぶっ！」

　悲壮な決意に満ちたディアナの言葉は、間抜けな音で中断した。

「ちょ、ヤス君っ!?」

　翔しよう子こが、顔を赤くしながら小さく悲鳴を上げる。

　康やす雄おが、ディアナの両頰を両手で挟んで、強引に顔を上げさせたのだ。

「ひゃ、ひゃすお？」

「先走りすぎ」

「ふぇ、ふぇすが……」

「ちょっと落ち着こう。もう言いたいことは分かったから」

　康やす雄おはそこでディアナの頰を解放すると、何故なぜか自分の両手を見て、そこで顔を赤らめてしまう。

「ごめん、その、頭とか顎とか摑つかむのは、違う気がして……」

「えっ!?　そ、それは、ち、違いますね！　か、かといって頰もどうかと思いますが……！」

　ディアナも遅れて顔を赤らめながら、目だけしきりに翔しよう子こを気にする。

　翔しよう子こは翔しよう子こで放心したように口をぱくぱくさせているだけだ。

「うん、ごめん。……こういうとこ、やっぱダメだ。上手うまくいかない。日本人的な感覚ではそういうの、できねえって。あーもう！」

　額や鼻の上に浮かんだ冷や汗を拭いながらばたばたと落ち着きなくその場で康やす雄おは足踏みをし、翔しよう子ことフィーグライドとディアナの順に目だけで表情を窺うかがいつつ、結局誰とも目を合わせられずに半はん端ぱな方向に目を向けて改めて口を開いた。

「ディアナの言いたいことはよくわかった。ディアナの提案は、最優先課題を俺と帯たて刀わきさんが無傷で日本に帰る、ってとこに置いてるんだよな」

「は、はい……」

「でもさ、俺の最優先課題って違うんだよ」

「……え？」

「今の俺のアンテ・ランデの旅の最優先課題って、帯たて刀わきさんから何が何でもシィを引っぺがすことなんだよ」

「そ、それは分かりますがでも……」

「そんでさ、今こそその方針は絶対変更したくないって思いが強くなったんだ。だって見ただろ。あの性格の悪さ」

「……それは」

「まぁ、確かに……でも」

「うう……自分のことじゃないと分かってても凹へこむ……」

「さっきまでなら、左目の炎さえなんとかできればって感じだったけど、もうそういう段階じゃない。あのシィは、帯たて刀わきさんの体を使って人間的な意思で何かしようとしてる。それなのにそんな状況を放置したまま日本に帰っても、元の生活なんか絶対に戻ってこない」

「……っ」

　ディアナの喉が引っかかったような音を立てる。

「ですが、でも、私は」

「俺と帯たて刀わきさんが無事でいることが何より大事。それは分かるしありがたいと思う。ディアナが物もの凄すごく責任感じてることも、何とかしてくれようとしてることも。たださ、逆に俺おれ達たちは俺おれ達たちで、自分の意思でクビ突っ込んだ割には自分の力でできることの少なさに責任感じてもいるんだよ」

「ヤスオ達たちが責任を感じる必要はどこにも……！」

「そっちが無いと思っててもこっちにはあるの」

「ショウコ!?」

「そりゃあ私は完全に巻き込まれたヒトだよ？　私自身が悪いことなんてひとーっつも無いよ。でもさ、私の中の性悪を、ディアナさんがけしかけたわけじゃないじゃん」

　翔しよう子こは自分の左目を指さしながら苦笑する。

「ディアナさんはアンテ・ランデと日本の区別を結構気にするけどさ、これって言うなれば、海外から持ち込まれた病気にたまたま感染しちゃったようなもんじゃん。病気にかかるかどうかなんて、基本は運じゃん。でも、それを治そうとしてくれる人が、なんかよく分からない責任取って私の前からいなくなっちゃうのは、むしろ心細いよ」

「ショウコ、でも……私は……」

「ヤス君」

「うん」

「アイツが余計なこと言ったかもしんないけど。言ってあげて」

　何を、とは聞かない。

「……俺だって実力不足は否いなめないけど」

　口を開いた康やす雄おの言葉は、やや、細く頼りない声だった。

「覚悟決めてアンテ・ランデに来てるんだ。ゲールデイトでは初めてディアナ抜きで命がけの戦いを経験して改めて実力不足を思い知ったし、めちゃくちゃ怖かったよ、正直思い出しただけで本気で震えがくる。でも、やっぱりやりたいことが変わらなかった」

　康やす雄おの言葉は、全くまとまりのない、しまらないものだった。

「勇者になって、困ってる人助けたり、あと、帯たて刀わきさんの問題を解決して、そんでもって、ディアナに認められたい」

　だが、その決心だけは本物だ。

　それだけはディアナに伝わるはずだ。

「俺は自分の意思で戦って、その結果、責任は全て負うつもりなんだ」

「そういうときは『俺は勇者になる！』って、ビシっと宣言するものなんじゃないの？」

　翔しよう子この茶々に、康やす雄おは首を横に振った。

「短くかっこつけるのは簡単だけど、正確に伝わらないから」

　康やす雄おは言いながら、ディアナの手を握った。

「俺の中で、勇者になることと、ディアナに認められるってのはかなり違う話でさ。よく知らない人には勇者ってぼんやりした認められ方でいいんだけど、さんざんだらしないとこや、みっともないとこ見られてるディアナには、そういう世間の評判とか離れたところで一人前に見てもらえるようになりたいんだ」

「ヤスオ……」

「あーあ。ったく。もう、ったく」

　翔しよう子こは少しだけ不満そうにしながら、それでも康やす雄おの言葉に耳を傾けていた。

「もちろん、ディアナと肩を並べられないのに世間に勇者と認められるのかよって言われると、本末転倒だろって気がするけど、とにかく俺にはアンテ・ランデ絡がらみで目標にすることがたくさんあるんだ。だから、ディアナの意思は尊重したいけど、俺には俺の考えがあるから、できればそれを聞いてもらいたいんだ」

　康やす雄おはディアナの手を握ったまま、フィーグライドにも顔を向ける。

「二人の軍人としての覚悟は尊重したいと思ってます。でもそれ以上に大切な仲間二人を差し出して、自分は雲隠れするような結果を見たくはないんです」

「……常識ではクローネ少佐の案が最も現実的だぞ」

　フィーグライドとの付き合いは長くない。

　だが、彼も康やす雄おがそう簡単に翻意するとは思っていないだろう。

「常識では、って断る時点で、フィーグさんだってここで中断ってのは嫌なんでしょう？」

「それはもちろんだ。何せゲールデイトからここまで、まだ大した働きもしていない。ゲールデイトで君やショウコが母や弟妹達たちを守ってくれた恩にも報いられていない……それに」

「なんですか？」

「……いや、これは極めて個人的なことだからいい。だが、どうしたって限られた条件の下ではできることも限られる。ヤスオはショウコの今後の人生の平穏をとは言うが、ショウコが捕らえられたり殺されたりすれば、今後どころの話ではないだろう？　それこそ、先ほどのようにライア・カルガーニがまた現れたらどうするつもりだ？　毎回即座に、君がショウコを抱きしめてあげられるわけじゃないだろう？」

「……フィーグさん、あの、それを改めて言われると……」

「……うう」

　生真面目なフィーグライドに生真面目な口調で言われ、真面目な話をしている最中なのに康やす雄おも翔しよう子こもつい頰を赤らめてしまう。

　だがそれはそれとして、その指摘は当たっているし、現状ライアに対してはこれまで以上に場当たり的な対策しか取れないのは確かだ。

「でも、やっぱりそれはそれとして、フィーグさん個人はまだこれからやりたいことがあるわけですよね……」

「いや、だからそれはだな……」

「いいんです。それさえ聞ければ。帯たて刀わきさん」

「ん？」

「邪魔だよね？」

　何が、とは翔しよう子こも聞き返さない。分かり切ったことだからだ。

「邪魔。もうめっちゃくちゃ邪魔。どんな事情があろうと同情の余地を吹き飛ばすレベルで色々もう本当邪魔」

　翔しよう子この意思は最初からはっきりしていた。

　最後は、ディアナだ。

「ディアナは、どうしたい？　ディアナ個人はさ」

「私……個人……」

　ディアナは、震える声で康やす雄おを見上げながら口を開く。

「そんなこと、考えたこともありません……だって」

「じゃあ今考えてみてよ」

　追い詰められたように喉を詰まらせるディアナは、無理難題を押し付けられた子供のように首を横に振った。

「無理……無理です。私にはそんな……」

　大国レスティリア随一の貴族家、しかも英雄夫婦の一人娘として生まれたディアナの人生で、一度たりとも経験したことのない選択だ。

　頑かたくなに首を横に振り続けるディアナの耳に、思いがけない言葉が届いた。

「じゃあ俺が代わりに言っていい？　ディアナが本当は、この旅でどうしたいか」

「え？」

　康やす雄おは、ディアナが何かを尋ね返してくる前に、早口に言葉を継いだ。

「シィの秘密を暴あばくヒントを得たい。それを世界の役に立てたい。……どうかな」

「どうかなって……それは、アンテ・ランデの魔導機士なら誰だって……」

「じゃあディアナだってそうだろ」

「そ、それはそういう言い方をすればそうですがでも……！」

「じゃあ特にシィの秘密は暴かなくていいの？」

「そうは言いませんが今はそういう話をしてるんじゃ……！」

「そういう話をしてるんだよ俺は。常識的に俺おれ達たちがどうするべきかって話はさっき聞いた。俺がしてるのは、俺おれ達たち四人がそれぞれどうしたいかって話なんだ。で、どうなの。当たってるの当たってないの！」

「そりゃあそういう言い方をすれば当たっていますよ！　でもそれは」

「じゃあ俺おれ達たちの安全と俺おれ達たちの希望を、最大限マッチングさせることをまず考えるべきじゃないか？　俺おれ達たちは今、個人なんだ。組織ならオール・オア・ナッシングの考え方もしなきゃいけないだろうけど、個人なんだよ」

　もちろんフィーグライドはガズ共和国の魔導機士の身分を用いてきているわけだから、組織的背景が足かせになることはあるだろう。

　だが、彼には何か共和国騎士団から特命が下っているわけではない。

　そもそもゲールデイトでヤスオの身分を知っているのはフィーグライドと康やす雄お達たちの協力者であったカタリナ、そして蛍の家の老婆だけだ。

　フィーグライドの現状を外から見た場合、いざというときに魔導機士の身分を切り札として用意しながら、身元不明の旅人を私的に護衛しているだけなのである。

「八方丸く収めながら目的を達成することはもうできない。でも、多少条件を緩めればなんとかなるなら、俺はそっちを選びたい。ディアナ。本当に最後までよく考えたか？　帯たて刀わきさんのシィの秘密を暴きつつ一週間以内に日本に帰る方法は、本当に無いのか？　俺はあると思ってる。多分、ディアナもうすうす感じてるはずだ」

「……」

「ただ、ディアナは所沢に来て以降ずっと、俺おれ達たちの生活を過剰に騒がせたくないって思いが強い。だから多分、その可能性から目をそらし続けてる。そうでしょ」

「……ええ」

　ディアナは、肯定した。

「それだけは……絶対やってはいけないことだと思っています……」

「じゃあ、俺や帯たて刀わきさんがいいって言ったら」

「ダメなんです！」

「ダメじゃねぇんだって!!」

　康やす雄おはしびれを切らして、ディアナの肩を摑つかんで顔を上げさせた。

「俺はその方向で考えてくれって言ってるんだ！　ただ、俺と帯たて刀わきさんとフィーグさんだけじゃその方向には進めない。ディアナの協力が必要だ。できないとは言わせないぞ。さっきディアナは自分で、国際問題にする気満々だって白状してたんだからな！」

　康やす雄おは早口に、速足にディアナの逃げ道を封じた。

　そして最後に、もう一度尋ねた。

「そろそろ考えがまとまった頃だろうから、教えてくれ。ディアナは、この旅で何をしたい」

　博物館の映像アーカイブを見ていたディアナの横顔が、康やす雄おの脳裏にフラッシュバックした。

　彼女は、ずっと勇者ヒデオとその仲間達たちの冒険譚たんに憧れていた。

　アンテ・ランデの男の子はみんな道端の木の棒の聖剣を振るい、女の子は大魔導士としてその傍かたわらに立つことを夢見ていた。

　そしてディアナはこの世界の誰よりも、その冒険譚たんの真実に近い『女の子』だった。

　それならば、ディアナの気持ちは、決まっているではないか。

「ヤスオ達たちと……一緒に……戦いたい。シィの秘密を……知る、旅を……」

　こらえていた涙が、一筋だけこぼれた。

　一筋だけだった。

「旅を、してみたいです」

「やっと素直になってくれた」

　康やす雄おは笑顔で頷うなずくと、ディアナの肩を離した。

「じゃあ最後、俺の番だ。俺は、まず、帯たて刀わきさんのシィを絶対にひっぺがしたい」

　翔しよう子こを見る。

「それからフィーグさんには、お礼をしたい。ゲールデイトから今日まで助けられっぱなしだしさ」

　フィーグライドを見る。

「そんで、ディアナに一人前だと認めてもらいたい」

　ディアナを見る。

「あと……一応、親父おやじの無事は確認しておきたい。親父おやじだって、アンテ・ランデに来て俺おれ達たちとはぐれてればきっと俺おれ達たちと合流しようとするはずだ。それなのにここまで親父おやじの気配が感じられないのは、何かトラブル抱えてるからかもしれない。シィ絡がらみのトラブルではただ超人的なだけじゃダメだってのは、これまでの経験でよく分かってるから」

「ですが、タテワキのご両親との約束の期日まで、たった二日しかありません。とてもその全てをどうにかするというのは……」

「言ったろ。やり方次第だって。二人とも、今回のことを国際問題にして、話をデカくする気満々だったじゃないか。なら、無理に悲劇的な方向に突っ込んでいかなくても、こういうやり方もあるんじゃねぇかって思ってさ」

「ヤスオ……」

　不安げなディアナに、康やす雄おは覇気に満ちているとは言い難にくい、それでも十全の覚悟を持って告げた。

「俺おれ達たち四人の命の安全を保ちつつ、当面の望みを捨てないまま、目的に向かって突き進む方法が一つだけある。もちろん、日本に帰る期日も、ギリギリ守れそうな案だ」

「……なんだかすっごく自信たっぷりにディアナさんに迫ってたから口挟まなかったけど、実は私がピンと来てないんだ。そんなに都合のいいやり方、本当にあるの？」

「ああ」

　翔しよう子この疑問に、康やす雄おは大きく頷うなずいた。

「徹頭徹尾、ディアナの知名度と家柄に頼り切りの、とても勇者らしくない方法がね」

　康やす雄おは冷や汗を浮かべながらも、にやりと口くちの端はを吊り上げ、そして口を開いた。





※






　その翌日、ホルストロ騎士団の魔導機士駐屯所に、四人の人間が出頭してきた。

　四人は軍事博物館でホルストロ大隊に危害を加えたシィの一味であると名乗り、一時現場は騒然とした。

　だが、四人は討伐されることも、捕らえられることもなかった。

　厳重な警備と監視下に置かれ、連邦議事堂に連行されたのだという。

　四人の議事堂への護送が決まってすぐに、ホルストロ大隊と首都駐留の多くの魔導機士の間で、四人の正体について噂うわさが流れた。

　最初は誰もが眉唾ものだと馬鹿にしたが、連邦議事堂で連邦議会が直々に聴取を行うという知らせが後から確報として流れたため、その噂うわさが一気に真実味を帯びることとなった。

　そしてもし噂うわさの内容が証明された場合、ことはバスケルガルデのみならず、近隣諸国を巻き込んだ国際問題に発展することは必至であると、誰もが考えた。

　なぜなら出頭してきた四人の中に、勇者ヒデオの息子を名乗る男と、レスティリアの英雄一家の長子であるクローネ家の一人娘がいるというのだから。







　　間章




「なんだか機嫌が悪いな。まぁ、ここのところいつものことだが」

「明日、三者面談なの」

　キッチンのテーブルで、プリントを見ながらため息を吐いている和のど香かを見て、ハリーヤは苦笑した。

「サンシャメンダン……あれか、シンロシドウというやつか」

「そです」

「まさかとは思うが、魔導機士とか書いていないだろうな」

「書いてないよ。書こうともしていない。普通に痛いからそれ」

「安心した」

「……ハリーヤさんは、どうやって進路決めたの」

「私のことは参考にするな。聞いてるだろう。私がどういう経緯で今に至ったか……」

「でも、大佐って誰にでも簡単になれるものじゃありませんよね。才能あったし仕事もできたから、結果オーライなんじゃないのかな」

「オーライかどうかはまだ分からんが……」

「そう。まだ分からないんですよ。ていうかこの進路指導自体が、自分の成績と照らし合わせて、大人の気に入るような進路を無難に選ぶゲームみたいな感じで、すごくいやなの」

「そういう側面があることは否定しない。夢を見て、それに向かう熱意は自分で育てられるが、客観性は大人になってもなかなか育たないものだ。そういった強制力も必要だと思うが」

「ロジハラ」

「え？」

「……何でもない。分かってんのそんなことは。システム的にそうなってることは。でも客観性がないまま大人になったうちの担任みたいなのにそれ言われるとめっちゃムカつくの。競馬のジョッキーになりたい男子と、自衛官になりたい女子が四月にボコボコ言われてたのクラスみんな知ってるからさ」

「……それもまた、一過性のものさ。どちらもな」

「絶対私の方が、アンテ・ランデで生きる才能あると思うんだけどなぁ」

「ノドカ……」

「あ、そうだ。明日の三者面談の後、私とお母さんちょっと買い物に出かけるから、たまにはハリーヤさんもゆっくりしなね」

「ああ……分かった。そうさせてもらおう」







　　二章　いつも、隣で




　翔しよう子こはその姿を見るなり、泣きそうな声で叫んだ。

「ハナちゃん!!　無事だったんだね!!」

　そして周囲の魔導機士達たちに思わず緊張が走るほど急激な勢いで駆け出し、厩きゆう舎しやにつながれている鱗うろこ象に駆け寄った。

「な、何というか、圧迫感あるな」

　フィーグライドは『厩きゆう舎しや』と言っていたが、康やす雄おの知る厩きゆう舎しやとは何から何まで規模がけた違いだった。

　何せ、この厩きゆう舎しやにいるのは馬や牛などではない。

　全て軍用の鱗うろこ象なのだ。

「フィーグさん、あれ、ハナちゃんだって分かりました？」

「いやあ……これだけ並ばれると、さすがにどれがどれだか……」

　天井の高さも、餌場の巨大さも、檻おりの筋交いの太さも、何もかもが規格外である。

　そして人間四人を乗せて空を飛べる巨体が、ざっと数えても五十頭あまりいる。

　しかもそれだけ広いうえに若干薄暗い中、翔しよう子こは全く迷いが無い。

「帯たて刀わきさん、本当にこれ、ハナちゃんなの？」

　恐る恐る尋ねると、翔しよう子こは檻おりを摑つかんだ手をそのままに、涙目で振り返った。

「他の子とは全然違うじゃん！　この利り休きゆう鼠ねずみ色の毛並みに生成色の鬣たてがみとブチはハナちゃん以外の何物でもないでしょ！」

「リキュウネズミ？　キナリイロ？」

「すいません、俺も知らない言葉です……」

　狼狽うろたえる二人を後しり目めに、目の前の鱗うろこ象が檻おりを摑つかむ翔しよう子この手に、象と名付けられているわりにはさほど長くない鼻を伸ばして、生暖かい息を吐き出している。

「ハナちゃん大丈夫？　ヒドいことされなかった!?」

「鱗うろこ象に罪はない。我が国に動物虐待の趣味はない。言いがかりはよしてもらおう」

　ハナちゃんの鼻にすがりつく翔しよう子この背に、低い声の日本語が投げかけられた。

　三人が振り返ると、そこには康やす雄おの見覚えのある顔があった。

「あなたは……」

「市内巡察隊、通称ホルストロ大隊のガイウス・ティンダール大尉だ」

　博物館で康やす雄おを恐らく誰すい何かし、翔しよう子この体を乗っ取ったライアに最初に倒された魔導機士だ。

「日本語、話せたんですね」

「当然だ」

　ガイウスと名乗った大柄な魔導機士は、よく見ると背に武機を背負っている。

　フィーグライドより頭一つ大きい上背と一回り大きい筋肉に見合った、康やす雄おと翔しよう子ことフィーグライドをまとめて両断できそうなほどの巨大な大剣型の武機だ。

「ホルストロ大隊に、ニホン語を修了していない者は一人もいない。一般教養の範囲だ」

「じゃあどうして、あのときは俺の呼びかけに答えてくれなかったんですか？」

　体たい軀くだけでなく顔つきも威圧感のある形相をしているガイウスは、質問した康やす雄おではなく、ハナちゃんの傍そばに立つ翔しよう子こを警戒するように睨にらんだ後に、小さくため息を吐いた。

「ニホン語を修めている人間などいくらでもいる。どの国でも、人間が百人いれば、その中に一人や二人、ニホン語を話せる者がいても全くおかしくないんだ」

「そ、そうなんですか？」

　フィーグライドを見ると、彼もうなずいた。

「まぁ、そうかもね。僕だって母から教わったわけだし、ガズの騎士団でもニホン語を修了している者は多いよ」

「だからこそ、それを悪用しようとする者も、後を絶たん。あのときのお前たちの会話は、どう聞いても不審者そのものの会話だった」

「……あ」

　康やす雄おはようやく、ガイウスが康やす雄おの呼びかけに答えなかった理由に気づいた。

「百人に一人。少なくはないけど多くもない。その中の悪い奴やつが、勇者ヒデオや日本人を名乗れば……」

「そういうことだ。毎年そんなケチなマネをする泥棒や詐欺師などは後を絶たんし、騙だまされる奴やつも後を絶たん」

「ガズでもそういう犯罪は多いよ。こっちの言葉だからヤスオ達たちには実感がわかないかもしれないけど……ううん、無理にニホン語にするなら、勇者ヒデオの友達詐欺、って感じの言葉があるよ」

「うわぁ……」

「またとんでもないパワーワードが出てきたな……」

　翔しよう子こは苦笑し、康やす雄おは肩を落とす。

　勇者ヒデオは世界中を旅してまわり、しかもその偉業達成から三十年と経たっていない。

　当時のことを覚えている人間も多いだろうし、中には勇者ヒデオと関わったことで利益を得た者もいるだろう。

　そういった様子を見て、自分は勇者ヒデオの友人だ、などと日本語を巧みに用いて他人を騙だます者が現れても不思議はないし、あのときのガイウスの対応も納得せざるを得ない。

　するとガイウスは、今度は翔しよう子こをはっきりと見据えた。

「それと同じくらいシィにまつわるつまらん犯罪も横行している。お前まえ達たちの場合は、そのどちらにも当てはまっていた。話を聞くよりもまずは連行と考えたのだ」

「シィにまつわる犯罪？　それって……！」

　よもやバスケルガルデは、炭鉱のカーネリアンの暗躍に気が付いているのかと目を瞠みはる康やす雄おだったが、返ってきたのは思わぬ話だった。

「下らん詐欺だ。死者を悼いたむ気持ちや、シィを恐れる心を巧みに利用した、憎むべき下げ衆すどもが、ここ半年で急増している。俺はお前まえ達たちが最初、その手合いだと考えたのだ」

「どういうことですか？」

　もはや、左目の炎を隠していない翔しよう子こは、真剣な顔でガイウスを見上げた。

　ガイウスはその左目の奥にある赤い光を眉を顰ひそめて見下ろしながら、深い眉間の皺しわを更に深めた。

「君には、理不尽な理由で命を絶たれた近親者はいるか」

「え？」

「病気、事故、犯罪被害、戦争、なんでもいい。生き返らせたいと思う大切な人はいないのか」

　そう問われた瞬間、翔しよう子この頰にさっと怒りの朱が差した。

「まさか、そんなことを……！」

「すがってしまう者は多い。まだ魔王コールの惨劇から、三十年しか経たっていないのだから」





※






　ディアナは一人、大仰な鎧よろいと武機を携えた魔導機士に付き添われ、豪ごう奢しやな調度を凝らした応接室のソファに腰かけていた。

　愛用している軽鎧よろいとカストゥルとポルックスは預けさせられてしまい、その上長旅と僅か半日の廃屋潜伏ですっかり埃ほこりだらけになってしまったアンダーウェアが、革張りのソファを思い切り白く汚してしまう。

　だが、ディアナは毅き然ぜんと背筋を伸ばし待っていた。

　やがて扉に人の近づく気配がして、ディアナは洗練された動きで立ち上がる。

　魔導機士達たちは微動だにしない。

　扉が開き、入ってきたその男に向かって、ディアナは膝を少し曲げ、存在しないスカートの裾を意識しながら礼をした。

　現れたのは、豊かな髭ひげを蓄え、がっしりとした体に、魔導機士ではなく騎士の正装を纏まとった老人だった。

「お久しぶりです、レオニード将軍閣下」

「……おお」

　ディアナにレオニードと呼ばれた老人は、少しまぶしそうにディアナを見た。

「知らせを聞いたときには何事かと思ったが、その面差しはまさしくディアネイズ嬢……アレクセイの葬儀以来ですな。美しくなった」

「父の葬儀の折には、我が国も、クローネ家も、そして私も、閣下の御言葉に大変なお力を賜りました。再びお目にかかるときには大恩に報いるべく礼を尽くさねばと思っておりましたのに、このような姿で現れましたこと、ご容赦ください」

「何を言うのだ。アレクセイの娘なら、私の孫も同様だ。どのような姿であろうと、それは君がそうする必要があった故だと私は信ずる」

「恐縮です」

「何か温かいものを持ってこさせよう。おい」

　レオニード将軍が指示すると、魔導機士の片方がきびきびとした動きで敬礼をした後、命令を実行するべく部屋から下がった。

「楽にしなさい。お互い、時間の無い身だろう？」

「はい……閣下、実は……」

「先ほどお母上に連絡を取った。個人的にな」

　切り出そうとしたディアナの機先を制し、人のよさそうな老将軍は低い声で言った。

「あのエリジーナ・クローネが慌てふためく声など、アンテ・ランデ広しといえどもそうそう聞いたことがあるものはおるまい。役得であった」

「……母は、なんと」

「ふむ。それを話す前に……やあ、随分と早いな。非公式とはいえクローネ家のご令嬢を迎えておるのだぞ。まともな茶葉を使ったのであろうな」

　先ほどの魔導機士がさっそく戻ってきて、豪ごう奢しやなティーセットを次々にディアナの前に並べ始めた。

　温かいものというからお茶が出てくるであろうことは予想していたが、魔導機士が応接用の卓に用意したのはちょっとしたランチよりもボリュームのある、アフタヌーンティーセットだった。

　しかも、ディアナの目の前に置かれたものともう一つ、同じセットが向かいの席に置かれ、レオニードがそこにどっかりと腰を下ろすではないか。

　レオニードはアフタヌーンティーセットを一いち瞥べつすると、まあよかろう、と頷うなずき、魔導機士を人払いした。

「最近タバコをやめてね。そうしたらどういうわけか腹が減って一日四食が基本になってしまった。せっかくだ。つきあってくれたまえ」

　設しつらえこそアフタヌーンティーセットだが、よく見ると焼いた腸詰やベーコン、ハッシュポテトなどが見え隠れしており、どちらかと言えば仕出しのケータリングじみていた。

「さて、何から話そうか」

　ボリュームたっぷりのプレートタワーを前に、レオニードはそうディアナに水を向けた。

「閣下が気になることがありましたら何なりと」

「ふむ。あの少年。確かにヒデオによく似ているね」

「ヒデオのご長男です。ヤスオという名です」

「証明の方法は？」

「ございません」

「じゃああの少女は、マドカの子かい？」

「ヤスオの大切なご友人です。彼女の両親は、ヒデオともマドカとも懇意にしております」

「そうか。ヒデオは元気にしているのかい？」

「目下、行方不明です」

「君きみ達たちは何をしに我が国へ？」

「学術的探究心を満たす旅の途中でした」

「博物館を見学するためだけにしては、相当に旅費をかけているね」

「気を遣うことが多くありましたので」

「なるほど、苦労されているようだ」

　レオニードはこの問答の間に、あっという間にプレートを一枚平らげてしまった。

　好こう々こう爺や然とし、好物のお菓子を与えられた子供のようにプレートに手を伸ばすこの老人は、ディアナをゆっくりとけん制し、背後関係を探っている。

　母が動揺していたという話も、果たして本当のことかは分からない。

　ただ少なくとも、今ディアナの目の前にいるのは、小さい頃父に引き合わされて以降、折につけレスティリアのクローネ邸を訪れていた『レオニード小父おじ様』でないことだけは間違いない。

　だが、この状況は想定の内だ。

　しかも、ディアナではなく、康やす雄おの。

　ディアナは内心舌を巻くと同時に、言い知れぬ高揚感で満たされていた。







「身分を明かして出頭する!?」

　康やす雄おの考えを聞いたフィーグライドは、康やす雄おの正気を疑ったことだろう。

　何せ、康やす雄おもディアナも身分が公になれば大事になるからフィーグライドを隠かくれ蓑みのに使っていたのだ。

　確かにディアネイズ・クローネの名前があれば、翔しよう子こ一人をバスケルガルデにかくまわせることくらいは容易だろう。

　だがその代わり、ディアナの立場は危うくなるし、バスケルガルデとレスティリアの間で国際問題になることは必至だ。

　ディアナは本人が望むと望まざるとにかかわらず、要人だ。

　英雄夫婦の一人娘とクローネ家というその身分は、この世界では大きな影響力を持つ。

　そんな彼女がお忍びでバスケルガルデに入国し、公的な保護を求めたと知られれば、その影響は計り知れない。

　事実確認と取り調べにかかる時間は長時間に及び、身柄も丁重には扱われるだろうが、拘留期間も長くなるだろう。

　これでは翔しよう子こを一週間以内に日本に帰す期限を守るどころか、何週間何ヶ月といった時間が必要になることは想像に難かたくない。

　その懸け念ねんをフィーグライドが告げると、康やす雄おは自分の胸を指さした。

「もちろんディアナだけじゃありません。俺も身分を明かします。勇者ヒデオの息子って」

「そ、それで何か変わるかい!?」

「手順と立ち回りさえ間違えなければ」

　康やす雄おは、それまでとは打って変わって唐突に自信を失ったように、一同を何度も何度も見まわした。

「まずディアナ。ディアナなら多分、バスケルガルデに知り合いいるよな」

「……いますね。この場合、騎士団とか貴族とか、要するに上の方に顔が利く人、でいいんですよね？」

　康やす雄おの意図を早くも摑つかんだディアナが頷うなずく。

「うん。できれば魔王コールの軍を相手にしたとき、うちの親父おやじやディアナの両親と一緒に戦った人だと最高」

「何人か心当たりがあります。それで？」

「その中の一番偉い人に、俺おれ達たち全員のことを包み隠さず話してもらう。俺おれ達たちが食う時間は、最大で一日半だと踏んでる」

「いやぁ。さすがにそれは無理じゃない？」

　翔しよう子こが口をはさむが、康やす雄おは青い顔をして首を横に振った。

「無理じゃない。魔王コールと戦ったことがある人なら、多分あっという間に深読みしてくれる」

「深読み？」

「ああ。カタリナさんの絵のこと、覚えてるだろ。親父おやじ達たちと一緒に魔王軍と戦った人ひと達たちの記憶に、勇者ヒデオの記憶はかなりしっかり刻まれてる。その上この国には、誰でも見られる映像アーカイブなんてものがあるんだ。直接親父おやじを知らないフィーグさんすら、俺が親父おやじと似てるって思うくらいには映像が鮮明なやつがさ」

　康やす雄おは更に、フィーグライドを見る。

「しかも英雄の娘と勇者の息子の旅に、国の任務から一人外れて一緒に来ているガズ共和国の魔導機士がいる。バスケルガルデとしては一番見過ごせないのが、実はフィーグさんの存在だ」

　指名されたフィーグライドは、逆に目を白黒させた。

「そうかな……。自分で言うのもなんだけど僕は出世の天井が見えてるタイプの騎士だよ。強固な後ろ盾があるわけでもない。上手うまく勤め上げてゲールデイトの司令官くらいが関の山だ。名乗り出るって言い出したとき、僕は不要になるものだと思っているけど」

「とんでもない。むしろ要はフィーグさんなんです。俺とディアナと帯たて刀わきさんだけじゃ、多分そんな簡単に解放してもらえない」

「……訳が分からないんだが」

「そもそも俺や親父おやじがお忍びでレスティリアに行こうとしていたのは、よその国に動きを知られないためでもあります。どの国も開門塔ゲートタワーを持っていて、どの国もシィのことをなんとかしたい。そんな中、どの国も親父おやじに接触してこなかったのは、ディアナの両親がレスティリアの重鎮だからだ。他の国が最初にシィの問題を持ち込んでも、人情として生死を共にした仲間のことを第一に心配するのが普通だから、過去の英雄を、レスティリアに独占されていたから。でも……今回は違います」

　康やす雄おは脂汗を浮かべながらにやりと笑った。

「シィの問題は、結局レスティリアも、バスケルガルデも、ガズも、どこの国も解決の糸口さえ見えていない。勇者ヒデオも降臨せず、剣聖アレクセイも失った。今、この世界は新しい英雄が必要なんです。シィの問題を解決できるかできないかは重要じゃない。人々に夢を見せられればそれでいい。そんな折、クローネ家の一人娘と、勇者の息子と一緒に旅している人間がいたら、その人間を世の中はどう見ますか」

「や、ヤスオ、君は、僕を……」

「そうです。フィーグさんには新世代の英雄候補になってもらいたいんです」

　青い顔に脂汗を浮かべながら、康やす雄おは続けた。

「俺とディアナだけなら、レスティリアの独断専行だ、勇者ヒデオの息子を名乗る偽にせ者ものだと言える。でも、そこにガズ共和国の気配がしたらどうでしょう」

「ガズが、クローネ少佐と、ヤスオの存在を認識している……と取る」

「勇者ヒデオの旅は、もともと非公式なものだったと聞きます。当然です。当時のアンテ・ランデは誰も聖剣の勇者なんて知らなかった。親父おやじ達たちは国家の庇ひ護ごを離れて少しずつ世界に認知されていったんです。俺おれ達たちは……その再現をするんです。そして実際に俺おれ達たちには、いかにもシィの真相に近づいていそうな決定的証拠を持ってる」

「……ヤス君、今のってワザと？」

「ごめん。偶然。他に言いようがなかった」

「証拠……ショウコか!!」

「その身にシィを宿す少女をかくまいながら、英雄の娘と勇者のセガレと国を離れた魔導機士が旅をしている。こんなの」

　康やす雄おはもはやえずいていた。

　こんな大立ち回り、そもそも高校三年生の現代っ子にはあまりに荷が重すぎるのだ。

　ほんの二ヶ月前まで、将来どころか明日自分が何をしているかも判然としないままエア部活エア朝練をしていたような帰宅部の小僧には、こんな大言を吐くこと自体分不相応だ。

　でも、仕方ないじゃないか。

　そうしないと、自分も友達も、みんな大変なことになってしまうんだから。

「こんなの……いかにも勇者のパーティっぽいじゃないですか。この状況で俺おれ達たちを無む暗やみに拘束なんてしようもんなら、きっと新しい英雄の伝記にとんでもない悪口書かれて、大炎上間違いなしです」

「……ヤスオ」

　康やす雄おの変調を見て取ったディアナが肩を支えようとするが、康やす雄おは首を横に振ってその手を辞した。

　偉ぶるからには、最後まで己の足で立たなければならないのだ。

「どうせ国際問題にするなら、前向きに、チャンス摑つかむ形で行きましょうよ」







　ディアナは、仲間三人に対してその計画を大言するだけで、息も絶え絶えだった康やす雄おの様子を思い出していた。

　これまで康やす雄おには、そんなことよりもよほど緊張を強いられる場面が沢山あったはずだ。

　そのほとんどに立ち会っていたディアナが、初めて見る姿だった。

　途中で思わず手を差し伸べそうになったが、やんわりと拒んできたその手には、最後まで自分で言い切るという悲壮感すら感じさせる覚悟があった。

　そしていざ康やす雄おの言う通りにしてみると、これが面白いように康やす雄おの想像通りに事が運ぶ。

　こうしてレオニードと単身面会した上に、康やす雄おとフィーグライドと翔しよう子こはホルストロ大隊監視下ではあるものの、拘束もされずに今は宿屋から連行されたハナちゃんに会いに行っているはずだ。

　康やす雄おがこの絵図を想像できたのは、これまでのアンテ・ランデにまつわる全ての経験と知識と記憶の総動員の結果だろう。

　そしてその絵図の中に自分がいることに、ディアナはまた更に胸が高鳴る。

　自分は、冒険をしている。

　父や母の過去を追うだけではない。

　自分の意思で、冒険をしているのだ。

「ところで最近面白い噂うわさを耳にした。君は確か、ガズ共和国から連邦に入ったと聞いたが」

「仰おつしやる通りです。どの関所を通ったかお知りになりたければ……」

「ああ、それはいいんだ。それよりガズから来たのなら、こんな人物の話を聞いたことはないかい？　なんでも城塞都市ゲールデイトに悪魔将軍バーロールのシィが現れたとき、多くの人々をシィから救った『聖者』がいるとか」

「『聖者』？」

「手て練だれの魔導機士でも一度に一体二体を送るのが関の山のはずのシィを、全く弱らせることなく、一度に百体も送ることができるとか」

「百体のシィをですか!?」

　噂うわさについた尾お鰭ひれの数のおかげで、ディアナは自然に驚いてしまった。

　確認するまでもなく、康やす雄おのことだ。

　カタリナやフィーグライドとともにシィの惨禍に立ち向かった康やす雄おの行動が、こんな形で既に巷こう間かんに流る布ふしていることに、ディアナは二つの意味で驚きを隠せなかったのだ。

「そうらしい。ゲールデイトには魔導による放送施設があり、城塞都市の性格上、町の隅々にまで音がいきわたるらしいが、それを介しての送りだったそうだ」

「放送……魔導の力で増幅された送りの歌の力が、シィを撃滅した、と？」

「残念ながらそういうことではないようだ。噂うわさを聞いて早速我が騎士団も放送設備を介して送りの歌のエネルギーの測定を行ったが、送りの歌の力が増幅したという結果は得られなかった。今のところ、件くだんの『聖者』の力が単純に強かったという結論に落ち着いている」

「それは……ある意味では、残念ですね」

「そうだね。私もそう思う。それで解決するのなら、ホルストロ全域に今すぐ音声放送網を敷ふ設せつして、四六時中送りの歌を流すのだがね」

「気が滅め入いってしまいそうですね」

「人がシィになるよりはマシさ。それでね、ディアネイズ君」

「はい、閣下」

「私は、あのヤスオという青年が、その『聖者』であると踏んでいるのだが」

　急に突っ込んできたレオニードを、ディアナは自然にいなした。

「なぜそうお思いに？」

「勇者ヒデオの息子と名乗る青年が、アレクセイの忘れ形見とともにゲールデイトからやってきた。そのゲールデイトではそれまでにあり得ない力を持った聖者が噂うわさになっている。これを結び付けて考えるのは、さほど不自然ではないと思うよ」

「なるほど」

「先ほどは百、という数字に本気で驚いていたようだから、どこかに情報の食い違いはあるのだろうが……ゲールデイトでのシィ大量発生及びバーロール・シィの出現と撃滅には、間違いなく君きみ達たちが関わっている。どうだろう」

　ディアナがカップの紅茶を飲み終える間に、アフタヌーンティーのプレートタワーを丸ごと平らげてしまったレオニードは、スコーンの食べかすがついてしまった髭ひげを布巾で拭いながらそう尋ねた。

　ディアナは少しだけ深呼吸をしてから、左手を顔の横に上げた。

「レオニード小父おじ様」

「む？」

「この髪飾り、覚えていらっしゃいますか？」

　ディアナの髪留めには、白い花の意匠があしらわれている。

「おお……それは…………ん？　それは……まさか！」

「はい」

　突然呼び方を変えたディアナは満面の笑みを浮かべ、それまで好こう々こう爺や然としつつも鋭いまなざしを隠さなかったレオニードの目が情けなく下がった。

「参ったね、これは。君はその髪飾りの由来を知っているのかい？」

「幼い頃に母から聞きました。この髪飾りは魔王軍討伐の旅の大切な思い出の一つだと。貴国の北ほつ方ぽうで作られる代表的な民族魔法具で、水晶の繭と呼ばれる特殊な絹糸で編まれていて、魔や死の災いを遠ざけるまじないがかかっている、と」

「ああ、うむ、それはそうなのだが……」

「それと……その地域の出身の男性が手ずから編んで、愛した女性に贈るものだとも」

「ぬ……」

　レオニードは、しわだらけの手で目を覆ってしまった。

「……アレクセイも、そのことを知っているのかね」

「いいえ、父は存じませんでした。私が知ってしまったのも偶然です。ある日、母が手持ちのアクセサリーを整理しているところに居合わせた幼い私が一目見て気に入り、どうしてもとせがんで譲ってもらったのです。その後しばらくして、お酒に酔った母がうっかりこぼしたのが、母が若い頃、小父おじ様から熱烈なアプローチをいただいた、という素敵なお話でした」

「む……ううむ」

「母は普段、自分の人望について自慢するような性格ではありませんが、お酒の勢いで発露したマドカよりも自分の方がモテた、というつまらぬ青春の意地だったのだろうと思います。何せこの世界からいなくなってしまった大魔導士マドカ・スギウラの伝説に比べて、母個人を語る伝説は多くはありませんから」

「しかしだとしたら……君はよくそんなものを後生大事に身に着けているね。言ってしまえば、君の母親によその男が粉をかけた証明だというのに」

「母にねだって無理に譲ってもらってからその真実を耳にするまで、十年近く間がありましたし……あとは、勝手に勘違いをしてくださる殿方もいたりして、十分魔よけの役を果たしてくれました」

　水晶の繭の髪飾りの文化は、レスティリアではメジャーではないものの、バスケルガルデの文化に詳しい者なら、髪飾りが男性からの贈り物だとすぐ分かる程度には有名だった。

　それでもなお、何かと縁談が持ち込まれこそしたクローネ家の令嬢ではあったが、バスケルガルデの有力者の影をちらつかせるには、この髪飾りが十二分に威力を発揮してくれたのは間違いない事実だ。

　最後にディアナは、年とし甲が斐いもなく青春の残り香に照れる老将軍に堂々と言い放った。

「それに私もクローネ家の人間。このまま何事もなければ次期当主は私です。そのことを思えば……いつかこうして、役に立つ日が来ると思いまして」

「……なるほど、いや、結構。よく分かった」

　老将軍はバツが悪そうに手を振って、少し冷めた紅茶を安酒のように呷あおった。

「何が望みだい？」

「叶かなえていただけるのですか、小父おじ様」

「んむ……まぁ、仕方あるまい。ただ、ある程度は見返りがないと、わしも若気の至りよりも優先するべきものがあることは忘れないでくれよ」

「もちろんですわ！　では小父おじ様。差し当たって私の仲間と合流させていただけませんか。彼らと話し合わなければ、お願い事もまとめられませんから」

「……よかろう。少しここで待っていなさい。今はホルストロ大隊の鱗うろこ象厩きゆう舎しやにいるはずだ」

「承知いたしました。ありがとうございます小父おじ様！」

　ディアナは花のような、としか形容のできない笑みを浮かべレオニードに頭を下げ、レオニードも苦笑してそれを受けた。

「やれやれ。お母上よりも手て強ごわいかもしれん」

「意地悪を仰おつしやらないでください小父おじ様。母にはとてもかないません」

　レオニードはそそくさと立ち上がって、それ以上は何も言わずに出て行った。

　おそらく余計な人間を介さずに、単独で動くことで情報が洩もれることを防ぐつもりなのだろう。

　ディアナは閉じた扉に向かって少しだけ頭を下げ、

「ごめんなさい、小父おじ様」

　そう呟つぶやいた。

　ディアナは、一切噓うそは言っていない。

　エリジーナの持つ髪飾りの中に、魔王軍戦争時代のレオニードから贈られた髪飾りがあり、それを幼いディアナが欲しがったのも本当だ。

　だが。

「この髪飾りは、父が作ってくれたものなんです」

　エリジーナは、レオニードから贈られたものを処分することができなかった。

　理由は単純で、エリジーナもレオニードも、魔王討伐の旅に出る以前から、それぞれの国の騎士団内部で頭角を現していたのだ。

　今後の外交上の礼儀として、センシティブな部分は抜きにして贈り贈られしたものは、持ち続けなければならなかったのである。

　だが、さすがにそんなものを娘に譲る母親がいるはずがない。

　困ったエリジーナがアレクセイに相談し、アレクセイは即刻水晶の繭を輸入し、妻と娘のために徹夜で作り上げたのだ。

　決して手先が器用でなかった父の形見を、こんな形で使うことになろうとは思いもしなかったが、それくらいのことでへそを曲げる父ではないはずだ。

「……多分」

　いや、記憶によれば、幼い自分が髪飾りを欲しがってから父がくれるまで、一週間と無かったはずだ。

　案外父はレオニードが髪飾りを母に贈ったことをあの時まで知らず、とっくの昔に終わった話にやきもちをやいてあんなことをしたのかもしれない。

「……お父様……」

　ディアナは膝の上で両手を握る。

　あの日、所沢で、己の手で引導を渡した、父の姿をした父でないはずのもの。

　だが、もしかしたら父だったかもしれないもののことを思い出す。

　ライア・カルガーニと名乗った翔しよう子このシィを見たとき、ディアナも一瞬だけ、心が揺れた。

　シィが意思を持っているのなら、あのときの父もまた、自じ分ぶん達たちのことを認識していたのでは。

　あの日の父を、助ける方法があったのではないか。

　父を……。

「ディアナ」

「ディアナさん！」

「し、失礼いたします!!」

　その瞬間、康やす雄おと翔しよう子ことフィーグライド、そして最初にいたのとはまた違う大柄な魔導機士が一人、レオニードに連れられて部屋に入ってきた。

　先頭の康やす雄おの顔を見たとき、心に入り込んだ闇は霧散した。

　父は、死んだのだ。

　そして、康やす雄おが送ってくれた。

　あるべき平穏を自分が全て奪った青年が、送ってくれた。

　ディアナは立ち上がって迎えると、思わず先頭の康やす雄おの手を取り、小さく微笑ほほえんだ。

「ありがとう、ヤスオ。なんだか私、少し、変われた気がします」

「え？　な、何が？」

　唐突な礼の言葉と微笑ほほえみに、康やす雄おは顔を赤らめて動揺する。

　少しだけ後ろの翔しよう子この顔が怖いが、今だけは許してもらいたい。

　英雄の子として生まれ、英雄の子としてふるまうことだけを求められ、それでいて決して英雄にはなりえないはずの自分が今、個人の意思で世界を変えようとしている。

　ディアナは康やす雄おの手を取ったまま、レオニードの前に連れてゆくと、こういった。

「小父おじ様。先ほどは意地悪なことを申し上げました。お詫わびにお伝えしたいことがあります」

「ん？　何だね」

　さすがに配下の魔導機士の前では威厳を損ねるような態度は見せないレオニードに向かい、ディアナは堂々と言った。

「小父おじ様の仰おつしやっていた、ゲールデイトの『聖者』は、彼です」

「何？」

「……ディアナ？」

　これは、康やす雄おの計画にはないことだった。

　必要なのは、勇者ヒデオの息子であることをレオニードに認めてもらうことまで。

　だが、ここまで来たらいいじゃないか。

　勇者ヒデオも、剣聖アレクセイも、今や伝説の彼方かなたの人なのだから。

　それならば、もう少しだけ。

　彼自身がそうすると決めてくれたのだから、彼個人を認めてもらえば、それでいいじゃないか。

「ヤスオ・ケンザキ。私が日本で助けを求め、幾度となくシィの惨劇から私や、人々を救った彼が『聖者ヤスオ』です」





※






　最初に投宿した宿と比較するのもバカバカしいほどハイランクの調度品で埋め尽くされた部屋の真ん中。

　アンティークのテーブルを挟んで、翔しよう子ことディアナが言い争っていた。

「無い!!」

「どうしてですか！」

「無いったら無い!!」

「何故なぜですか！　いいじゃないですか聖者!!」

「うさん臭いっ!!」

「どこがですか!?」

　翔しよう子ことディアナの言い争いは、小一時間続いていた。

「生理的なもんだから分かってもらえないだろうけど『せいじゃ』って響きがもうダメ！」

「どうしてですか！　ニホン語的にも悪くない言葉のはずですよね!?」

「ねーディアナさん、そう言えばずーっと聞きたかったことがあるんだけどさ！」

「な、なんですか！」

「アンテ・ランデで、一番メジャーな宗教って何！」

「しゅ、宗教ですか？　ええと、やはり聖せい王おう神しん教会でしょうか……」

「いつから続いてるの！」

「え、ええと、ざっと二千五百年前……」

「日本人に聖者ってのはそれくらいの時代の人じゃないとダメなの!!　今生きてる人を聖者とか聖人とか崇あがめたりもてはやしたりする文化は日本には無いの!!」

「そんな！　私ニュースで見ましたよ！　今でも『列聖』という文化があって、現代の人も聖人として認められていたじゃありませんか！」

　要は、康やす雄おが『聖者』と呼ばれることが是か非かという問題なのだが、レオニードの計らいでバスケルガルデのホルストロ大隊詰め所に大部屋をあてがわれてからというもの、ずっとこんな有あり様さまなのだ。

　フィーグライドはそんな二人の様子を少し遠巻きに見ながら康やす雄おに尋ねる。

「実際どうなんだい？　聖者という言葉のイメージは」

「えー……まぁ、確かに今生きてる人のイメージではないですね。なんというか、何十年も慈善事業に手を尽くしたとか、そういう人がひっそりと亡なくなった後、更に何十年か経たっていきなり議論されてそうなるってイメージがあります」

「そんなものなのか」

「まぁ、あとはインドの山奥とかで厳しい修行の果てに周囲に崇あがめられるようになった凄すごい修しゆ験げん者みたいな人がそう呼ばれてたりするのを、テレビで見たりとかくらいですかね」

「要するにニホンではあまり馴な染じみが無いということか」

「無いと思います。今の日本で、若くして聖者とか呼ばれてたりしたら、絶対人の弱みに付け込んで高いツボとかパワーストーンとか売りつけるタイプだと思います」

「ツボやパワーストーン？」

「とにかくディアナと帯たて刀わきさんの言い争いは、育ってきた文化の違いのせいなので仲裁の仕様がないんですよね」

「そうか。ならここはショウコに折れてもらうしかないな」

　ゲールデイトの聖者。

　その噂うわさは、異様な尾お鰭ひれとともにこの短期間で恐ろしい距離を伝でん播ぱしていた。

　大本となったのはもちろん、ゲールデイトで康やす雄おが放送設備を通して送りの歌を届けた結果、町中のシィを一気に送った、という事実だ。

　だが、シィの問題で閉塞感に苛さいなまれていたアンテ・ランデでは、初めてと言ってよいほど、シィに対して明るいニュースだったのだ。

　そのため噂うわさが成長するにしたがって生じた尾お鰭ひれは、異様なまでに華美なものだった。

　レオニードが言っていた、一度に百体送り、などまだマシな方だ。

　何でも件くだんの聖者は天より忽こつ然ぜんと現れ、聖剣ルタバーガ、聖せい杖じようマーロウ、聖弓ポーモーナに続く第四の聖具を所持しており、諸国を巡りながら、自分の送りの力を分け与えているのだという。

　聖者に助けを求めた人にはシィを妨げる加護が与えられ、名付け親になってもらった暁には聖者の印が体に浮き上がるのだとか。

「たった二日でよくもまぁそこまで膨張したもんだよね！　そんな歩くパラダイスみたいな都合のいい人間いるはずないじゃん！　誰かおかしいと思わないのかな!?」

「噂うわさを統合すればそういうことになってしまうというだけで、それぞれの噂うわさの出どころは独立しているんですよ。ある人は第四の聖具を持っている、ということだけを聞き、ある人は名付け親の噂うわさを聞いているだけなんです」

「余計悪いよ！　絶対その人ひと達たち、特殊詐欺に引っかかるタイプだよ！」

　聖者という響きが気に入らない翔しよう子こは色々と辛抱できないようだ。

「前半は多少は仕方ない部分があるかもな。ガズの人の中には、エリジーナ閣下が使われたポーモーナを覚えている人もいるだろうし、僕がヤスオ……というか、得体の知れない旅人に帯同したことを騎士団なり魔導機士隊なりから聞きつけた人間が予想を吹聴したのかもしれない」

「その人ひと達たちは絶対ＳＮＳやっちゃダメな人だよね!!」

　もう滅茶苦茶めちやくちやだ。

「ショウコ、少し落ち着くんだ。『聖者』の件は確かに予想外だったが、バスケルガルデやレオニード将軍閣下に対しては有効なカードとして働く。こうして我々四人とも、拘束されることもなく次の一手に出ることもできるようになった。ヤスオが当初考えた以上の成果だ。今はそれでよしとしようじゃないか」

「それは、まぁ、そうですけど」

　フィーグライドに宥なだめられて、翔しよう子こはしぶしぶトーンを下げる。

「でも次の一手には、あの強面こわもての魔導機士の人、ついてくるんですよね」

　翔しよう子こが言うのは、ガイウスのことだろう。

「それは仕方ない。バスケルガルデとしても、内々に事を収めるには何かメリットが必要だ。今後は彼が、連邦領内を動き回る通行手形になってくれると考えよう。少なくとも彼がいることで、オーデムの遺跡に向かうのはずっと簡単になるからね」

　オーデムの遺跡。

　軍事博物館のフィルムにも収録されていた、今回の康やす雄お達たちの旅の目的地の一つ。

　バスケルガルデ以外の国では単に北の古代人の遺跡、としか知られていないが、魔王軍戦争の時代を知る者にとっては特別な遺跡だ。

　曰いわく、勇者ヒデオの聖剣ルタバーガは、オーデムの遺跡で真の力に覚醒したというのだ。

　そして今回の旅の中で、レスティリアの魔導観測所の収集したデータから、康やす雄お達たちとはぐれた英ひで雄おが、そこにいる可能性が高いと結論付けられていた。

　そして遠く離れたレスティリアでその結論が出ているということは、当然バスケルガルデの魔導観測所も、オーデムの遺跡に起こっている異変は感知していた。

　もっともバスケルガルデは英ひで雄おがアンテ・ランデに戻ってきていることを知らないわけで、単純に異様な魔力反応があることに首をかしげていたらしい。

「そのことを考えても、ヤスオを『聖者』と明かしておくのは重要だったんです」

　ディアナは主に、まだ聖者に過剰反応する翔しよう子こに言う。

「まぁ……確かにそれは、そうだけどさ」

　それを言われると翔しよう子こも弱い。

　ディアナはレオニードに、康やす雄おが勇者ヒデオの息子であることは伝えた。

　これは、出頭すると決めた当初から、きちんと織り込まれていたことだった。

　だが、勇者ヒデオ本人がアンテ・ランデに戻ってきていることは、伝えていないのだ。

「レオニード小父おじ様はヒデオのことをよくご存知です。ヒデオのご子息が聖者だと伝えれば、ルタバーガと縁の深い遺跡の調査は許していただけると踏んだのは大正解でした。それに小父おじ様に聖者と知っていただくことで、少なくともバスケルガルデがニホンやトコロザワに下手な手出しをすることも遠まわしにですが防げるんです」

「え？　なんで？」

「勇者と大魔導士と、その上聖者の機嫌を損ねては、世界の終わりだからですよ」

「いーのかアンテ・ランデ。そんな情けないことで」

「返す言葉もありません。英雄の一角のはずの私の母からしてそんなですから」

「……まぁ、俺やうちのことはいいよ。とりあえず今は、レオニードさんのおかげで親父おやじと合流できる可能性が高まったんだから。それより帯たて刀わきさんのシィのことは、どうなってるんだ？　何か言われた？」

「ガイウス大尉のことを考えると、ある程度正直に話す必要はあるでしょうね」

　ライア・カルガーニは、翔しよう子この体を使ってバスケルガルデの言葉を吐き、ガイウス率いる部隊を拳だけで倒してみせた。

　少なくとも翔しよう子こにシィが融合していること。

　そのシィが生者と同じ次元の人格を有していること。

　バスケルガルデ出身者であることは明かさねばなるまい。

「オリオンと関係していることを明かすかどうかは微妙なところです。ライア・カルガーニの話を聞く限り、バスケルガルデのデリケートな部分に触れる可能性もあります。ただうっかり秘密にして、もし……」

　三人の目が翔しよう子こに集中する。

　翔しよう子こも、三人の言わんとしていることは理解していた。

「あの性悪が突然出てきて、私の口を使って私わたし達たちに不利なことを言えば、一気に劣勢ってこともあり得るわけね」

　ライアは死者だ。

　言葉による会話が可能なだけで、意思疎通ができるかと言えば、決して彼女は康やす雄お達たちにはまつろわない。

　明らかに、ライア、あるいはシィとしての意思を優先して話し、動いているとしか思えないのだ。

　その上、どちらかと言えば『相手側』を上手うまく利用できているのは、翔しよう子こよりもライアだ。

「その、聞いていいかな帯たて刀わきさん。ライアさんが出てきたときって、帯たて刀わきさんの意識はあるの？　その間の記憶とか、残ってたりするの？」

　康やす雄おは純粋な興味としてその質問を発した。

　創作物によく描かれる、赤の他人の魂や意識が体に侵入してきたときの主観的な感覚はどうなっているのかを尋ねようとしたのだった。

「何言ってんの!?　無いよ!?　なんでそんなこと聞くかな!?」

「えっ!?」

　だが何故なぜか、翔しよう子こは尋常ならざる反応速度でそう答え、

「ありません。何を言ってるんですかヤスオ」

　何故なぜかディアナまでがそう答える。

「あの性悪が出てきてるときのことはなーんにも覚えてないよ！　本当だよ！」

「そうですよヤスオ。覚えているはずがないでしょう？」

「二人ともいきなりどうしたんだよ！」

　それこそ人格が切り替わってしまったかのように女子二人が康やす雄おに向けて防御のトゲを向ける。

「ヤスオは時々デリカシーに欠けますね」

「仕方ないよ。ヤス君経験値低いし」

「俺そこまでひどいこと言いましたかねフィーグさん！」

「ぼ、僕に振らないでくれるか」

　明らかに触れてはいけないことに触れた空気を出すディアナと翔しよう子こを恐れ、フィーグライドは康やす雄おの振りを不器用にいなした。

「ただまぁそうね、あいつが出てくるときと引っ込む瞬間の感覚は……なんていうか、寝落ちするときと、夢から覚める直前みたいな感じに似てるかも」

　翔しよう子こは康やす雄おを睨にらみつけたまま言った。

「あ、今寝てた、みたいなのとか、あー夢だ夢だでもお母さんが洗濯機回してる音聞こえる、みたいなそんな感じ。感覚なんで、伝わりにくいかもだけど」

「逆にそれは僕が分かるかもしれないな。騎士団入団前の予科練時代は、厳しい訓練のせいで誰もが一度は眠ったまま制服を着てしまうんだ。寝ていて意識はないのに体が勝手に動いているあの感覚と言われれば、理解できる」

「ああ、それなら私も覚えがあります。一度、同室の子の練兵隊長の物まねで夜中に起こされたときには、官舎の部屋から飛び出るまで眠っていた記憶があります」

　本職の軍人二人の会話の方が康やす雄おにはピンとこないが、とにかくライアの出現中に翔しよう子この意思の力に頼ることは不可能に近そうだということだけは分かった。

「とにかくショウコに関しては、後からバレて問題になるより、ライア・カルガーニの名前まで出してしまったほうが良いいかと思います。それがどれだけデリケートな事情に関わる名前だったとしても、レオニード小父おじ様の立場からクローネ家の一人娘をどうこうするような事態にまでは発展しないと思います。こうして私わたし達たちに、監視付きとはいえ同じ場所にいることを許可して下さっていますしね」

　シィについては分かっていることの方が少ない。

　レオニードやバスケルガルデとしても、翔しよう子このシィの正体が何であれ、本当なら今すぐにでも翔しよう子こを調べたいはずだ。

　だがそれをしないのは、やはりディアナとクローネ家とレスティリア、そして勇者ヒデオの息子である『聖者』のカードが強く効いているものと思われる。

「ガイウス大尉も同行されることですし、オーデムの遺跡で何があっても、必ずホルストロ経由でレスティリアに帰ることを約束すれば、レオニード小父おじ様も無理無体は仰おつしやらないでしょう。その後は私の名前で、レスティリアが得た情報をバスケルガルデと余さず共有する約束をすれば問題ないはずです」

「では、最後に、炭鉱のカーネリアンについてはいかがしましょうか」

「現時点では無理に知らせる必要はないでしょう。ここまで特に妨害などはありませんし、我々も未いまだに、カーネリアンが暗躍しているという実感も無ければ実態もつかめていません。何か知らせるとしたら、あくまでベアトリーチェ・ヘラー個人に絞っておいた方が無難ではないかと……」

　あの白い世界でライアの口からは、既にベアトリーチェの名が飛び出している。

　ゲールデイトでのバーロール出現にも、炭鉱のカーネリアンとベアトリーチェが絡からんでいることは間違いない。

　そして、ベアトリーチェ本人がやったにしろ、ベアトリーチェの配下がやったことにしろ、『聖者』の出現と、ポーモーナによるバーロール撃破は、多くの人々の口くちの端はに上っている。

　あの騒動の中で康やす雄お達たちがシィにやられたなどと考えるはずもない。

「何か仕掛けてくるかな」

「分かりません。さすがに私わたし達たちの行動の一部始終が見張られているとは思いませんが、カーネリアンの組織規模を考えると……」

　カーネリアンは、各国の中枢に細く捕らえにくい根を張っている。

　ハリーヤのように、直接的に操られているならまだマシな方で、大半はフィーグライドのような、カーネリアンの組織そのものが慈善団体であると信じて疑わない人々ばかりなのだ。

　実際にゲールデイトではフィーグライドの育ての母である、『蛍の家』のケリー院長の善意の連絡から、バーロール出現まで至っている。

　もしバスケルガルデの騎士団中枢に、ハリーヤのように直接的にカーネリアンやベアトリーチェの息がかかった者がいた場合、これからの康やす雄お達たちの足取りは筒抜けになるだろう。

「それは、ちょっと怖いかもね。今更だけど、さ」

　翔しよう子この左目の炎が、少し大きくなる。

　多くの者達たちが、ライアに同化された翔しよう子こを『閂かんぬき』と呼ぶ。

　そして康やす雄おは実際に、その閂かんぬきの実態の一端を垣かい間ま見みたかもしれず、その上ゲールデイトまでは翔しよう子こを折につけて助けてくれた破軍のオリオンの力も、ライアという人格が目覚めた今となっては簡単に頼って良い力ではなくなっている。

　むしろ今この瞬間も、ライアは翔しよう子この体の主導権を乗っ取ろうと、虎こ視し眈たん々たんと機会を狙って、息をひそめているかもしれないのだ。

「オーデムへの道みち行ゆきの様子にもよりますが、ホルストロから十分離れたら、ガイウス大尉にだけは私がトコロザワに初めて行った時から今日までのことを、何もかもお話ししておいた方が良いいかもしれませんね」

　実際問題、博物館での康やす雄お達たちを白い世界から現実に引き戻したのが何だったのか、はっきりしていない。

　康やす雄おの感覚ではライアの意思で戻されたようにも思えるが、少なくともあのときガイウスは、康やす雄お達たちが白い世界から戻ってくる前には、もう博物館の中にいた。

　後で何か気になることはなかったか、聞いてみる他ないだろう。

「あ」

「ん？」

　そのとき翔しよう子こが、何か思い出したように、あ、と口を開け、すぐに両手で口を閉じた。

「帯たて刀わきさん？」

「……なんでもない」

「どうしたの？　何か思い出したことがあるなら言……」

「なんでもない。ディアナさん助けて」

「……ヤスオ」

「え？」

「何でもないそうです。何でもないんです」

「さっきから二人とも何か変じゃないか？」

　レオニードの保護下に入ってからというもの、折々翔しよう子こをディアナがかばって康やす雄おを遠ざける、というシーンが見られる。

　翔しよう子こが、というよりディアナの態度が急変するので分かりやすいのだが、そのとき何故なぜかディアナは少し康やす雄おを責めるような口調になるのだ。

「そろそろ休みませんか。明日も早くからレオニード小父おじ様とお会いしなければなりませんし、今日は色々ありすぎて、みんな疲れていますし」

「あ、ああ、うん、そうだね」

「では、僕はこれで。ヤスオ」

「あ、はい、俺も……」

「あとは頼んだよ」

「はい……は、え？」

　フィーグライドがそう言って康やす雄おの背を叩たたくと、ディアナと翔しよう子こが入ろうとしていた、女子側の寝室の扉へと押し込んだ。

「な、何……を？」

「何って」

　不思議そうな顔をしながら、フィーグライドはある方向を指さした。

「ヤスオとショウコは、同室で休まないとダメだろう？」

「は？」

「え？」

「あ」

　康やす雄おと翔しよう子こは間の抜けた声をあげ、ディアナだけが失念していたとばかりに手を打った。

「ライアが現れたとき、ショウコを傷つけずにシィの影響を抑制できるのはヤスオだけだ」

「え……あ、いや、それはそうですけどでも……！」

「もちろん、僕はこのリビングスペースで万が一のことに備えて警戒している。ショウコも、少佐も、安心して休んでください」

「え、あ、はぁ、そ、そうですね。そう、なるんですね」

　邪気の無いフィーグライドの笑顔に、三人が圧倒されてしまっている。

　レオニードにあてがわれた部屋は、ディアナ以外の誰もがそもそも立ち入ったことすらないような、スイートルームと呼ぶのもはばかられるほどハイランクかつ豪ごう奢しやかつ広大な貴賓室だ。

　話し合いをしていたリビングスペース一つとっても、所沢の剣けん崎ざき家の全床面積ほどもあり、それを挟むようにしてキングサイズのベッドがツインで置かれている広大な寝室が二つある。

　床に敷き詰められた毛布は、本当に土足で踏んでいいのか案内の魔導機士にしつこく尋ねた挙句、結局土足で踏むのがためらわれてしまい、靴を脱いでしまったほどに毛足が長い。

　康やす雄おの経験と知識では、絨じゆう毯たんの厚みが凄いということと調度品が高そう、という感想しか抱くことができないが、多分日本で同じクラスの部屋に宿泊するのにどれだけ金がかかるのか、高校三年生の身では考えるだけ無駄であることだけは容易に想像がついた。

「え、あ、で、でもいいんじゃないですか!?　隣の部屋なんだし、フィーグさんだって見張り、そんな、疲れてるっしょ!?」

　狼狽うろたえる翔しよう子こに向かって、フィーグライドはどこまでも優しい。

「いいや、考えてみろ。残念だが博物館のときにはヤスオ以外、ライアが起こした現象に手も足も出なかった。しかも、一瞬の出来事だった。隣とはいえ、リビングスペースを挟んで間に合わなくなってはことだ」

「そ、そりゃ、そうですけど、でも、女子部屋にってのは……」

「そ、そうですね。その、そうだ少尉、少尉一人に警戒を任せるわけにはいきませんから、時間を決めて私と見張りを交代して……」

「何を仰おつしやるんですか。クローネ少佐はお休みください。大丈夫。あれだけ柔らかいソファなら、座っているだけで充分休息になります。レオニード将軍との折衝でお疲れでしょう。少佐もお休みください」

「っ[image: ～][image: ～]！　い、いえ、でもですね」

　フィーグライドは本気だ。

　一応成人男性のはずなのに、フィーグライドは本気で康やす雄おを女子部屋に寝かそうとしているのだ。

　すると、さすがにフィーグライドは狼狽うろたえる若者三人に気づいたか、少し考えると康やす雄おを手招きし、耳打ちした。

「ふぃ、フィーグさんさすがにこれはダメですって……」

「大丈夫だ。君は誠実で、優しい男だ。間違いなんか起こるはずないだろう？」

「そういう問題じゃないんですよ！」

「ヤスオが言ったことだ。何を優先させるべきかを考えろ。ショウコの安全と安定以外に今優先させることなど無いだろう」

「そ、それは……」

　言葉を失ってしまった康やす雄おを、納得したとみなしたか、フィーグライドは康やす雄おから離れると、ディアナと翔しよう子こに小さく会え釈しやくして、

「それでは、また明日」

　そう言い放って、康やす雄おの目の前で扉を閉めてしまった。

　精緻な彫刻の施されたオークの扉の表面を眺めながら、康やす雄おは恐る恐る振り返ると、

「…………仕方ありません。観念してください。ヤスオ」

「…………でも、本当、アレだよ。不審なマネは、アレだからね」

　きまり悪そうなディアナと翔しよう子こがそこにいて、康やす雄おの思考と視界は、完全にホワイトアウトしてしまったのだった。





※






　ホワイトアウトは、ほんの数瞬のことだったらしい。

　気が付くと康やす雄おは、びっしょりと汗をかいた状態で二台あるベッドの片方の端に座らされており、周囲を見回すと、ディアナも翔しよう子こも姿が見えない。

　やはり、皆が考え直して男女別に部屋を分わけてくれたのだと安心したのもつかの間、

「ひぐっ……！」

　寝室の奥の部屋から聞こえてくる音に、康やす雄おは再び意識を失いそうになった。

　水音だ。

　響き渡る水音だ。

　そうだ。これまで投宿した宿では、寝室以外の全ての設備が共用スペースにあったので、全く失念していた。

　あれは、浴室だ。

　浴室なのだ。

　そして、そこから音がする。

　人の気配がする。

　つまり。

「いやいやいやいやいやいやいやいやいや！」

　ディアナと翔しよう子こが、あの向こうで吞のん気きに風ふ呂ろに入っているということになる。

「これは……これはなんか違うだろ。カタリナさん家のときとは違うだろ！　ディアナもいるのに、これはダメだろ！　二人とも何普通に受け入れてんだよ！　そこはダメだって言うべきところだろ！」

　フィーグライドの言うことも正しいが、日本で人並みの順法精神と社会規範の中で生きてきた高校三年生男子の精神が、この状況はインモラルであると全力で警鐘を鳴らしていた。

　これまでの投宿先とは事情が違う。

　ディアナが合流してからはずっと四人行動、四人相部屋、浴室もトイレも共用スペースを使い、眠るときも全員寝間着などという上等なものは着ずに、何なら非常事態に備え靴すら履いたままだった。

　だが、今は明らかに事情が違う。

「……何普通に服畳んであるんだよ!!」

　翔しよう子このパーカーやシャツやズボン。ディアナの鎧よろいの下のアンダーウェアが、当たり前のように部屋の隅のテーブルの上に畳まれて置いてあるのだ。

　さすがに下着類は無いようだが、つまり二人は、これから夜着に着替える気満々なのだ。

　康やす雄おの同級生達たち、碧あお人とや五十嵐いがらしや日ひ野のが話だけ聞いたら、全力でオトコノコな話題でつついてくるようなシチュエーションだが、それをシメた幸運だと喜べるような人生を、康やす雄おは送ってこなかった。

　ただただ、この後、女子二人がいる部屋でどのようにふるまえばいいのか分からず、康やす雄おの脳内はアンテ・ランデの真実を知ったときよりもはるかに、オーバーヒートしてしまっているのであった。







「なんかバタバタしてる気配がする。気が付いたのかな」

　一般的な銭湯以上の広さのバスタブの中で、翔しよう子こは顔を上げた。

　浴室はもちろん寝室との間にある脱衣所も広いし、仕切るドアも分厚いから康やす雄おが部屋で何をしていても聞こえないはずなのだが、翔しよう子こは寝室の気配がざわついていることを敏感に察知した。

「随分、狼狽うろたえていましたよね。大丈夫でしょうか」

「こっちが心配することじゃない気もするけどね……もう、何でこういうとき、ピリっとしていられないかなあ」

「それができないから、ヤスオなんじゃないですか？」

「ん……まぁ、そうなんだけど」

　二人同時につかっても、余裕で足を伸ばせるバスタブの中で、女子二人は褒めているのかけなしているのか分からない康やす雄お評を繰り広げた。

「いやでもさ、私ちょっと凄すごいなって思ったんだよ。レオニードさんだっけ？　あの人と会ってから、大体ヤス君の想定通りに進んだじゃん？　あーなんか一皮むけた感出たなーって思ったのにさ…………気づかないかなー……気づかないんだよなぁ……」

「まぁ……端から見ててもヤスオもいっぱいいっぱいですし、そこに敏さとく気付くヤスオは、今みたいに狼狽うろたえたりしないと思います」

　白い大理石で化粧された浴室の中で目立つはずの翔しよう子この左目の炎は、康やす雄おがいないにも拘かかわらず極限まで小さくなっていた。

「ごめんね……思いっきり盾に使っちゃって」

「ヤスオに変に照れられて、後々何かマズいことになっても困りますし」

　湯舟の中で翔しよう子こは両手で顔を覆い、ディアナはタオルで髪をまとめ上げながら顎まで湯につかってげんなりした顔をしていた。

「いや、それは分かるよ。ヤス君だもん……でもさ、てことはあれ素ってことでしょ？」

「……ええ、まぁ」

「素でああいうこと言ったりやったりしておいて、それでいざ意識したら照れるって男としてどうなの！」

「……ええ、まぁ」

　ディアナは先ほどから、生返事しかできていない。

　実際他にしようもない。

「逆にさ、これ逆にさ！」

「はぁ……」

「素であんなこと言えちゃうってことはよ！　ヤス君、実は私のことなんとも思ってないってことじゃない!?」

「……そんなことはないと思いますがぶくぶくぶく……」

　翔しよう子この言わんとすることは、分からないでもない。

　ディアナだけが知っていることだが、翔しよう子こは、博物館でライアがホルストロ大隊をノックアウトしてからのことを、全て見て、覚えていた。

　一時避難したスラムの廃屋で、翔しよう子こはディアナにだけそのことを告げていた。

　だから、康やす雄おがライアの言動に堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れて告げた言葉を、一字一句聞いて記憶していたのだ。

「だってヤスオは、ショウコ以外からはあだ名で呼ばれたくないと言ったわけですから……」

「でもそれって単にライアの奴やつにムカついたからじゃないのかな！　別に康やす雄おだからヤス君って呼ぶ人、普通に世の中にいると思うんだよね。私、ヤス君が高校でどんな友達と付き合ってるか全然知らないし」

「私の知っているヤスオの仲の良いいご友人は、皆さん男性でしたよ」

「つまりそれと同じ次元なんじゃないかって思うの！　実際ライアの奴やつが表に出てる間のこと全部私が覚えてるって言ったら、ヤス君照れると思うのよ。でもさ、それってなんというか、違わない!?」

「違う、とは」

「それは……その……ぶくぶく」

　今度は翔しよう子こが沈み始める。

「なんか、さ。私が、その、特別だったら……逆に覚えてても、照れる必要、なくない？　だって……もう、私は言っちゃってるんだし」

「……ああ」

「ヤス君からね、大事にしてもらってるのは、分かるんだ。ただ……なんというか、特別な人って言うよりは、単純に異性の友達だから、みたいなとこが強いんじゃないかなって思うことが、多くてさ。そりゃ、カタリナさんちで一緒に寝たときはドキドキしたけど、あれもなんていうか、その延長から抜け出てない感じがして……」

「カタリナ様のところで何かあったんですか？」

「……あれ、これ、話、してなかったっけ」

「……多分聞いてないと思いますが……」

「え……ああ……フィーグさんがあんなこと言うからぁ……墓穴……うぅ……ぶくぶく」

　翔しよう子こは鼻までつかる勢いで沈んでしまう。

「……折角なんですから、聞いてみればいいのに」

「ンなことできたらこんなにウジウジしてないっての。てかもう態度見てれば分かるよ……」

　翔しよう子こは目元を真っ赤にしながら、言った。

「私は……私はヤス君の特別じゃない」

「ショウコ……」

「意識は、されてると思うよ。ていうかこっちから告白してんのに意識されてないと凹へこむしさ。……ただ……分かるんだ。ヤス君は、すごく私を大事にしてくれてる。大事にしてくれてるけど……」

　ため息が、湯気を揺らした。

「私がヤス君を好きなようには、ヤス君は私のこと、好きじゃない」

「こんなことを聞くのも失礼だとは思いますが……ショウコは、ヤスオのどんなところに惹ひかれたんですか？」

「ん……そうだなぁ」

　翔しよう子こは、自分の現在と中学時代では、全く性格も見た目も違うこと。

　中学時代、康やす雄おとは数えるほどしか話をしたことがなかったこと。

　高校三年生になって予備校で再会するまでは、完全に自分の中で思い出になってしまっていたこと。

　その数少ない思い出が、再会とともに大爆発してしまったことなどをかいつまんで話す。

「蟬せみ……みたいなものかな」

「セミ？　セミって、夏の風物詩の、あの虫のことですか？」

「そー。何年も何年もずーっと土の中にいたくせして、いざ出てくるともう無視できないくらい騒がしいの……そこに、こいつが現れてさ」

　翔しよう子こは左目を濡ぬれた手でぱしゃりと叩たたいて、言った。

「いきなり凄すごい秘密を共有する関係になっちゃって……正直、実はディアナさん達たちが引くくらい滅茶苦茶めちやくちや浮かれてました。ディアナさんやハリーヤさんや、ヤス君ちのおじさんおばさんは凄すごい申し訳ないみたいに言ってくれたけど、嬉うれしかったんだよ。実は。だって私は、この世でたった一人、ヤス君と特別な秘密を共有する仲になれたんだもん……でも」

　湯舟の熱に当てられたように、翔しよう子こは少し姿勢を変えて、肩を水面から出した。

「私とヤス君が共有した時間って、多分ヤス君がディアナさんと共有した時間より、少ないんだ。恋は時間じゃないって言ってもさ、やっぱり違う高校行っちゃったのは大きいよ。中学んときはまだ遠くから目で追う機会があったけど、向こうはこっちのことなんかほとんど気にもしてなかったし……だから」

　翔しよう子こはバスタブの縁にもたれかかって、ぽつりと言った。

「聖者でも、勇者でも、なんでもいいけど……やっぱり私は、ヤス君が遠くに行っちゃうの、もう嫌だ」

「……」

「私、もしうまい具合にライアが私から離れたとしてね、そのあとヤス君がどうするかなって考えたんだ。ディアナさん、想像つく？」

　そうなったときの予想を事前に立てたことは確かに無い。

　だが、康やす雄おの性格とこれまでの行動を見ていれば、容易にその結論に達することができた。

「多分、アンテ・ランデに来ちゃうよね。大学受かってからなのか、大学卒業してからなのか、それとも大学入らずに高卒でなのかわかんないけどさ……で……きっと私は、一緒には、来られない。ヤス君は、絶対に嫌がる。私を……危険な目に遭わせたくないから」

　ディアナは、翔しよう子この予想を否定する材料を持ち合わせていなかった。

「ねぇディアナさん」

「……はい」

「私、どうしたらヤス君の隣に立ってられるかな……もしくは、ヤス君に、私の隣に立ってもらえるかな」

　翔しよう子この脳裏には、博物館の映像アーカイブで見た、若き日の大魔導士マドカ・スギウラの姿がちらついていた。

「ショウコ……」

　アンテ・ランデの子供達たちは誰もが勇者ヒデオと大魔導士マドカに憧れ育ってきた。

　だが、翔しよう子こが望むのは、憧れではなく現実だ。

　翔しよう子こは、マドカに憧れてはいない。

　アンテ・ランデを蝕むしばむ世界の謎に恐れ、力不足を嘆きながら挑もうとする剣けん崎ざき康やす雄おの隣に、帯たて刀わき翔しよう子ことして立とうとしているのだ。

　そのことに気づいたディアナは、顔と、そして胸の奥が、まるで強い酒を注ぎ込んだかのように熱くなった。

「……私は」

　気が付けば、そう声に出していた。

「私は、立ちますよ」

「……ん？　どこに？」

「え？　あ……」

　そしてそう言ってから、文字通り『口走って』しまったことに気づいて、ディアナは慌てて湯舟から立ち上がった。

「す、少しのぼせてしまいました！　さ、先に出ていますね！」

「あ、そう。わかった。私はもう少しいるわ」

　あたふたと浴室を出て行くディアナを見送りながら、広くなった湯舟の中で足を伸ばして、翔しよう子こは溜ため息いきを吐いた。

「……ディアナさんには答え出せない話だもんね。ディアナさんも疲れてるのに、変な絡からみ方しちゃったな。はあ……」

　腕も伸ばして大きく伸びをしながら、翔しよう子こは湯に沈んだ。

「ディアナさんの立場じゃ迂う闊かつなこと言えないよね」







「わ、私は……何を」

　脱衣所で自分の胸を押さえながら、ディアナは、数十秒前に口走ってしまったことの意味を考えあぐねていた。

　翔しよう子この悩みはとてもよく分かった。

　日常生活の雑談レベルではあるが、真剣な問いであると分かった。

　これまでのディアナであれば、巻き込んでしまった責任と、個人的な友人であるという立場から、答えが出ないなりに相談に寄り添っていただろう。

　いや、今この瞬間のディアナだって翔しよう子こに対して真摯に、誠実に接したいと思っている。

　だがあの一瞬だけ、ディアナの中にこれまで見たことの無い、黒い思いが渦巻いた。

　康やす雄おの隣にいたい、康やす雄おと一緒にいたいと願い、それを声に出す翔しよう子こに対しディアナは、

「……嫉妬」

　嫉妬した。

　そのことを確認するために、声に出した。

　日本語ではなく、レスティリアの言葉で。

「噓うそ……」

　この感情の自覚によって、胸の内の黒が濃くなってゆく。

　ディアナには、翔しよう子こに嫉妬する理由など何一つない。

　何一つない、と考えること自体の傲慢さを自覚する。

　その傲慢さを否定するには、翔しよう子こに嫉妬した自分を認めなければならない。

「私……は」

　翔しよう子この何に嫉妬したかと言えば、たった一つしかない。

　翔しよう子こはディアナが、いや、アンテ・ランデの誰もが持っていないものを持っていたのだ。

　アンテ・ランデの全ての人間の心に巣くった病。

　己が英雄たらんとせず、外から救いが来ることをいつまでも待っている浅ましさ。

　ディアナは康やす雄おと過ごす中で、それがどれほど身勝手なのか分かっていたはずだ。

　康やす雄おが、フィーグライドに英雄候補になってくれと言ったときに、その気持ちを新たにしたはずだった。

　だが、それでもまだ足りなかった。

　康やす雄おが『聖者』と呼ばれていることに気を良くして、簡単に昔の自分に戻ってしまったのだ。

　自分が、そうでなければならないのだ。

　他ならぬ自分が、勇者や聖者のような象徴的な存在を助けることを目的にするのではなく、世界を蝕むしばむ災厄に立ち向かわなければならなかったのだ。

　翔しよう子こは、そうありたいと願った。

　翔しよう子この願いは、康やす雄おを止めることではない。

　アンテ・ランデの新たな英雄になりたいと願う彼の翻意を促すことではない。

　康やす雄おが日本に残るなら日本に。

　アンテ・ランデに渡るならアンテ・ランデに渡り、隣に立って同じ問題に立ち向かうことなのだ。

　事ここに至ってディアナはまだ、心の奥底では世界の災厄を誰かに託してしまおうとしていた自分に気づきそれを恥じた。

　恥じて、マドカ・スギウラと同じ資質を備える翔しよう子こに嫉妬した。

　だから、言ってしまったのだ。

　自分もまた、康やす雄おの隣に立って、彼と同じ目線で、彼と同じ方向に向かうのだと。

　言ってしまってすぐに、嫉妬にかられた自分と、言葉の内容が『ディアナも康やす雄おに対して特別な感情を抱いている』と翔しよう子こに受け取られかねない発言だったと気づき、下手な言い訳をして話もそこそこに飛び出してきてしまった。

「私は……何してるの、こんなときに……」

　康やす雄おはもうとっくに、自分の意思でディアナや家族のために、アンテ・ランデを救いたいと願っている。

　翔しよう子こは康やす雄おがアンテ・ランデを救いたいと考えていることを理解して、その助けになりたいと思っている。

　フィーグライドは、そもそも彼の『蛍の家』の家族達たちのために戦ってきたし、これからもそうすることは分かり切っている。

「……私は……何のために……」

　父は、既に喪うしなった。

　母は、今では唯一アンテ・ランデに残った英雄として、名実ともにディアナの力を凌しのぐ。

「え、噓うそ」

　自分は、誰のために戦っているのだと考えたとき、両親以外に誰一人として『大切な人』が思い浮かばないことに気づく。

　騎士団の友人は多い。

　ハリーヤのような、尊敬すべき先達も大勢いる。

　だが、一切の理屈抜きに『この人のために何かをしたい』と無条件に己を差し出す相手が一人も思い当たらないことに気づき、ディアナは愕がく然ぜんとした。

　かけがえのない友を守りたい。

　家族を守りたい。

　レスティリア国民を守りたい。

　レスティリアの騎士として、魔導機士として、当然のことだ。

　でも。

「私は？」

『私、どうしたらヤス君の隣に立ってられるかな……もしくは、ヤス君に、私の隣に立ってもらえるかな』

　同じ地平に立って、心と命を懸けて、共にいたいと思う人がいない。

『ディアナは、どうしたい？　ディアナ個人はさ』

　あのとき康やす雄おは、今後の方針としてそうディアナに問いかけた。

　だが今のディアナはこの言葉を、一人の人間として自分に問いかけた。

「私、は」

　自分は何のために戦っているのだ。

　誰のために、こんなにも必死になっているのか。

　ディアネイズ・クローネ自身は、何に。

「必死に……なったこと」

　激情から発露した感情の問題を、何とか理性でねじ伏せようとしたディアナは、ある一つの結論に思い至る。

　それは誰かに聞かれれば、一騎士としての、魔導機士としての、公の回答と変わらないのかもしれない。

　だが、翔しよう子こに嫉妬してしまった己と向き合ったディアナは、この結論に、小さく笑ってしまった。

　ライアを警戒するという意味では、少しだけ不用心ではあると思う。

　だが、幸か不幸か、康やす雄おとの関係性で悩むことは翔しよう子この心理的に実は良いいことであるらしく、ディアナにあの相談を持ち掛けた翔しよう子この左目の炎は、かなり小さくなっていた。

　少しだけなら大丈夫だろう。

　ディアナは体に残る雫しずくを拭い、徒手空拳の魔法で強引に髪を乾かし、用意されていた夜着を纏まとうと、意を決して脱衣所を出る。

「ヒェっ！」

「ヒェって……ヤスオ、もう」

　すると、ディアナ達たちが入浴したときと寸分たがわぬ場所でカチコチに固まっている康やす雄おの背が見えて、振り返った顔は、冷や汗にまみれているのがすぐ分かった。

「あ、で、出たの」

「はい出ました。ショウコはもう少し入っているみたいです」

「そ、そうか。ふーん！」

「はい。ヤスオ、大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫に見えるか？」

「全然見えません」

　完全に、パニックに陥っている人間の顔だ。

「しょ、正直、緊張し過ぎて腹痛くなってきた……」

「そんなにですか。お手洗い。あちらの扉ですよ」

「う、うん。そうなのか、よかった、ユニットバスとかだったらもうどうしようかと思ったよ。ちょっと、行ってくる」

　関節が錆さび付ついたロボットのような足取りで手洗いに向かった康やす雄おは、何故なぜかそこでも悲鳴を上げていた。

　ディアナが目を瞬まばたくことしばし、戻ってきた康やす雄おは、更に顔面が蒼そう白はくになっていた。

「金色だったんだけど、あれ……しちゃってよかったのか？」

「……大丈夫ですよ。ヤスオ。緊張してしまうのは分かりますが、私もショウコも、ヤスオを取って食べたりしませんから、少し落ち着いてください」

　何が、とは言わないが、ディアナはソレが、金色、ではなく金そのものであることを知っていた。

　だが、それを言うと康やす雄おがますます汗だくになりそうなので、そっと心の中にしまっておく。

「あ、うん。悪い、女の子に、トイレがどうとか寝る前に振る話じゃないよな。はは……ははは……」

「ヤスオ……さっきから、どうして目を合わせてくれないんですか？」

「……いや、その、女子の寝間着姿とか、間近で見たこと、ないから」

「トコロザワでは家の中でさんざん顔を合わせたじゃないですか」

　剣けん崎ざき家に居い候そうろうしている間、それこそディアナはスウェットやジャージ姿で平気で家の中をうろつき、康やす雄おと顔を合わせていたのだ。

「今更そんなに照れられると……こちらも、少し恥ずかしくなります」

「そ、そっか！　ご、ごめん！」

　ディアナに悪気があるわけではない。

　だが康やす雄おに言わせれば、実家に家族がいる状態でジャージのディアナとすれ違うのと今のこの状況を同一視されても困るのだ。

　似て非なる、とはまさにこのこと。

　剣けん崎ざき家のリビングとジャージの組み合わせと、スーパースイートルームに高級夜着の組み合わせでは、カニカマと毛ガニくらいには、話が違う。

「……そんなことで、ショウコがライアに乗っ取られそうになったとき、きちんと抱きしめてあげられるんですか？」

「だ、抱きっ!?」

「さっきはやってたじゃありませんか」

「そ、そりゃそうだけどもっ!!」

　理屈が通じないくらいのパニックに襲われている康やす雄おを見て、ディアナは嘆息した。

「ヤスオ……少し、表で風に当たりましょう。ショウコの炎は、小さく安定しているから大丈夫です。このままでは、私わたし達たちの方が落ち着いて休めません」

「……あ、ご、ごめん、うん」

　ディアナにたしなめられる形になり、少し気落ちした様子の康やす雄おだが、

「こちらへ」

「へっ!?」

　自然に手を取られて、また身を固くする。

　ディアナは、手に伝わる康やす雄おの緊張を、

「少し、二人で話しましょう」

　少しだけ楽しみながらそのまま手を引き、最初から閉じられていた寝室の分厚いカーテンを開けると、窓の錠を外してバルコニーへと連れ出した。

「うわっ！」

　湯上がりの肌には少し肌寒いくらいの夜風が二人に吹き付け、そして、

「……すげぇ」

　その向こうには、ホルストロの街を照らし出す夜景が、視界いっぱいに広がっていた。





※






　それは、東京都心も顔負けの光景だった。

「こんなに明るいのか」

　康やす雄おは、バルコニーから身を乗り出すようにして、ホルストロの街並みを凝視しながら驚嘆した。

「なんでこんなに町中明るいんだ？　下手なカーテンじゃ明るすぎて眠れないだろこれ」

　ホルストロの夜の街並みは『夜景』と称するには、光の密度があまりに濃かった。

　日本や地球の都市の夜景なら、離れた場所から見れば光源と光源の間に必ず夜を思わせる影の部分が生まれるが、ホルストロにはそれが無いのだ。

　街全体が、一つの巨大な照明の下にあるかのように光に包まれ、天空から降りる夜の帳とばりを跳ね返そうとしている。

　建造物の外壁の多くが、白や薄灰色のような明るい色をしているのも、その異様な明るさを演出するのに一役買っていた。

「これほど明るくなったのは、本当に最近の話なんです」

「へえ？」

「元は普通の茶色いレンガの建物も多くあったのですが、シィの出現以降、夜間戦闘の優位性を高めるため、街全体から影を極力なくすという方針が過剰になって、多くの建物に上からタイルを張って明るい色に変えたそうです」

「徹底してるな。屋根も白いもんな。真夏とか照り返しやばそう」

「ホルストロがこうなってから、バスケルガルデでは全土を上げて日焼け止めの開発に余念がないと噂うわさを聞いたことがあります」

「冗談なのかマジなのか判断に悩むなそれ」

　小さく笑って、康やす雄おはバルコニーの柵から離れた。

「……悪い。大分落ち着いた」

「本当ですか？　まだいつもより、私から距離を取っているように見えますよ？」

「勘弁してくれって」

　ディアナは、夜風に靡なびく髪を押さえながら悪戯いたずらっぽく笑う。

　ディアナ自身は意識していないようだが、康やす雄おはディアナの、そんな表情を見るのが初めてだったので、思わず心臓が高鳴ってしまった。

　ディアナは康やす雄おの心中を分かっているのかいないのか、改めて康やす雄おの隣の、かなり近いところに並び直すと、ホルストロの白い輝きを眺め、言った。

「本当は最初にレスティリアの街並みをお見せして、感動してほしかったんですけどね」

「やっぱり国によって、街並みの雰囲気って全然違うの？」

「ホルストロは平地の都市ですが、レスティリア王都は山の近くにあります。遠景にうっすらと青い山並みが見えるのは、少しトコロザワに似ているかもしれません」

「所沢っぽい王都ってなんだよそれ」

　所沢と王都という言葉の距離の遠さに、康やす雄おは苦笑を禁じ得ない。

「何となくですよ。なんとなく」

　ディアナも、康やす雄おのこういう感覚は理解できるようで、同じように苦笑する。

「……ありがとうございました」

「え？　何が」

「……色々です」

「なんだよ色々って」

「色々ですよ。本当に、色々」

　沢山言いたいことはあった。

　だが、こうして改まって話そうとすると、上手うまく言葉にならなかった。

「私、ついさっきまで、自分が今何をしようとしてるのか、分からなかったんです。自分が何のために戦おうとしてるのかって」

「え？　レスティリアとかアンテ・ランデの人をシィから守るためだろ」

「ええ、それはまぁ、そうなんです。そうなんですよ。ただ……そういうことじゃなくて」

　ただ、それだけの理由で今、自分はここにいるわけではないのだ。

　そのことを伝えたいのだ。

　自分は、

「私は、ヤスオと一緒にシィと戦います」

　そう、きちんと伝えたかった。

「どうしたんだよ？」

　康やす雄おの方は、発言の真意が見えずピンと来ている様子はない。

　それはそうだろう。なぜなら。

「これまでずっとそうだったじゃん。何を今更改まってるんだ」

　康やす雄おは『戦い』という環境に身を投じてからずっと、ディアナとともに戦ってきたのだ。

　康やす雄おにとっては、今更過ぎる話に聞こえたことだろう。

　それでも英雄の一人娘、魔導機士ディアネイズ・クローネにとっては一世一代の人生の大転換だった。

　少なくとも、自分の感覚ではようやく自分は、自分の目指す場所が見えたと思っていた。

　だが。

「親父おやじさんのときも、ハリーヤさんのときも、バーロールのときも、いつも最後は俺おれ達たち二人でやってたろ」

「……！」

「俺はいつだって、ディアナにおんぶに抱っこだよ。さすがに忘れてないだろ。俺、骨折したディアナに戦わせて、その後ろに隠れてたんだぜ」

「そんなことも、ありましたね」

「今だって全然変わってないよ。だってディアナがいない間、バーロール以外のシィと戦ったの、帯たて刀わきさんとカタリナさんだったしさ……こう考えると、俺最悪だな。いっつも女の子に戦わせてる」

「役割分担というやつです。それに今は、フィーグライド少尉もいるでしょう？」

「なんかさ、それも妙な気分なんだよ。こんな状態だから、俺おれ達たちの道みち行ゆきの助けになるなら、聖者だろうが勇者ヒデオの息子だろうが、何でも利用するつもりはあるんだけど……でもそれってさ、三さん蔵ぞう法ほう師しみたいじゃないか？」

「サンゾウホウシ？　何ですか、それ」

「日本の隣の国の『西遊記』っていう古い物語の登場人物なんだけどさ。実在した偉いお坊さんがモデルで、三人の妖怪の弟子を従えて旅をするんだけど、その最中に色々なトラブルに見舞われるんだ」

「ヨウカイ？　って、何でしたっけ」

「ええと、まぁ、アンテ・ランデで言えば悪魔みたいなものかな。でも、三さん蔵ぞう法ほう師しの連れの三人は人間に味方する悪魔で、まぁそういうのがいいというか……とにかく昔からのド定番だから色々アレンジされながら現代に伝わってる話なんだけど、俺、子供の頃、あんまり好きじゃなかったんだ」

　日本に伝わる西遊記の物語は、冒険譚たん的側面が強く描かれる。

　そのため、実は物語の主人公のはずの三さん蔵ぞう法ほう師しこと玄げん奘じよう三さん蔵ぞうは、物語を盛り上げるためのトラブルを誘発する道具立てに使われることが多い。

　孫そん悟ご空くうや猪ちよ八はつ戒かい、沙さ悟ご浄じようの奇想天外な妖術や立ち回りで三さん蔵ぞうは窮地を乗り切るが、三さん蔵ぞう自身の力で事態が打開されるような展開は、子供向けに編へん纂さんされた西遊記ではまず描かれない。

　子供心に康やす雄おは、偉いお坊さんならば聖なる力で妖怪から身を守るくらいできないのかと、三さん蔵ぞう法ほう師しという物語中の存在に常に不満を抱いていたのだ。

「今の俺って思いっきりそれじゃん。自分じゃ大した力持ってないのに、目的意識ばっかり高くて、そのくせ仲間に迷惑かけっぱなしで、それなのに勇者の息子とか聖者とか崇あがめられがちなトコがさ」

　言いながら、康やす雄おがどんどん落ち込んでゆくのが、隣に立つディアナには手に取るように分かった。

　こういうときの康やす雄おは、猫背になるのだ。

「私はそのサイユーキというお話を知りませんから何とも言えませんけど……一つ、言えることがありますね。そのサンゾーという人について」

「え？」

　ディアナは小さく笑うと、丸まった康やす雄おの背を思い切り平手でたたいた。

「あがほっ!!」

　魔導機士の平手に、本気で噎むせてしまった康やす雄おの背筋が伸び、それを見たディアナは康やす雄おの背に手を当てたまま、言った。

「サンゾーが旅に出なければ、物語は始まりませんでした。それも、同じじゃありませんか？」

「えほっ……うぇっほ……え？」

「ヤスオが一歩踏み出さなければ、私わたし達たちは誰も戦わなかった。ヤスオがそうしようと決めて、私わたし達たちを引っ張ったから、私わたし達たち全員が前に進めている。サイユーキの人々にとって、サンゾーはきっとそういう存在だったのだと思います。私わたし達たちにとって、ヤスオがそうであるように」

「……そういう、ものかな」

「そういうものです。私じゃダメでした。もちろん、ショウコやフィーグライド少尉でもダメです。ヒデオもマドカも、今ここにはいません。たった今、シィに立ち向かって戦おうとする私わたし達たちは、ヤスオがいたからこうして困難に立ち向かえるんです」

　ディアナの言葉に、康やす雄おは複雑な笑みを浮かべた。

「そう言ってくれんのはありがたいけど……でも、やっぱ全部人任せってのは嫌だな」

「分かりますけど、無いものねだりです。さすがにそれは、あと二日三日ではどうにもなりません。諦めてください」

　このとことん煮え切らず締まらないところも含め、康やす雄おの性格だ。

　結果などどうでもいい。

　今アンテ・ランデの大地の上にいる人間の中で、最も純粋な気持ちで世界の闇に立ち向かおうとしている、頼りなくて、弱くて、それでも誰よりも英雄の心を持っている人間だ。

　ディアナはずっと、そんな人間の隣に立って戦いたかった。

　マドカ・スギウラに憧れるとは、そういうことだったのだ。

「ヤスオ」

「ん？」

「私はまだ、ショウコの場所には届きませんし、ショウコに誤解されたくもないんですが」

「ん？　帯たて刀わきさんが何？　誤解って何の話？」

「……私、自分がヤスオに特別扱いされていることが、少し、嬉うれしいです」

「……へ？」

　康やす雄おが目を瞬まばたいたのを見て、ディアナは少し目を閉じ、嘆息した。

　これくらいが、精一杯だろう。

「……少し、長話が過ぎましたね。明日も早いですし、風邪をひいてしまいます。そろそろ寝ましょう」

「ディアナ？　ちょっと待って、一体何……」

　康やす雄おは、部屋に戻ろうとするディアナの背を追おうとして手を伸ばした。

　その手が摑つかまれ、引き寄せられ、次の瞬間。

「ディ……」

「予行演習、です」

　気付けば康やす雄おは、ディアナを抱きしめる形になっていた。

「あ、あの……」

「ショウコは今のままのヤスオも好きですけど、いざというときにはこうやって、迷わずしっかりと抱きしめてあげてくださいね？」
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「あ……う……」

　湯上がりのディアナの髪の香りが鼻をくすぐった次の瞬間には、もうディアナの体は康やす雄おから離れていて、部屋の中へと戻っていた。

「いぃ……？」

　康やす雄おが夜風に晒さらされて、奇妙な唸うなり声をあげているのを背に聞いたディアナは、少しだけ楽しそうに、だが少しだけ寂しそうに微笑ほほえみながら、部屋の中を見回す。

「あら？」

　だが、翔しよう子この姿がなかったので慌てて浴室に飛び込むと、

「ディアナさん……やば、ちょっとのぼせた」

　そこには顔を赤くしたままのびている、翔しよう子この姿が。

　ライアが現れたかと思ったディアナは軽く安あん堵どすると、どうしたものかと眉根を寄せ、すぐにバルコニーに取って返すと、変わらず固まっている康やす雄おの目の前で、カーテンを閉めきってしまった。

「え？　ちょ」

「ヤスオ！　すいませんが、少しそのままバルコニーにいてください！　ショウコがのぼせてしまったので、ベッドに運びますから」

「ええ!?」

　分厚いカーテンに声がくぐもる。

　ディアナはすぐにまた浴室に取って返すと、翔しよう子こを湯舟から救い上げ、体の雫しずくを取るとベッドに軽々運び、部屋に備えられていた水差しを翔しよう子こに差し出す。

「疲れているところに長湯をしたせいでしょう。今日はもう寝ましょう」

「ん……そだね。ごめん、運んでもらっちゃって」

「きちんと体と髪は乾かしましょう。風邪ひいちゃいますよ」

「あついー」

　もぞもぞとベッドの上でのたうち回る翔しよう子この髪を魔法で軽くブローして、肩を貸しながらなんとか翔しよう子こに夜着を纏まとわせる。

「うう……ヤス君のばぁか……」

　まるで酔っ払いのように康やす雄おに対してボヤいた翔しよう子こだったが、横たわらせてやると、すぐに寝息を立て始めた。

　左目の炎は小さく穏やかに揺れ、呼吸は規則正しいが、結局毛布をかけず寝落ちしてしまったようだ。

「ヤスオの特別……か」

　ディアナは、翔しよう子この頰に触れながら呟つぶやいた。

『ディアナに一人前だと認めてもらいたい』

　ディアナを誰よりもディアネイズ・クローネ個人として尊重し、そう言い切る康やす雄おの顔を思い出し、ディアナは少しだけ頰を赤らめ、そして、眠る翔しよう子こに詫わびた。

「ごめんなさい……でも、私も、この特別扱いを、あまり逃したくないと、思い始めてます」

　言ってから、急に顔が熱くなったような気がして、ディアナはそそくさと翔しよう子こから離れ、もう片方のベッドに潜ろうとし、

「……ディアナ、まだ？　ちょっと寒くなってきた……」

「あっ！」

　康やす雄おを外のバルコニーに放置したままだったことを思い出し、慌てて康やす雄おを部屋にいれてやる。

　脱衣所と浴室の設備を早口で解説すると、先に眠る旨むねを伝えて今度こそベッドに潜る。

　少し、浮ついている。

　精神が安定しない。

　色々なことが起こり過ぎたせいだ。

　あとは、もしかしたらゲールデイトで遭遇したウィリアム・バーレイグの攻撃の後遺症が残っているのかもしれない。

　きっとそうだ。そういうことにしよう。

　ぐるぐると巡る思考を落ち着かせるために自己弁護を続けるディアナだったが、彼女自身も心身にたまった疲労に負け、あっという間に眠りに落ちたのだった。







「おい……噓うそだろ」

　風ふ呂ろから上がった康やす雄おは、灯あかりの落ちた寝室で途方に暮れていた。

　二つあるベッドの片方には翔しよう子こ。片方にはディアナが眠っている。

　ディアナは康やす雄おがとにかく緊張していたことを分かっているはずだ。

　そして、ベッドは両方とも、人が二人余裕で並んで眠れるほど広いキングサイズだ。

　だったら……。

「帯たて刀わきさんとディアナが同じベッドに入ってくれれば、いいじゃないか」

　康やす雄おがベッドで寝ようとすれば、必然どちらかの寝台に潜り込むしかない。

「無理。ソファだソファ。同じ部屋の中にいれば問題ないはずだ」

　だが、どういうわけか室内のソファは一人がけばかりだ。

　考えてみれば当たり前だ。

　ここは寝室で、キングサイズのベッドが二つあるのに、わざわざ長いソファを置いたりはしないだろう。

「……ここ、か」

　康やす雄おの選択は、ベッドとベッドの間だった。

　クローゼットから予備のシーツを取り出し、翔しよう子この側のベッドから何故なぜか四つもある枕を一つだけ拝借して、ベッドの間の絨じゆう毯たんの上に横たわる。

　キングサイズツインの隙間は、やはりキングサイズだった。

　毛足の長い絨じゆう毯たんのおかげもあって、自宅の自室のベッドよりも寝心地が良いいくらいだった。

「……もう、何がなんだか……」

　自分は一体何をしているんだろうという情けなさが込み上げてきた康やす雄おの耳を、

「んっ……」

「すー……すー……」

　翔しよう子この寝言と、ディアナの寝息の音が打つ。

　それを意識しただけで急激にまた緊張が高まり、しかも追い打ちをかけるようにして、翔しよう子こもディアナも康やす雄おがいる側に寝返りを打ったのだ。

「うぐ」

　寝相による夜着のわずかな乱れが一瞬視界を掠かすめ、また更に康やす雄おの心を大きく乱す。

「……てか待てよ。いざというときライアに対応するってことは……俺、寝ちゃだめなんじゃないか？」

　薄暗い中でも翔しよう子この左目の炎が小さく安定しているのは分かるが、このまま眠り続け、夜着の襟元が乱れる翔しよう子こを見続けるのは目に毒だし、かといって反対側ではディアナが似たような状況になっている。

「んんっ……んむぅ」

「すー……すー…………んんっ……ふー……」

「…………俺、今日ここで死ぬかもしれない」

　静かに混濁してゆく意識の中で、康やす雄おはそう、独り言ちたのだった。







　　間章




　夕食の準備をしながら、ハリーヤはぼんやりとテレビから流れる音声を聞いていた。

　夕方五時。

　ディアナと二人で住んでいることになっているアパートの一室で、ジャージ姿でぼんやりと寝転がっている有あり様さまは、折れた腕を三角巾で吊っているところさえなければ完全に予定の無い休日の会社員だ。

　康やす雄おと英ひで雄おがアンテ・ランデに行ってからは円まど香かと交代で和のど香かの護衛をしているハリーヤだったが、この日は和のど香かの中学校でサンシャメンダンなる行事があり、そのあと二人で買い物と食事に出かけるということで、ハリーヤは完全オフとなっていた。

　だが、剣けん崎ざき家の護衛が使命であり、日本の通貨を所持しておらず、その上けが人であるハリーヤにとって、完全オフとはアパートでゴロゴロする以外やることがないのである。

　英ひで雄お不在を狙って炭鉱のカーネリアンやシィが現れる気配もなく、和のど香かの周囲は安全そのもの。

　緊張感を失っているわけではないが、さりとて円まど香かもハリーヤも、和のど香かの生活を制限するほどぴりぴりしているわけでもない。

「まぁ、たまには親子水入らずというのも悪くはないだろう」

　そんな折、二人きりで行動する予定があるのであれば、ハリーヤが割って入るのも野暮な話だろう。

『まず最初に、速報です』

「ん？」

　夕方のニュースが始まると同時に、キャスターが緊迫した表情で言った。

『先ほど午後四時過ぎ、埼玉県入間市の国道十六号線で、路線バスと乗用車が衝突する事故がありました。現場はアウトレットモール沿いの片側二車線道路で、多くのけが人が出ているという情報もあります。現場近くからの中継です……』

「物騒な話だな……たまにものすごい速度を出している奴やつがいるから、こういう事故も起こるのだろうな。シィ以外にも警戒することは意外と多い」

　ハリーヤはしたり顔で頷うなずくと、少し減った腹はらを満たすべく、テレビをつけたまま冷蔵庫の中身を見にキッチンへと向かった。

　なので、

『未確認の情報なのですが、バスに乗っていたはずの乗客の方が大勢現場からいなくなっているということです。そのため警察消防ともに被害が把握できていない状況で……』

　炎上大破したバスの映像と、現場の記者の様子を、ハリーヤが見ることはなかった。







　　三章　勇者のムスメと仲間達




　耳当てをして尚なお、高空の空気が肌を切り裂くほどに冷たくなってゆくのが分かった。

　厚い空気の層を通して見る山並みは、山体の岩肌の色と相まってどこまでも碧あおく見える。

「正面に並んだ、双子の山があるだろう。そのふもとにオーデムの遺跡にたどり着く参道の入り口がある。そこからは歩きだ」

「うえー……マジかー」

　バスケルガルデの魔導機士ガイウスの解説に、翔しよう子こは顔を顰しかめた。

「このまま空を飛んで行くんじゃだめなんですか？」

「オーデムは、バスケルガルデ北ほつ方ぽう諸原住民の聖地であり、天然の要害にある。空から鱗うろこ象でたどり着けるのはふもとの騎士団の管理村までだ」

「あー……そういうのは、確かに大事にしなきゃですよね……うー、さぶ」

　着ぶくれた体を震わせながら、翔しよう子こは鞍くらの隙間から鱗うろこ象、ハナちゃんの鱗うろこを撫なでた。

「それにしても凄すごいね……関所を気にしないなら、ハナちゃんこんなにスタミナあったんだね。ホルストロから、もう三時間近くぶっ続けで飛んでるもんね」

「この鱗うろこ象は良いい鱗うろこ象だ。ホルストロ大隊の軍用象に採用したいくらいだ。育てた者の腕が良かったか、餌場に恵まれていたかしたのだろうな」

「つぶしも利くんだねぇ。偉いえらい」

　翔しよう子この言葉を理解したわけではないだろうが、ハナちゃんはくすぐったそうなくぐもった声を上げながら、徐々に高度を下げ始めた。

「ところでヤス君。体調は大丈夫かい？」

「…………」

「……ハナちゃん。下降はゆっくりしたげて」

「ははは！　新時代の英雄、ゲールデイトの聖者が、よもや鱗うろこ象に酔うとはな！」

「……聖者だからって、乗り物、強いわけじゃ……うぶっ」

　山地に近づいたことで気流が乱れたのか、ハナちゃんが大きく揺れた。

　これまで静かだった康やす雄おは、体の奥底からぶちまけられそうになるあれこれを必死で耐えているが、そろそろ体から何かが溢あふれそうだった。

　翔しよう子こが言うように、既にハナちゃんは三時間続けて飛行している。

　ゲールデイトからホルストロに到達するまでは、折々に関所があったこともあって一度に一時間以上飛空することがなかったため、康やす雄おもなんとか耐えてきた。

　だが、長時間、生身で耐えられる程度の高空で、しかも天候の荒れがちな地域を飛ぶ段になり、康やす雄おは実は自分がハナちゃん酔いすることに初めて気づいたのだ。

　母方の祖父母の家が北ほつ海かい道どうの札さつ幌ぽろであるため、飛行機なら何度も乗ったことがあり、飛行機酔いもしたことはなかったはずだが、やはり空飛ぶ生き物の上というのは違うようだ。

「ガイウス大尉！」

　そこに、ハナちゃんと並んでもう一頭、一回り小さい鱗うろこ象が並走し始めた。

「あの双子山が、オーデムの山門ですか!?」

　手綱を握っているのはディアナで、同乗しているのはフィーグライドだ。

　ガイウスはディアナの問いに頷うなずき、

「打ち合わせ通り、クローネ少佐が先行して降下をお願いします！」

「承知しました。ああ、もう着陸地点の目印が見えますね。ショウコ、あのかがり火が三つ、三角形に配置されているのが見えますか!?」

「大丈夫！　見えた！　あそこね！」

「先に行きます。フィーグライド少尉、摑まっていてください！」

　ディアナはそう言うと、鱗うろこ象を急降下させ三つのかがり火の目印目掛けて滑空してゆく。

「じゃあハナちゃん、私わたし達たちはゆっくり行こう。ヤス君がうっかり戻しちゃったらハナちゃん悲しいもんね」

「な、なんとかがんばうぉぇっ……」

　ディアナの後を追ってハナちゃんの手綱を握り降下させているのは、意外にもガイウスではなく翔しよう子こだった。

　元からバーロールを相手に軍用でないはずのハナちゃんに無茶な機動をさせていた翔しよう子こは、どうも鱗うろこ象の扱いに関して天性の才能を持っているらしい。

　ガイウスは、万一のことがあったらすぐに助け船を出そうと構えつつ、シィを左目に宿す少女の、初心者とは思えぬ手綱さばきに舌を巻いていた。

　ホルストロを出て英ひで雄おがいると目されているオーデムの遺跡に向かうにあたり、レオニードから出された条件は、予想通り魔導機士ガイウスの同行であった。

　名目上は、レオニードがオーデムに派遣する偵察用小隊の隊長をガイウスが務め、康やす雄お達たちはガイウスの部下、という形になっている。

　その際、ハナちゃんに一度に騎乗できるのは四人であるため、新たな鱗うろこ象を一頭、レオニードから借り受けたのだ。

　ハナちゃんにガイウスと康やす雄おと翔しよう子こが同乗したのは、単純にガイウスとの距離を縮めるためである。

　ホルストロを発たってからしばらくして、康やす雄おと翔しよう子こは自じ分ぶん達たちがホルストロに至るまでの事情を簡潔に、だが正直に包み隠さず伝えた。

　ガイウスが全てを信じてくれたかどうかは定さだかではないが、こうして翔しよう子こにハナちゃんの手綱を任せているあたりは、一定の信頼は得たのではないかと、康やす雄おは思っている。

　この提案を康やす雄おがしたとき、ガイウスは少し意外そうな顔をしたが、ガイウスの役割が、康やす雄おと翔しよう子この動向を観察することなのは自明のことだ。

　それならば、最初から胸きよう襟きんを開いて色々なことを話してしまった方がいいと判断したのだが、誤算は康やす雄おが真剣にハナちゃん酔いをしたことだった。

　結果、ここまでの道みち行ゆきでガイウスと話をしていたのはもっぱら翔しよう子こだけであった。

　ヘリポートの如ごとく広くとられた鱗うろこ象の着陸スペースに向けて、翔しよう子こは危なげなくハナちゃんを着陸させる。

「ほれ、ヤス君大丈夫？　地面だよ」

「う……あ、はい……うぐ」

「ヤスオ、手を貸そう。こちらへ」

　ふらふらと鞍くらから降りようとする康やす雄おを、上から翔しよう子こが、下からフィーグライドが支える。

「クローネ少佐のお話が無ければ、とてもじゃないが、ヤスオが勇者ヒデオの長男だなどとは信じられんな」

「博物館の八ミリで、私は逆にヤス君のお父さんが本当に勇者だったんだってようやく信じられましたよ」

　ガイウスの独り言に近い呟つぶやきに翔しよう子こが苦笑し、ガイウスも頷うなずく。

「あの八ミリは俺も子供の頃よく見た。なるほど、君にとってはそういうことになるのか」

「ベクトルは逆でも、感覚はよく分かります。ヤス君、離すよ。ほいっ」

　這ほう這ほうの体で地面に降りた康やす雄おが、数歩歩いた先で尻もちをつく。

　ディアナとフィーグライドが見るに見かねて手を貸しているのを見て、翔しよう子こはガイウスと顔を見合わせて笑う。

「ま、見えないですよね」

「見えないな。先に降りる。手を貸そう」

「ありがとうございます」

　ガイウスがひらりと鞍くらから飛び降り、下から翔しよう子こに手を貸す。

「見えないと言えば、君もまるで長年訓練を受けた鱗うろこ象の名手のようだ。とてもそんな風には見えないが」

「自分でも不思議なんですよね。日本でも別に動物に乗った経験とか無いんですけど、不思議とハナちゃんはゲールデイトにいた頃からなんだかウマがあって」

　翔しよう子こは嬉うれしそうにハナちゃんの脇腹の鱗うろこを撫なで、そして言った。

「これ、多分私の中のライアってシィの力なんですよね。やだな。ライアがいなくなったら、ハナちゃん私の話聞いてくれなくなっちゃうのかな」

「……！」

　ガイウスが軽く目を見開くと、翔しよう子こは肩をすくめる。

「動物を意のままに操ることがどれだけ大変かは、知ってるつもりです。秘められた才能のおかげで目と目で心が通じ合った、なんて都合のいいこと考えたりしませんよ」

「いや、すまない。少し、意外だったものでな」

「この世界に来てそれまでの私にできなかったはずのことができたとしたら、今のところ大体はシィの力です。私はヤス君と違って、日本で魔法や魔導の訓練も、筋トレもしてません。先祖も代々異世界なんか関係ない日本人です。そんな私がこの世界に来た途端に次々才能に目覚めるなんて、あり得ないですよ」

　淡々とそう言う翔しよう子こに、ついガイウスは立場を忘れて言った。

「分からないじゃないか。たまたまニホンにいない鱗うろこ象を扱う才能が君の中に眠っていたのかも……」

「それはそれで凹へこみますね。才能の持ち腐れ確定じゃないですか」

　今後の翔しよう子こにどれほど鱗うろこ象と接する機会があるかを考えれば、発覚しない方が良かったレベルの才能だ。

「でも、ありがとうございます。ガイウスさんは、言ったら悪いですけど、私やヤス君にあんまりいい感情持ってないだろうなと思ったんで、そんな慰めるようなこと言ってもらえるとは思いませんでした」

「そう思われても仕方はないか。あんな話をしてしまったあとだからな」

　ガイウスが言うのは、康やす雄お達たちがバスケルガルデの騎士団に出頭して、ハナちゃんと鱗うろこ象厩きゆう舎しやで再会したときのことだ。

　軍事博物館で出会ったガイウスが康やす雄おと翔しよう子こに対して最初に抱いた印象は、勇者ヒデオ詐欺とシィによる復活詐欺のハイブリッド犯罪集団という最悪のものだった。

　シィが死者の姿を取って現れる、ということは既に世界中に周知されている。

　このことを『復活』と称し、魔導と化学を合わせ、人為的に黒い炎を衣類に灯ともし、シィを名乗らせて、シィの中から死んだ人間を復活させられると吹聴し、金品をだまし取るという救いようのない詐欺が横行したのだ。

　連邦首都の治安維持組織の側面もあるホルストロ大隊のガイウスは、そんなケースを嫌というほど見てきたのだろう。

「定番は焰ほむら狼おおかみの獣脂に煤すすを染しみ込こませた服の袖や外がい套とうの背を燃やすやり方だ。炎色反応を用いた黒い炎を出すんだ。黒い色は三十分と持たないが、まぁ……弱い人間を騙だますには、十分だ。普通の人間は、体に火をつけてまで他人を騙だます奴やつがいるなんて思わないんだろうな」

「どこも、詐欺の話は一緒なんですね」

「死んだ人間が生き返ったりしないなんて、誰でも分かってるはずなんだがな」

「……すがりたい、ものなんでしょうか」

「すがらせてしまってはいけない。だから」

　その途端、ガイウスの目が鋭く翔しよう子こを見た。

「すがらせてしまう原因は、絶たねばならない。俺はヤスオ以上に、君のシィに消えてほしいと思っている」

　ガイウスの言わんとすることは理解できた。

　翔しよう子この内側のライアは、見方によっては死んだ人間の意思がこの世に戻ってきたに等しい状態だ。

　この事実が広まれば、治安に影響が出るのは避けられないだろう。

　それどころか、シィに対抗するという意思すら弱まってしまうかもしれない。

　そして、ガイウスが帯同した真の理由を、翔しよう子こは今、言外に告げられた。

　万が一にも翔しよう子この存在が公になるようなことになれば……。

「ありがとうございます。心強い味方ができたんだと思っておきます」

「……ああ」

　ガイウスとしても、積極的に翔しよう子こをどうこうしたいわけではない。

　彼もまた、かつては勇者に憧れた少年だったのだから。

「行きましょう。ディアナさん達たちが待ってます」

「ああ」

「ハナちゃん、このおじさんについていってね」

　ディアナが、オーデムに向かう山道を管理していると思われるバスケルガルデ騎士団の兵装の男に迎えられ、乗ってきた鱗うろこ象を預けているのが見える。

　翔しよう子こはフードを目ま深ぶかに被かぶりなおし、ガイウスに手綱を預ける。

「私が預けるわけにいかないでしょ」

「……確かにそうだ」

　頷うなずいたガイウスが、少しだけ翔しよう子このことを気にしている様子のハナちゃんを引っ張ってゆく。

　その姿を見送りながら、翔しよう子こは殊更にフードの前を下げながら溜息を吐いた。

「……そうだよね。そういう事情もあるよね。厳しいわこりゃ」

　そう嘆息しながら、フィーグライドに連れられて着陸場の隅のベンチで青息吐息になっている康やす雄おの元へと向かう。

　その康やす雄おは、

「どうしたんだ。もしかして昨夜、あまり眠れなかったのか」

　という、思春期男子として当たり前だろうと答えることすら億おつ劫くうになりそうなフィーグライドの質問を受け、案の定答えることができずにただ俯うつむいているだけだった。





※






「思ったより、整備されてるんだな」

　オーデムの遺跡までの山道は、山道と言われている割にはかなりしっかりと人の手が入っているように見えた。

　空を飛んで来たために気づかなかったが、どうやら山道入り口と近郊諸都市との街道のアクセスも悪くはないらしい。

　急坂には丸太や石の階段が設しつらえられ、緩やかな道は砂利が敷かれている。

　山間の道であるためときには道を挟む左右の山肌が崖じみて屹きつ立りつすることもあるが、驚くべきことに落石防止のネットまで張られていた。

「カタリナさんとこの森に比べたら、こんなのハイキングコースだね」

「……登山道くらいじゃないかな」

　ハイキングと呼ぶには、やや空気が薄く、身体能力に対して何のアシストも持っていない康やす雄おには、ややハードな上り坂が続いているが、確かに『古代人の遺跡』などという響きから想像されるような難所ではなさそうだ。

　そして、こういった予想が裏切られるときは大抵……。

「オーデムの遺跡は勇者ヒデオが聖剣の力を完全に覚醒させた場所だ。魔王コール戦役後は、事実上の聖地として扱われている」

　こういう理由があるのがお約束であり、さすがにもう慣れた。

「ヒデオ一行が到達したときは、山道こそ開かれていたが、ここまで整備されたものではなかった。野生生物も多く、山も手入れされていなかったから、オーデムに到達するのにかなり苦労したと聞いている。だが、山道や街道が整備されて以降は、参拝者も多くなって、それに伴って整備の費用も捻出されて……」

「どこの世界遺産認定ですか……」

　ニュースで聞いたことのあるような話に、慣れている康やす雄おも苦笑を禁じ得ない。

「他人ひと事ごとではないぞ。万が一ヤスオがこれから何か偉業を達成してそれが世界的に喧けん伝でんされれば、聖者の足跡として君が関わった何かがそうやって称たたえられるかもしれないんだからな」

「その場合、ゲールデイトが最初の聖地になるのでしょうね」

　フィーグライドがそう言って、康やす雄おは久々に身震いした。

　ゲールデイトには既に『ヒデオ聖せい剣けん川がわ』なる康やす雄おにとって噴飯ものの聖地があるのだ。

　アンテ・ランデの平和を希求する気持ちに変わりはないが、ヒデオ聖せい剣けん川がわにならんでヤスオ何なに某がしの名前が残ってしまったら、剣けん崎ざき家末代までの恥だ。

　そんな康やす雄おの心中を知ってか知らずか、

「いいじゃん、バーロールに壊されたあの放送塔なんかいいんじゃない？　ヤスオ聖歌タワーみたいな感じで」

「それいいですよショウコ！」

　翔しよう子ことディアナは勝手なことを言ってくれている。

　想像するだに身の毛もよだつ恥ずかしさとバカバカしさだが、これまでの経験上、冗談と切って捨てられないのも確かだ。

　やはり何かを達成しそうになったらディアナかフィーグライドに代わってもらおうか、などとあまりにぼんやりとした皮算用を康やす雄おがし始めたときだった。

「なるほど。確かに、妙なことになっているな。全員止まれ」

　ガイウスが制止する声に交じる緊張に、全員の視線が集まる。

「どうしました、ガイウス大尉」

　ディアナの問いかけに、ガイウスは声を出さずに少し前方の地面を指さした。

　ディアナとフィーグライドはすぐに身を低くし、康やす雄おと翔しよう子こもなんとなくその姿勢に追随する。

「砂利道が、乱れていますね。足跡も沢山……」

「二十人規模の行軍の跡ですね」

　ディアナとフィーグライドの分析に、ガイウスも頷うなずく。

「ここまでそれらしい痕跡は無かった。ふもとの管理村でも、そんな規模の集団が来たなどという話は無かったはずだ……」

「侵入者、ってことですか？」

「そう……いうことになるのだが、その割には何というか……」

　翔しよう子この問いに煮え切らず、周囲をきょろきょろと見回すガイウス。

「ガイウスさん、これ、焚たき火びの跡じゃないですか？」

　康やす雄おが、山道の脇にわずかにできた窪くぼ地ちに、焚たき火びの痕跡を見つけてガイウスは更に眉を顰ひそめ、ディアナとフィーグライドも険しい顔をする。

「三人とも、どうしたんだ？」

「妙です。ちぐはぐなんです」

「だから何が」

「この道はオーデムに続く山道です。国家に管理されていて、空からは入れず、踏み入った記録も痕跡もない集団が、こんなに露骨な痕跡を後始末すらせずに残している。あれ、見てください」

　ディアナが指さしたのは、焚たき火びの痕の隅に転がっていたものだった。

「魚を焼いて食べたのでしょう。頭の部分だけ残して捨てています」

「……なんか、吞のん気きにキャンプしてるようにも見えるな」

「そうだな。ヤスオ。あそこを見てみろ」

　フィーグライドが指さすところを見てみると、確かに楕だ円えん形に大きく砂利がくぼんでいる箇所がいくつもあった。

「砂利が大きくくぼんでいるだろう。多分誰かが、ここで横になったんだ。上からも下からも見通しの良いい露天で侵入者が焚たき火びを起こして眠るとは考えづらい」

　康やす雄おにも、その場に大勢の人間が横たわったであろうことは容易に予想ができた。

「ガイウス大尉。オーデムには、盗掘を警戒するような貴重な史跡があるのですか？」

「いえ、そもそも金銀財宝の類が見つかるような遺跡ではありません。歴史的価値のある建造物と言えばそうかもしれませんが、だからと言ってオーデムの石レンガなんかを勝手に持ち去ったところで、金に換えられるようなものではないと思います」

「心理的な効果を狙って宗教施設を破壊するテロリストみたいな線は？」

　康やす雄おの問いにも、ガイウスは渋い顔だ。

「それこそ、バレないようにやるだろう。これは完全に素人しろうとの痕跡だ。あれを見ろ、足跡は残らず山道を上に向かっている」

「それなのに、ここまでそれらしい気配は一切無し……か。確かに変ですね」

「ああ。このまま進めば、この集団と遭遇する可能性は極めて高い。クローネ少佐、フィーグライド少尉。少し、進行速度を緩めて、フォーメーションを堅持しましょう。自分が先頭を歩くので、ヤスオとショウコを間に挟み、二人は後ろを……」

「ヤス君!!」

　ガイウスが軍人らしい案をディアナとフィーグライドに伝えようとしたそのときだった。

　焚たき火びの周囲をうろうろしていた翔しよう子こが、真っ青な顔で駆け寄ってきた。

「これ見て!!　ディアナさんも!!」

　翔しよう子この手には、どう見てもゴミにしか見えない白いものが摘まれていた。

　湿気と砂利の隙間の砂で汚れたそれを見た瞬間、康やす雄おとディアナは、文字通り眼めを剝むいてしまった。

「なんでこんなところにこんなものが!?」

「どういうことなんですかこれは!!」

「どうしたんだ二人とも」

　狼狽うろたえる康やす雄おとディアナを見て、フィーグライドが逆に驚く。

「一体何なんだそれは」

　ガイウスもピンとこない様子だった。

　最初に発見した翔しよう子こも、どう説明したらいいのか困惑した様子で、結局、見たままのことを言うしかなかったのだ。

「……フレンドマートの、枝豆昆布おにぎりの袋」

「「は？」」

　魔導機士の男二人が異口同音にそう言っても仕方がないし、何なら康やす雄おも翔しよう子こもディアナも、混乱の度合いで言えば同じだった。

「だからフレンドマートの枝豆昆布おにぎりの袋なんですよ！　百三十円の！」

「だから何なんだそれは！」

「日本のものなんです！　日本にしかないはずのものなんです！　こんなもの、俺も帯たて刀わきさんも親父おやじもディアナも、アンテ・ランデに持ち込んでない！」

　康やす雄おは焚たき火びを食い入るように見つめる。

　雑に組まれた焚たき火びの隅に、それは残っていた。

　雑誌の表紙だ。

　硬い紙にカラー印刷され、燃えきらずに残ったのだろう。

　ゴルフ雑誌の表紙の切れ端だった。

「ここに、いたのは……！」

　その瞬間、低く唸うなるような音が、山道を抜ける。

「っ!!」

　爆発音だ。

　日常で聞くはずのないその音を、康やす雄おも翔しよう子こももう幾度も耳にしている。

　自然に発生する音ではない。

　それは、戦闘による爆発音だ。

「ディアナ！　フィーグさん！　ガイウスさん！　行ってください!!」

「ヤスオ!?」

「何が何だか分からない……でも爆発したところには……」

　康やす雄おは、焚たき火びの燃え残りの雑誌を握りしめ、吐くように言った。

「爆発の場所にいるのは……何も知らない日本の人だ!!」





※






　その遺跡は、人気の洋画シリーズの最終章に登場する岩肌を削った遺跡にそっくりだった。

　映画の中では、その遺跡の中には不老不死の秘密が隠されていたはずで、撮影に使われた遺跡は、世界遺産であり観光地にもなっていると聞いたことがあった。

　だが、それが日本にあるなどという話は聞いたこともない。

　しかも、今、自分の目の前に現れた存在は、それこそこれまで経験したいかなる知識、概念からもかけ離れた存在だった。

「小お川がわさんっ！　危ないっ!!」

「うわああっ!!」

　目の前に振り下ろされた黒く燃える棒状の何かを、小お川がわと呼ばれた男はへっぴり腰で回避した。

　回避したにはしたが、腹周りの肉がぶるんと震え、その重さに膝が耐え切れずに情けなく尻もちをついてしまう。

「は、はひぅ！」

「小お川がわさん大丈夫!?」

「ひ、あ、だ、だい、だい……」

　呼びかけてくる少女の声に答えようとするが、舌がもつれて上手うまく声が出ない。

　急だった。何もかも訳が分からなかった。

　遺跡の外で一夜を過ごすために焚たき火びを設営しようとしたら、突然地面からタケノコのように黒い何かが噴き上がった。

　その途端、小お川がわとともに焚たき火びの用意をしていた少女が何事かを叫び、小お川がわを突き飛ばした。

　小お川がわがその瞬間までいた場所に振り下ろされていたのは、剣のような何か。

　振り下ろしていたのは、黒い炎を纏まとった、人間だった。

「な、なんだこれは……なんだ、ばけ、化け物！」

「立って小お川がわさん！　中の人ひと達たちにも知らせて！　絶対遺跡から出ちゃダメ！　あと、なんか長い棒持ってる人はなんとかして！」

「あ、ひ、いや……」

「もうっ！　しっかりしてよ!!　鈴すず木きさん！　赤あか池いけさん！　誰か！　小お川がわさんのこと助けて!!　あと誰も遺跡から出さないで!!」

　少女は、自分と同じように焚たき火びを設営しようとしていた年上の男達たちに向かって叫ぶ。

　彼らは事態が摑つかめてこそいないが、あまりに現実離れしすぎた光景のせいか慌てるというよりは戸惑っており、黒い人型の炎を遠巻きにしつつ、少女がかばう小お川がわの巨体を抱え上げるために近寄ってくる。

「来ないで……来ないでよ……私まだそんな細かく調整できないから、あんま近づかれるとみんなのこと巻き込んじゃうって……うそっ!!」

　視界の隅で、更に炎が噴き上がる。

　まるでこれから火を灯ともされる焚たき火びを潰そうとするかのように、人型の黒い炎が三体。

「みんな！　巻き込んだらごめん!!」

　少女は叫ぶと、両手を体の前で組んで、大きく右足を振り上げた。

「地の底に眠る炎の車輪よ、その轍わだちで叡えい智ちを開け!!」

　少女は、振り上げた足を思い切り地面に叩たたきつける。

　その瞬間、小お川がわに迫っていた黒い人影が、赤い炎の柱に包まれ動きを止めた。

「早く逃げて!!」

「う、ぐ……」

　鈴すず木きと赤あか池いけに助け上げられた小お川がわの前で、少女は更に叫ぶ。

「地の底に眠る炎の車輪よ、その轍わだちで叡えい智ちを開け!!　もう一回！　開け！」

　子供が地団太を踏むように少女が右足で地面を踏みしめるたび、黒い人影を覆うように地面から炎が噴き上がる。

「早く！　みんな遺跡の中へ！　早くっ！」

「あ、ああ、分かった！」

　男達たちを追い立てながら、少女は背後を振り返る。

　あの炎で足止めできる時間などたかが知れている。

　自分に、温存などという悠長なことを言っている余裕も実力もない。

　ならば、今この場でできることをするしかない。

「地の底に眠る炎の車輪よ！」

　男達たちが全員遺跡に飛び込んだことを確認してから、少女は再び叫んだ。

「地の底に眠る炎の車輪よ！　地の底に眠る炎の車輪よ!!」

　体の中で、一言一言重ねるたびに、まるで嘔おう吐とする直前のような不快感と膨張感が増す。

　それでも唱えることをやめてはならない。

　自分は、これしか知らないのだから。

「地の底に眠る炎の車輪よ!!　叡えい智ちの轍わだち、叡えい智ちの轍わだち！　叡えい智ちの轍わだちを全て解き放て!!」

　少女は、とどめとばかりに両足で大きくジャンプし、着地と同時に両の足を地面に叩たたきつけた。

　その瞬間。

「きゃああああっ!!」

　少女の悲鳴がかき消されるほどの爆発が、三つの影を襲った。

　元々湧き立っていた炎の車輪を巻き込んで、ため込まれた炎の魔力が一気に解き放たれたのだ。

　顔や掌てのひらを灼やくほどの閃せん光こうにあおられながら、少女は石造りの遺跡に飛び込む。

「思ったより大きくなっちゃった！　もっと奥へ！」

　入り口のすぐ内側で不安そうな顔をして様子を見守っていた男達たちの傍かたわらを駆け抜け、少女は更に奥へと駆け抜け、男達たちもそれに続いた。

　わずかだが入り口に炎が吹き込み、少女のスカートの裾を焦がす。

「ふー……ふー……た、倒したかな……」

「す、すごかったね……さ、さっきのって、やっぱり魔法ってやつかい？」

　小お川がわという名の男の問いに、少女は小さく頷うなずく。

「信じてもらえないかもだけど……そう」

「いや、信じるも信じないも、あんな大きな火、テレビでも見たこと無いよ……」

「うん……ちょっと、疲れた」

「でも、助かったよ。もしかしたら夕べ、焚たき火びに近づいてきた動物を追い払ってくれたのも……」

「気づいてたの？　なんか大きな猫みたいなのがいたから、ちょっと脅おどかしたの」

　青い顔をしつつ、余裕を見せる少女を見ながら、小お川がわは感心したように頷うなずいた。

「この訳の分からない状況では、何であれ使えるものは使わなきゃならない。少なくとも今僕は、君に助けられたんだと思う。あんな爆発が起こっちゃ、化け物も生きてはいないだろう。立てるかい？」

「……なんとか。ごめん。焚たき火び、ふっとばしちゃった」

「ははは、あんな物もの凄すごい炎が燃え盛ってるんだから、あれが落ち着けば……」

　小お川がわが乾いた表情を入り口に向けたそのときだった。

「あ、あ……！」

　入り口から、黒い炎が割って入ってきた。

　一体だけだ。

　だが、確実に、こちらに向かってきている。

「……ダメなの……やっぱ、私の力じゃ……何か、足りないのかな……」

「あ、あんな爆発の中を……た、立つんだ、逃げるんだ……！」

「……もっかい、やってみる、小お川がわさん、逃げ……うっ……」

　無理を承知で立ち上がろうとした少女は、そのまま崩れ落ちた。

　全身から力が抜ける。

　筋肉が、体をまるで支えてくれない。

「う、そ……」

「あ、あ……！　ああ！」

　全身を震わせながら、小お川がわが少女を担かつぎ上あげようとするが、

「ぎゃっ!!」

　黒い影が小お川がわに肉薄し、真正面からその体を蹴り上げ吹き飛ばす。

　悲鳴を上げる小お川がわの様子を見て、他の男達たちは完全に足がすくんでしまった。

　すぐそばにいるのに、少女に駆け寄ることができない。

「うぐ……」

　地面に倒れ伏した小お川がわの目の前で、少女に黒い怪物の刃が迫った。

「に、逃げ……ダメだ、そんな……」

　小お川がわは叫んだ。

「和のど香かちゃん逃げろ!!」

　だが、既に剣けん崎ざき和のど香かは微み塵じんも動けなかった。

　迫る黒い刃を見上げることもできないほど、全身から力が抜けていた。

　ああ、こんな訳の分からないところで、知り合って間もない人の前で殺されちゃうんだ。

　そんな思考すら、脱力によって閉ざされようとした瞬間だった。







　二筋の光が、黒い炎を四つに断ち割った。







「ふうううっ[image: ]」

　遺跡の入り口から、金色の弾丸が炎の壁を割って飛び込んでくる。

　弾丸は黒い炎を切り裂くと、和のど香かや小お川がわを守るように立ちはだかった。

「何故なぜこんなことになっているのか分かりませんが……間一髪、間に合ったようですね」

「あ……」

　和のど香かは、目を開いた。

　耳に聞こえたその声に覚えがあり、呼吸が戻る。

[image: ]

　戻る呼吸を感じる。

　自分は生きている。

　その瞬間、闇に閉ざされかけた視界が温かく開けたような感覚を覚えた。

「……！　か……！　和のど香か！　しっかりしろ！　無事か！」

「……あ」

　ぼんやりした視界がはっきりして、耳に馴な染じんだ声以上に、遺伝子レベルで馴な染じんだ顔が、目の前にあることに気づき、和のど香かはつい、口元が緩んでしまった。

　そのことが非常にムカつくが、それでも緩んでしまった。

「おっそいよ……お兄ちゃん。何してんの、私、来ちゃったよ……あー、もう」

　どうせ、この何日かでそんなに変わっているはずが無いのだ。

　それなのに、兄の顔を見た途端、安あん堵どで視界がかすんでしまった。

「こわ……怖かったんだよ……いきなり、変な所、これ、私……」

「もう大丈夫だ。もう大丈夫だぞ!!」

　兄も、狼狽うろたえているのだろう。

　当然だ。

　所沢に置いてきたはずの妹が、何処どことも知れぬ山の中の遺跡でシィと戦っていたのだ。

　しかも、最前線で炎の魔法を駆使して。

　驚いてもらわなければ、命を張った甲か斐いが無い。

「……ノドカ。色々言いたいことはありますが……今はこれだけ」

「ディアナさん……」

　炎を背景に振り返ったディアナは、思いがけず優しい顔をしていた。

「素晴らしい威力でした。後で、お説教です」

「へへ……おかげで、私も人を守れたよ」

「ええ。ですからその分はおまけしておきます……ヤスオ」

「ああ」

「まずはノドカの治療を。後の送りもお任せします。シィは我々が」

「頼む」

　いつの間にか和のど香かの炎は消え、入り口から更に二体、シィがのっそりと入ってくる。

　いささかの痛つう痒ようも与えている様子が無いことに和のど香かは軽く絶望するが、ディアナも兄も、微み塵じんも揺らぐ様子が無い。

　それもそのはずだ。

　シィを追うように、和のど香かの知らぬ男性の魔導機士が二人、威風堂々入ってきたのだ。

　三体のシィは、三人の魔導機士の武機によって目にもとまらぬ間にばらばらにされ、残った黒い炎を、兄の送りの歌が煤すすに変えて虚こ空くうに散らし、後にはただ、和のど香かの炎が穿うがった地面と遺跡の壁の焦げだけが残ったのだった。





※






「アウトレットの近くの交差点で乗ってたバスが事故ったとこまでは覚えてるんだ。バスが混んでて、お母さんとは少し離れたとこに乗ってたの。運よく途中で目の前で席が空いて座ったのが、非常口のとこの席。何の冗談だって感じよね」

「私は和のど香かちゃんの前の席に座っていたんです。いや、アウトレットもできて随分経たちますから油断してたんですが、大荷物を抱えて乗るバスじゃありませんねあれは」

　オーデムの遺跡の入り口。

　巨大な吹き抜けで再び焚たき火びを作り、ガイウスとフィーグライドが歩ほ哨しように立つ。

　遺跡の中には、和のど香かや小お川がわを含め、なんと十二人もの日本人が身を潜めていた。

　全員が和のど香かと同じバスに乗車しており、気が付くと全員がオーデム近くの山の中にいたという。

「どう見ても植生が関東地方のそれじゃなくてね。驚きましたよ。でもそのうちに日本ですらないんじゃないかって思い始めてね。花も木も虫も、見たこと無いものばかりだったから」

　小お川がわは五十前後の中年男だった。

　英ひで雄おと変わらぬ年頃であろうが、フィッシャーベストに厚手の長ズボン。鍔つば広びろの帽子に偏光グラスなど、どこからどう見ても釣り人という雰囲気だ。

「その格好で、バスに乗ってたんですか？」

「いやいや、友達の家に行く途中だったんですよ。翌朝早くに友達の車で奥おく秩ちち父ぶにキャンプに行く予定でね。それがまさかこんなことになるとは思いもしませんでしたが……」

「小お川がわさんいなかったらヤバかったよ。初日は道に出ることもできずに山の中だったからさ」

　小お川がわの所持していたキャンプ道具が、一行の大きな助けになったことは疑いの余地はないだろう。

　気候が極端でさえなければ、短時間で火を熾おこせるだけでも遭難時の生存率に大きく影響する。

　渓流で魚を釣って食料を分け合い初日を凌しのぎ、あの山道に出たのが翌日の夕方。

　整備された道に出られたとは感じたものの、自分の位置が分からないのに夜山道を歩くのは危険だと判断し、そこでまたビバーク。

　翌朝になったら山道を下方向に向かおうということになったのだが……。

「なんか、小さいワニみたいなのに、道塞がれちゃってさ」

「ワニ？」

「恐らく、三さん尾び爬は虫ちゆうのことだろう。三つの尾を持ち、毒を持つ。群れる習性もある。この季節はあまり見ないのだが、よく無事だったな」

　離れたところからガイウスが注釈を入れてくれた。

「なんだか、ああいう格好の人が流りゆう暢ちように日本語を話されているのは、少し不思議ですね」

　小お川がわが素直な感想を述べた。

「キャンプや登山で熊に出会ったとき、登った先に見つけるか、下りる先に見つけるのかでは危険度が大きく違います。下りる先にいたら、逃げるルートは限られてしまうわけですからね。我々はこの山のことを何も知らない。結局ひたすらワニを刺激しないように、上に登って安全な場所を探す他ありませんでした。ですが……」

　群れの中で比較的大きなサイズのワニが、和のど香か達たちを見つけて、砂利道を信じがたいスピードで這はい上あがってきたという。

　小お川がわは無我夢中で釣つり竿ざおで抵抗しようとしたが、キャンプついでに渓流釣りに使う釣つり竿ざお程度で怯ひるむような相手ではなかった。

　万策尽きたそのとき、小お川がわの目の前で、炎の柱が突然噴き出したのである。

「最初、何が起こったのかさっぱり分からず二重にパニックでしたよ。他のメンバーも、完全に腰を抜かしていました。それが……」

　小お川がわが、傍かたわらの小さな少女に目を落とす。

「最初は、ヘアスプレーか何かを使ったんだとばかり思ってました。今思えばあれも、和のど香かちゃんの『魔法』だったんですよね。大したものですよ」

「た、大したことないし。結局、倒せなくて追い払っただけだったから」

「それができたことが凄すごいんだよ」

　謙遜する和のど香かを、小お川がわが褒める。

「ただ、結局ワニを恐れた我々は更に山を登ることを余儀なくされました。でもそれからほどなくしてこの遺跡を見つけたんです。もう、命からがらでしたよ。普通はこういう場所には管理事務所があるでしょう？　ようやくどこかに連絡が付けられると思ったのに、ここは本当に遺跡の構造物しかないから、がっくりきちゃいましてね」

「でも、とりあえずここなら身を隠せる場所や逃げられそうな場所も沢山あるから、今日はまたここで一泊ってことにしてたの」

「でも本当に、皆さんが現れなければ、明日以降どうにもならなかったと思います。もう食料はありませんでしたし、水も残りわずかでしたから……」

　和のど香かも小お川がわも憔しよう悴すいしきっていたが、それでも二人は、一団を率いるための力があった。

　だが二人に従うより以外の一切の指針を持たなかった他の日本人達たちの憔しよう悴すいぶりは、康やす雄おの目からも明らかだった。

「……とりあえず事情は分かりました。明日朝一番で、下の山道の関所に戻って、救助を派遣してもらいましょう。今夜は我々が見張りに立つので、ノドカもオガワさんも、どうか休んでください。少ないですが、我々も食料を持ってきていますので、この人数なら明日までは十分いきわたります」

「……助かります。本当に、ありがとうございます」

　ディアナの言葉に、小お川がわは大きく溜息を吐き、手で目頭を覆った。

　和のど香かはそんな小お川がわの様子を見て、口元を引き締めた。







「小お川がわさんね、ずっと気を張ってたんだ。キャンプとか山のこといかにも分かりそうだったから頼りにされちゃってたけど、趣味でやってただけでプロじゃないから、何かあったらどうしようって、夕べ、ちょろっとだけ弱音聞いた」

　夜、焚たき火びを囲んで康やす雄おと翔しよう子ことディアナは、和のど香かと情報を交換しあっていた。

「この状況になんとか対応できてたのが、私と小お川がわさんと、あと鈴すず木きさんと赤あか池いけさん。鈴すず木きさんは大学で登山部なんだって。小お川がわさんみたいに道具とかは持ってなかったけど、小お川がわさんの言うことや伝えたいこと、鈴すず木きさんが分かりやすく話してくれたおかげで、最初にきちんとまとまれたんだと思う。赤あか池いけさんは高校の体育の先生で、力仕事を色々やってくれた。でも後の人は、主婦だったり、学生だったりで、とにかく今日まで必要なことだけみんなで話して、なんとかやって来たって感じ。赤ちゃんとか小さい子がいなかったのは、不幸中の幸いだよ」

「……そうか。よく無事だったな……」

「無事じゃないし。三者面談の後、そのまま制服で出かけたせいで普通に半袖だったから、あっちこっち森の木の枝で切っちゃったし、夜とか滅茶苦茶めちやくちや寒かったし」

　か細い声でも、兄の言うことにとりあえず反抗してみるその様子が、今は心強かった。

「なんだかカタリナさんの森に落ちた私わたし達たちよりずっとハードかもね。私とヤス君は最低限異世界に行くって前提があったからすぐ立ち直れたけど、和のど香かちゃん達たちは違うわけでしょ」

　翔しよう子この言うことに、和のど香かは大きく頷うなずいた。

「私も半信半疑だったよ。小お川がわさんみたいに植物の雰囲気なんてわかんないし、正直あのワニ見るまで、アンテ・ランデにいるとは思ってなかったもん。ただ……」

　和のど香かは、目の前で人差し指を立てると、その先端にふっと炎を灯ともした。

「魔法が、なんか簡単に使えたから、もしかして、とは思ってた。焚たき火びの半分はいつも私がこっそりこれでつけてたの」

「和のど香かちゃん凄すごいね。そんな普通に魔法使えるんだ」

「私、お兄ちゃんと違って才能ありますから」

　今日ばかりは、いくらでもふんぞり返るがいいと頷うなずく康やす雄おの隣で、ディアナは複雑そうに苦笑した。

「正直、ここまでとは思いませんでした。以前一度だけノドカの目の前で炎の轍わだちの魔法を使ったことがありましたが、あれを覚えていたのですか？」

「一応ね。まぁ、リーダー役になった小お川がわさんも一緒に来た他の人もみんな穏やかな人だったのと、みんないまいち状況が吞のみ込こめなかったのが逆に良かったんだと思う。映画や漫画だとさ、こういう極限状態にいきなり切り離されると、すぐに女の人に乱暴しようとしたり、ちゃんと知識持ってる人の言うこと聞かずに騒いでみんなを危険にさらすようなキャラとか、実は逃亡中の犯罪者とかいるじゃん。そういうこともなかったから、そこは運が良かったよ」

「あるある！　どう考えても異常な状況で別に自分が裏技持ってるわけでもないのに『俺は馴なれあわねぇ』とか言うの、いるよね！　あれどういうメンタリティなんだろうね！」

　和のど香かと翔しよう子この謎の意見の合致を見てしまったため、康やす雄おはディアナに話を振った。

「しかしどうしようか、まさか十二人とはな」

「救助後の扱いは、一度町に戻るまではなんとも……ノドカだけがここにいて、マドカがいない理由も気になります。それに……」

「ああ」

　二人は、和のど香かの魔法の痕跡を振り返り、暗い顔をした。

「ここでこんなドンパチやってるのに、親父おやじの気配がどこにもない。レスティリアやバスケルガルデが観測した異常って、和のど香か達たちのことだったのかな。まぁ、結果的に和のど香かを助けることにつながったんだから、良かったと言えば良かったんだけど」

「いえ、計算が合いません。レスティリアが観測したオーデムの異常は、少なくとも和のど香か達たちがやってくる二日以上前のことです」

「……だとするとやっぱりここに親父おやじはいなくて」

「何か、別のことが起こっている。そう考えるべきでしょう」

　山間の岩肌と同化したその遺跡の中に身を置いても、康やす雄おは特別な違和感を覚えたりはしなかった。

　岩の冷たさと少し埃ほこりっぽい空気と、この遺跡を一切の機械的な道具を使わずに作り上げたであろう、古代人とその歴史に対する畏敬。

　あるのはそれだけだ。

「何があるんだろうな……ここ」

　時代も、世界も違う。

　それでも、人が作ったもの。

「……ここを作った人は……何処どこに行ったんだろう」







　　間章




「マドカ!!」

　連絡を受け、病院に急行したハリーヤは、額に大きな絆ばん創そう膏こうこそ貼っているが、命に係わる大けがはしていない円まど香かを見て一瞬胸を撫なでおろした。

　だが、すぐにそばに和のど香かがいないことに気づき息を吞のむ。

　円まど香かも、ハリーヤに気づいて駆け寄ってくる。

「……和のど香か、帰ってないわよね」

「はい。私には何の連絡も……」

「おかしいの。バスから運び出された人数が全然足りないの。もっと乗っていたはずなのよ。和のど香かだけじゃない。何人も、いなくなってる」

「なっ……ど、どういうことです？」

「分からない……和のど香かもそうだけど、いなくなったのは、みんなバスの後ろの方に乗ってた人ひと達たち……どこか、どこかで、私……」

「マドカ？　どうしたのですか!?」

「……ハリーヤさん。すぐに……すぐにレスティリアに連絡を取って」

「え？」

「レスティリアよ！　英ひで雄おでも、エリーゼでもいい！　早く！　思い出した！　思い出したのよ！」

「な、何をですか！」

「私が……私が三十年前、どうやってアンテ・ランデに渡ったのか……白い、白い砂浜、ううん。砂漠、あれは……」

「マドカ！　大丈夫ですか、しっかり……あの、誰か！」

　病院の床に膝を突いてしまった円まど香かを支えながら、医者を呼ぼうと叫ぶハリーヤの腕の中で、円まど香かは小さな声で繰り返していた。

「白い、世界。白い、砂漠、一方向にしか、向かうことができない……私は……あのとき、お母さんに持たされた、カボチャの煮物を……三軒向こうのおばあちゃんに届けるために、自転車で……トラックに……轢ひかれて……」

「マドカ……しっかり！」

「私は……私と英ひで雄おは……」

　口の奥で呟つぶやかれたその言葉は、ハリーヤの耳には届かなかった。

「死者の国を通って、アンテ・ランデに行ったのよ！」







　　四章　『二人』の『想い』




「朝になれば、最低でも二手に分かれなければならなくなります。オーデムを調べるには、今しかありません」

　和のど香かや小お川がわと合流して三時間後。

　すっかり日も暮れたオーデムの遺跡で、ディアナはそう言った。

「幸い、オーデムの遺跡はそこまで広大ではありません。もともと、古代人の祭さい祀し場だという研究結果が出ていますし、墓所や宝物蔵の類ではないのです。ヒデオの旅の後に調べつくされている場所でもあります。夜のうちに、全て見回ってしまいましょう」

「少佐の仰おつしやる通りですね。僕も賛成です。朝になれば、ニホンの彼らをふもとまで送り届けなければならない。レオニード閣下に渡りをつけるにしても、ヤスオとショウコが同じニホン人として同道しなければ彼らも不安でしょうしね」

「とはいえシィも現れている以上、放置するわけにはいかないだろう。ノドカ・ケンザキを戦力として数えるのには無理がある。この場にある安定的な戦力は、クローネ少佐。フィーグライド少尉、そして俺だけだ」

　康やす雄おは対シィ戦に関して特殊能力を発揮するが野生動物には太刀打ちできないし、和のど香かはその逆。

　翔しよう子こに至っては、ライアの力がいつ牙を剝むくか分からない。

「ガイウス大尉。フィーグライド少尉……それにショウコ。探索に、行っていただけますか」

「へ？　私も？」

「……まぁ、それが一番危険が少ない差配でしょうな」

「え？　なんで？」

　ディアナの提案にガイウスも即応して、翔しよう子こは目を丸くする。

「既にバスケルガルデの国家中枢を巻き込んでいる以上、全ての情報は第一にガイウス大尉が得られるようにしなければ、筋が通りません。この場合の情報とは、オーデムの遺跡で観測された魔導異常についてと、ライア・カルガーニの動静です」

「ここに残るのは、戦闘能力皆無のニホン人だけ。ならばニホンで生活し、ニホン人の考え方に理解のある少佐が残った方が、彼らも安全だ。それに」

　ガイウスは、横目でフィーグライドを見て言った。

「もし俺がバスケルガルデ国外に知られたくない情報を隠そうとしても、ショウコ一人ならフィーグライド少尉が守れる。俺も、クローネ家とレオニード閣下が事を構えるような事態にはしたくないからな」

「それって、なんか政治的なお話？」

　翔しよう子こが少し冷たい目をすると、男達たちはおどけてみせた。

「仕方が無いんだ。僕ぼく達たちは望むと望まざるとにかかわらず国を背負っている立場だからね。クローネ少佐とガイウス大尉は、特に」

「それに、もしここに勇者ヒデオが本当にいるのだとしたら、今のヒデオを知る人間についてきてもらわねばならん。俺もフィーグライド少尉も、今のヒデオを知らないからな」

「だが、ヤスオが奥に入ってしまってもしゲールデイトのときのようにシィが大量発生したら、クローネ少佐一人ではニホン人じん達たちを守り切れないかもしれない。ヤスオの送りの歌があれば、シィを大量に足止めできる」

　翔しよう子ことしても、じゃあ和のど香かを代わりに、といかないのは分かる。

　魔法をさんざん駆使して戦ったあと、兄やディアナから引き離されたくはないだろう。第一、自分の方が年上なのだ。

　中学生のガキンチョにこれ以上無理はさせられない。

「まぁ、仕方ないか。その代わり、何かあったらしっかり守ってくださいね。私もう、ライアの力には頼りたくないんで」

　観念して頷うなずいた翔しよう子こを見て、康やす雄おはフィーグライドに駆け寄った。

「……すいません。帯たて刀わきさんのこと、よろしくお願いします」

　ガイウスのことを、信用していないわけではない。

　だが、油断があったとはいえ、彼は一度、ライアに倒されている。

　今翔しよう子こについて心配するべきは、外敵要因によって翔しよう子こが傷つくことではない。

　ライアの顕現によって、翔しよう子この肉体と精神が自由を奪われることだ。

「任されたよ。安心してほしい。これでも大尉よりは、君きみ達たちと過ごした時間は長い。最悪の事態は、絶対に避けると約束する」

「遺跡自体の広さはさほどでもない。じっくり調べても、夜中までかかるということはないだろう。腹に何か入れたら、早速出発だ」





※






　吹き抜けの広間の奥には、件くだんの映画よろしく洞穴が広がっているということらしいが、罠わならしい罠わなは三十年前にヒデオ一行が全て解除しており、そのあとの調査で遺跡の構造物全体は丸裸にされている。

　どんなに慎重に調べても、三時間はかからないだろうというのがガイウスの予測だった。

「……ただ待つっていうのも、アレだな。落ち着かない」

「ベストはヒデオが見つかって、ヒデオがいることが観測された異常の原因だと判明することです。その後ノドカ達たちをレオニード小父おじ様の力をお借りして、レスティリアからニホンにお戻しするんです」

「絶対無理だろ」

　康やす雄おは小さな声で言って、ディアナは肯定も否定もせず苦笑した。

「いざとなれば、私が母を説得して、クローネ家の全財産を吐き出しますよ」

　国家予算レベルの金を動かそうとしている、一つ年上なだけの魔導機士に、今度は康やす雄おが苦笑した。

「なんだろな。俺が聖者とかもてはやされて英雄になったとしても、そんな風になれる気がしない。そんなことして、その後どうするんだよ」

「どうしましょうね。私も母もトコロザワに移住して、大佐と一緒にアルバイトでもして生活しましょうか」

「和のど香かが喜びそうだな、それ」

　康やす雄おは、焚たき火びの近くで体を横たえ、ディアナの外がい套とうをかけて寝息を立てる和のど香かを見た。

　小お川がわに頼んで全員をディアナと康やす雄おに見える場所に集めてもらい、それぞれに休息をとってもらっている。

　用足しは男女別に康やす雄おとディアナが同行し、何かあった場合は康やす雄おを中心に集合して、ディアナの呼びかけに必ず従うよう指示した。

　康やす雄おは、思い思いの恰かつ好こうで休んでいる者達たちを、ゆっくり見まわす。

　見たところ、誰もかれも普通の日本人だ。

　個別に話を聞いたところ、概おおむねが本来の目的地であったアウトレット周辺の市に住んでいる人で、小お川がわも都内に自宅があるらしい。

　一人、十何年も前の康やす雄おと和のど香かと同じ北きた平ひら中学の卒業生がいて、少しだけ学校トークに花が咲いた。

「……」

　誰もが、異世界に来てしまうような理由など一つもない人ばかりだ。

　そして冷静に考えてそれは、父も母もそうだったはずだ。

　和のど香かは家庭の事情で魔法を使えるようになっているものの、別に転移が原因でそうなったわけではない。

　軽く質問した程度ではあるが、特殊な力なり、それまでできなかったことができるようになったと感じた者もいなかった。

　年齢は、和のど香か以外の全員が二十歳を過ぎており、最年長は小お川がわだった。

「ここで動かずに考えていても、分かることじゃないか」

「どうしたんです？」

「帯たて刀わきさん達たちが戻ってきてまだ時間に余裕があったら、俺も奥に行ってみたいなって思ってさ。もう来ることはないだろうし、親父おやじ達たちが見たものを見ておきたいって思うし、まあ後は、単純に観光客的な興味というか」

「いいと思いますよ。そのときはここをフィーグライド少尉達たちにお任せして、二人で行きましょうか」

「和のど香かも一緒に連れてこう。後がうるさそうだから」

「あら、つれないですね。折角デートにお誘いしたのに」

「……昨日からどうしたんだよ。ディアナ、なんか変だぞ。心臓に悪い冗談はやめてくれよ」

「ショウコに怒られるのが怖いですか？」

「……」

　離れた焚たき火びの光に揺れるディアナの青い目の真意が分からず、康やす雄おはそっぽを向いた。

「まぁ、多少。ゲールデイトでも、ほら」

「そうでしたね。私の浅慮で、ショウコにやきもちを焼かせてしまいました」

　康やす雄おが無事でいることに感極まってしまったディアナが康やす雄おに抱き付き、その一瞬を翔しよう子こに見られてしまった後、翔しよう子こはしばらく機嫌が悪かったのだ。

　そのことを思い出しながら、康やす雄おはあいまいな笑みを浮かべた。

「……分からないんだ。正直さ。その、好きだとか言われても、こっちはそんな好かれるようなことした覚えがないし、むしろ最近、好かれないようなとこばっかり見せてるし」

「そうでしょうか」

「決まってるだろ。こっちきてから、俺一人でできたことなんか一つもない。カタリナさんの森で狼おおかみ追い払ったのは帯たて刀わきさんだし、ゲールデイトで蛍の家を襲うシィを直接排除したのも帯たて刀わきさんだ。俺はずーっと誰かに介助されっぱなしだったしさ。まぁ、それはいつものことなんだけど……でも……その」

　康やす雄おは自分のセリフで自分が傷ついているようで、消沈したようにしゃがみ込んだ。

「自信、無いんだよ」

　実力に対する自負。今後の展望。これまでの実績と、そこに至る過程。翔しよう子こに好意を寄せられている理由。好意を寄せられる資格や実力。

　そういったもの全てに対しての言葉だろう。

「和のど香かは昔っからあんなだし」

　妹という生き物が兄に対して辛らつになりがちという一般論を差し引いても、確かに和のど香かは康やす雄おに厳しいし、こと魔法の才能に関しては、炎の轍わだちの術が示しているように、確実に康やす雄おより上だ。

　かつて剣けん崎ざき家の廊下で手元に小さな火を出すだけで大汗をかいていたころから大した時間も経たっていないのに、シィを倒せないまでも、足止めできるほどの力を得ている。

　おそらく日常生活の中で、恐ろしいほどの集中力を発揮して、隠れて訓練をしていたのだろう。

　もちろん自己流だし、必要な訓練課程をすっ飛ばしているから、使い続ければ先ほどのようにガス欠が起こって指一本動かせなくなってしまうが、適切な訓練を積めば、和のど香かは康やす雄およりも圧倒的に魔導機士の才能がある。

　そして、僅かな時間とはいえ、自分一人の力で戦い、大勢の人々を守った。

「和のど香かさ、俺の中三のときより成績良いいんだよ。それだけならまだしも、こういうとこでも才能の差を見せつけられちゃうと、ちょっと色々考えちゃってさ」

「……一つ聞きたいんですが、ショウコはそんなこと全部見てきて、知ってるんですけど、そのことについてどう思います？」

「え」

「その上で、ヤスオに好意を寄せていることを隠しもしないことについて、どう思います？」

「ど、どうって……」

「男の人って、そういうものなんでしょうか。そんな、実力も実績も無いヤスオを知った上で、まだヤスオには翔しよう子こを引き付けて止やまないものがあると、考えられないんでしょうか」

　そう考えられたらそれこそ苦労しないのだが、ディアナから若干の怒気のようなものを感じ取った康やす雄おは、気楽にその言葉を否定できない。

「……私も」

「え？」

　ディアナから感じたことのない怒りの気配を覚え、思わず康やす雄おが立ち上がったそのときだった。

「ヤス君！」

　翔しよう子この呼ぶ声が聞こえて、康やす雄おもディアナも顔を上げ、緊張に顔を固くする。

　一人だ。

　翔しよう子こが一人で戻ってきている。

「奥でフィーグさんとガイウス大尉が、私に戻れって……！」

「っ！」

「そこで止まりなさいっ!!」

　康やす雄おはすぐさま和のど香かの傍そばに駆け寄り、ディアナは迷うことなく、翔しよう子この足元にカストゥルの魔導弾を一発撃ち込んだ。

「わあっ!?　ディアナさん何する……！」

「止まりなさいライア・カルガーニ！　二人はどうしたのですか！」

「お前いい加減にしろよ！　わざとなのか!!　和のど香か、起きろ！」

「うぇっ……な、何……!?」

「……ええ」

　翔しよう子こは康やす雄おが迷わず和のど香かを叩たたき起おこすのを見て、

「……何か変だったかしら？　上手うまく行ってたと思うんだけど」

　あっという間に観念し、その場で大きく両手を挙げた。

　二人の想像通り、翔しよう子この姿を借りたライアだ。

「教えるか！」

　ライアのミスはガイウスの呼び方を間違えたことだ。

　フィーグライドの呼び方が自然だっただけに、余計に違和感が増し、本人が思っている以上に違和感たっぷりだった。

「何しに出てきたんだ！　フィーグさんとガイウスさんはどうした！」

「え？　な、何？　お兄ちゃんもディアナさんもどうしたの？　翔しよう子こさんに何してんの!?」

「こんにちはー和のど香かちゃーん。初めましてー。ショウコ・タテワキの同居人、ライア・カルガーニよー。お話聞いてないー？」

「……は？」

「和のど香か、下がってろ。今の帯たて刀わきさんは、融合したシィに操られてるんだ」

「ひどいなぁ。操られてるだなんて。ヤス君、何度も私の力に助けられてるのにー」

「……ああ、なんとなく分かった。性格悪そう。あんなの翔しよう子こさんじゃない」

「ええ、初対面の子にそんなこと言われるレベル？　まだまだかぁ」

「もう出てくるなって言ったよな！　フィーグさんがお前を見逃すとも思えない！　一体何があった！」

「何があったって言われてもね」

　ライアは翔しよう子この顔でにやりと笑った。

「この遺跡の奥に何があるのか、ディアナさんは聞いたことある？　勇者ヒデオが聖剣を覚醒させた場所」

「……オーデムの遺跡の最さい奥おうは……何も無かった、と聞いています」

「え？」

　意外そうな顔をしたのは、康やす雄おだった。

　確かにここまで、オーデムの遺跡に何があったのか、ディアナやガイウス、レオニードら、オーデムのことに詳しそうな面々は何も言わなかった。

　到着すれば何らかの解説がされるものかと思っていたが、和のど香かとの思わぬ合流でいつの間にかうやむやになっていた。

　実際問題、シィと和のど香か達たちの存在は驚きだったが、遺跡そのものが何か目に見えて異常を見せたわけではない。

　それだけに、ここまで『何もない』と言い出すのは少し意外だった。

「……オーデムの遺跡の最さい奥おうは、この入り口と変わらない大きさの広間と聞いています。そこには古代の祭さい祀し場らしき痕跡はあったと聞いていますが祭壇や神像などが残っているわけではありません。ヒデオ達たちがここを訪れたのも、元はと言えば、魔王軍の出城にされてしまっているのを頼まれて討伐に出向いたという話だったはずです。ですが……」

　ディアナはライアから目を離さず、左手のポルックスの刃を別の方向へと向けた。

　遺跡入り口のホールはいくつもの明かり取りの窓が開いており、その向こう側に、星空と月が見えていた。

「古代人の祭さい祀しは年に二度。このオーデムで行われていました。最さい奥おうの部屋は夏至と冬至を観測するための天文台である、と結論づけられたはずです」

「大正解。じゃあライアさんがもう一つ、面白いことを教えてあげる。バスケルガルデ北ほつ方ぽうでは、古くは厳しい気候のために、諸民族が天文について深く研究を重ね、夏至の太陽を生命の来臨にたとえ、冬至の太陽を生命の終わりと位置づけ、一年の区切りの目安としてきたの。このオーデムでヒデオは聖剣ルタバーガを覚醒させたけれども……そんな何もないところで、どうしてそんなことが起こったんだと思う……？」

「何故なぜあなたがそんなことを……」

「知ってるに決まってるじゃない。私はアンテ・ランデで最初の魔導機士だよ。破軍のオリオンは、ここで生まれた。エリオットが……人の『魔力』がどこに宿っているのか、気づいたのがこの古代人の祭さい祀し場なんだ。命の始まりと命の終わり……生と死の狭はざ間まにある場所。どう、ヤス君。聞いたこと無い？　そんな感じの『モノ』を」

「生と死の狭はざ間ま……まさか！」

　康やす雄おは息を吞のんだ。

　心臓が止まるかと思った。

　そして、思わず和のど香かを見る。

　和のど香かは、小お川がわは、どうしてここにいる？

　何が起こってここにきた？

　日本で手にしていたものをそのまま持って。

「お前……まさかここで……」

「ああ、残念だけど『閂かんぬき』はあくまでショウコ本人であって、ショウコや私がそこに行ったからって何かが起こるわけじゃない。でも、勇者ヒデオに何かが起こるには十分だった……私も行ってから気づいたのよ。勇者ヒデオ達たちが、一体どうやってこの『アンテ・ランデ』にやってきたか!!」

　その瞬間、ライアが駆けてきた方角から、一気に黒い炎が噴き出す。

　シィの大群だ。

　だが、明らかに康やす雄お達たちの知るシィとは違う。

　その手に持っているのは、武機ではない。

「みんな物陰に隠れろ[image: ]」

　康やす雄おは怒号を発し、和のど香かをかばいながら手近な石の柱の陰に飛び込んだ。

　何か考えがあってのことではない。

　とにかく、シィと自分との間に強固な遮蔽物を必要としたのだ。

　そして康やす雄おにとっては幸運なことに、その行動は吉と出た。

　甲高い炸さく裂れつ音とともに、康やす雄おと和のど香かが隠れた石の柱が小さくはじけた。

「……え、い、今のって」

　和のど香かがごくりと喉を鳴らす。

　存在は知っている。フィクションの中でなら幾度も見たことがある。

　だが、現実に見たことも、それが使われているところを直接見たことはない。

　ましてシィがそんなものを携帯しているなど、あってはならないはずではないか。

「ディアナ！　小お川がわさん！　隠れろ！　そいつらが持っているのは、地球の銃だ!!」

　康やす雄おがそう叫ぶとともに、信じがたい音量の炸さく裂れつ音が連続し、瞬またたく間まにオーデムの遺跡を銃声が埋め尽くした。

「お兄ちゃんっ!!」

「和のど香か！　体を小さくしろ！　絶対に柱から出るな！」

　康やす雄おは和のど香かを包み込むように抱きしめながら、精一杯体を縮める。

　悲鳴が断続的に聞こえるので何人かは無事のようだが、顔を出せばあっという間に首が粉々になりそうなほど、激しく銃弾が降り注ぎ、とても全員の無事は確認できない。

「うわあ凄すごいねこれ！　身体的には全然大したことないと思ってたけどそりゃそうか！　こんなすごい武器持ってるんだ！　これがあれば、魔王軍との戦いももっともっと楽だったかもね!!　音すごーい！　耳がいたーい！」

　恐るべき轟ごう音おんの中で、ライアの声がとぎれとぎれに聞こえる。

　はらわたが煮えくり返った。

　翔しよう子この声で、翔しよう子この姿でふざけたことをしてくれる。

　だが、康やす雄おにこの弾雨をかいくぐる術はない。

　顔を柱から出すこともできず、無様に和のど香かを抱きしめて震えるだけだ。

「ヤスオ、ノドカ。ケガはありませんか。顔を上げてください」

　だが、そんな中でも、いつの間にか目の前で心配そうに康やす雄おの顔を覗のぞき込こむディアナの声だけは、すっと耳に入ってきた。

　康やす雄おが恐る恐る目を開けると、ディアナが目の前に低い姿勢で身構えている。

　どうやらまだ、遺跡の柱は弾丸から康やす雄お達たちを守る役目を果たしているらしい。

「敵のシィの数はどうやら十体。全員が銃で武装しています。ですが、連射ができるのは一人だけ。他はみな単発で、一回一回弾を装塡する作業が必要のようです」

「だ、だから何だよ！　だからってどうしようも……！」

「私なら、止められます。……最初は驚きましたが、ライアの言う通り、銃を抜きにした戦闘能力はさほどでもありません」

「じゃ、じゃあ……」

「ですが、さすがに一気に殲せん滅めつというわけにもいきません。今の私わたし達たちは、ライアに人質を取られた状態です」

「まさか、帯たて刀わきさんの体を……」

「十分考えられます。ライアの目的は未いまだに分かりませんが、ショウコの体を大事にするとは思えません。フィーグライド少尉とガイウス大尉も心配です。ヤスオ」

「な、何だよ」

「ショウコの意識が戻る方策、何かありませんか」

「えっ」

「ライアもシィです。ヤスオの送りの歌の力には反応すると思われます。でもそれ以上に、ショウコはヤスオのことを想おもっています。だからこの前も、素直にライアを退けることができました。ここからライアではなく、ショウコの耳に届くような何か、方策はありませんか」

「そ、そんなこと急に言われても……」

「この轟ごう音おんの中では、送りの歌も満足には届かないでしょう。それにライアがただ引っ込むだけでは、その場であのシィに襲われる可能性が……っ！」

　そのとき、はじけた石の欠片かけらがディアナの額をかすめ、小さく血の筋を作った。

「ディアナ、さん！　血！　血！」

　悲鳴を上げる和のど香かの髪を、ディアナは落ち着かせるために殊更に優しくなでた。

「大丈夫。かすり傷ですよ。後でヤスオに治してもらいます。……でもあまり時間はなさそうですね。ヤスオ」

「ディアナ……」

「ショウコは、あなたを誰よりも思っています。でも……誰よりも信じているのは、私です」

「え？」

「ヤスオなら、できます」

　それだけ言って、ディアナは小さく微笑ほほえんだ。

「ディアナっ!!」

「ディアナさんっ！」

　兄妹きようだいの声を背に受けながら、ディアナはさっと弾丸の雨に身を躍らせた。

　康やす雄おはパニックになりそうな心を必死に抑えながらディアナに言われたことを考えるが、この状況でライアではなく翔しよう子こに届く言葉などあるのだろうか。

　そもそも何が理由で翔しよう子ことライアが入れ替わってしまったのかまるで想像がつかない。

　それに康やす雄おと翔しよう子こには、実は共通の思い出や経験があまりにも少ないのだ。

　きちんと知り合ったと言えるのは、本当についこの間。一緒の予備校に通っていると気づいてから。

　その再会の時点で、康やす雄おの心に重要なウェイトを占めていたのは、家族の秘密と、異分子であるディアナだった。

　翔しよう子こがアンテ・ランデの秘密を知ってまだ数週間というこの状況で、ただ呼びかけただけで、翔しよう子こがライアを押しのけられるとはとても思えない。

「さすがディアナさん！　人間離れしてるー！　弾丸避けるとか人間業じゃないよ！」

「おほめ……り……どうも！」

　ディアナの声は高速で移動しているせいかよく聞こえない。

「せああああっ!!」

　だが、数瞬後にはディアナの気勢とともに、カストゥルとポルックスの刃が振られ、とどめとばかりに魔導弾が発射される音が聞こえた。

　少なくとも、一体は無力化できた。

　そう思った康やす雄おだったが、

「馬鹿なっ!!」

　ディアナの驚きよう愕がくの声が、その予想を裏切った。

「くっ!!」

「はーい撃ち方やめ！　どう？　ディアナさん……手ごたえ、あった？」

「な、何、今のは……」

「斬れなかったよね？　カストゥル、シィを突き抜けたよね！」

「えっ！」

「お兄ちゃん危ないよっ!!」

　思わず柱から顔を出そうとした康やす雄おを、和のど香かが必死で止める。

「ヤスオ！　このシィには、私の武機が通用しません！」

　代わりにディアナが、端的かつ絶望的な説明をしてくれた。

　遮蔽物の無い場所で油断なく両の武機を構えるディアナの横顔に、余裕の色はない。

「おかしいねぇ！　なんでだろうねぇ！　どうしてシィに武機が通用しないんだろうねぇ！　これじゃあ……ヤス君の送りの歌も、通用するかどうか分からないねぇ！」

　ライアの勝ち誇ったような声に、康やす雄おは歯は嚙がみする。

　一体何が起こっているのだ。

　ディアナのカストゥルとポルックスが通用していないなら、今ここにいないフィーグライドとガイウスは一体どうなっているのだ。

「どうヤス君！　ディアナさんに聖者とか呼ばれていい気になってたみたいだけど、何ならそこから歌ってみる!?　いいよ！　やってみなよ！」

「……歌うかよ。どうせ通用しないんだろ」

「分からないじゃん！　ヤス君は勇者ヒデオの息子の聖者だもん！　ディアナさんみたいなフツーの魔導機士とは違うかもよ！　ほら、ここで上手うまく送りができれば、ショウコもきっとヤス君のこと惚れ直すよ！」

「……あんた、死んでなかったら本気でぶっ殺してぇよ！」

「うーんそれは無理な相談かなぁ。でも、何にもしないなら、そろそろ私もやりたいことあるから、あんまりヤス君達たちの相手してられないんだよね。オーデムから出て、この連中率いてホルストロに行きたいんだ。だからさ……はあああっ！」

「ぐっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合が銃声を貫いて康やす雄おの耳に届き、康やす雄おの視界の端で、ディアナが激しく壁に叩たたきつけられた。

「あんま邪魔しないでほしいんだけどなぁ」

「くっ……ショウコ！　目を覚ましてください！」

「無駄無駄！　聞こえてるけど何もできないよ！　私をこの体に馴な染じませたのはショウコ自身だもん！　ヤス君を救いたい一心で、ヤス君を助けたい一心で、ゲールデイトで何度も何度も私を呼び出したもんね！　せああああっ！」

「くっ！　こ、このっ!!」

「ディアナっ!!」

　黒い炎のオリオンが翔しよう子この四肢と腰にまるで毒蛇のようにまとわりつき、拳と、蹴りを、容赦なくディアナに浴びせかける。

　ディアナはその全てをいなし、受け止め、かわすが、肉体が翔しよう子このものであるため反撃ができない。しかもシィ達たちは無尽蔵に銃弾を撃つ。

「和のど香か！　何とかならないか！　せめてシィだけでも動きを止められないか！」

「無理！　相手を見られないんじゃ、どこに炎の轍わだちが出るか全然分からない！　お兄ちゃんこそ送りの歌でなんとかしなさいよバカっ!!」

「ダメなんだ！　さっきから歌ってるけど全然届かないんだ！」

「ええ!?　声が小さいんじゃないの!?　銃声にかき消されてるだけだよ！　もっと声張って歌いなさきゃあっ!?」

　和のど香かが喚わめいたせいか、ディアナの方に集中していたシィの銃撃が再び康やす雄お達たちの隠れる柱に降り注いだ。

「ほらほらヤス君！　このままじゃいずれ私がディアナさんを倒して、ホルストロを血祭りに上げちゃうよ！　ディアナさん、どれくらいスタミナ持つだろうね!?　その前にショウコの体が壊れないといいね！」

「ふざけるな！　お前らは帯たて刀わきさんを閂かんぬきにするんだろうが!!」

「そうだよ。でも別にショウコの体が生きてりゃ。多少傷ついてたって問題ないもん。だから……はあっ！」

「あっ！　くっ……！」

「ディアナさんっ!!」

　和のど香かの悲鳴。

　ライアの拳が、ディアナの右わき腹に真っすぐ突き刺さり、ディアナは激しく床に叩たたきつけられ這はいつくばる。

「ははは！　今ディアナさん！　よけられたよね！　左手のポルックスで、私の手首を撃てば、そんなダメージ負わなかったよね!?　どうして？　どうしてそうしなかったの!?」

「くっ！　お兄ちゃんあいつ何なの!!」

「俺が聞きてぇよ！　おいライア！　ホルストロは昨日とっくに通り過ぎたんだよ！　俺が絶対行かせねぇからな！」

「……んー？」

　倒れたディアナの傍かたわらに立ったライアは、面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「確かにね。ショウコったらヤス君にギューッとされただけでのぼせ上って、一気に閂かんぬき絞るもんだからどうしようもなかった。でも私はショウコと一心同体。すぐにショウコの閂かんぬきが、不安と嫉妬で緩むことは分かってた。だって」

　目だけを康やす雄おに向けた翔しよう子この顔をしたライア。

　康やす雄おは、背筋に冷たいものが走った。

「私の気持ちなんかお構いなしに、ヤス君はディアナさんと楽しく異世界の旅をするんだもんね」

「……何……を」

「ライ……ア……黙りなさい……それ以上は……」

「これはショウコの偽らざる気持ちよ。ショウコは、ディアナに嫉妬してる。強くて、かわいくて、ヤスオに頼りにされていて、ヤスオの隣にいられるディアナに、ずっと嫉妬してる」

「ライアっ!!　やめなさい!!　それ以上、ショウコの気持ちを……！」

「何よ。夕べ、抜け駆けしようとしたくせに」

「……は？」

「ショウコは見てたのよ。あなたが、ヤスオを部屋から連れ出したのをね。それで、ヤスオを抱きしめて、幸せそうに笑ってるのをね」

「っ……!!」

「な……」

「お兄ちゃん!?　何それ何やってんの!?」

　ディアナと康やす雄おはもちろん、和のど香かもショックを受けたように康やす雄おを見る。

「『私』はね、初めて会った時から『ディアナさん』が『ヤス君』にとって特別だって、知ってたよ。だって全然違うもん」

「ショウコ……違います、それは……」

「プロポ通りのオゾンで会ったときからね。何がっていうんじゃない。単純に『私』と『ディアナさん』は、ヤス君の中でいる場所が違ったんだもん。仕方ないよね。だってそれまで『私』は『ヤス君』にとって、とっくに忘れた過去の人だったんだから」

「……ショウコ」

「忘れた、過去……」

　ディアナは呻うめき、康やす雄おもハッとしたように息を吞のむ。

「忘れた過去……忘れた……」

「……ちょっと、お兄ちゃん？」

「『ディアナさん』。言ってよ。正直にさ。『ヤス君』のこと、どう思ってんの？」

「っ……！」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべながら、倒れるディアナの髪を摑つかんで、ライアは強引に顔を上げさせた。

「知ってるのよね。私が表に出てても、ショウコの意思は覚醒してるってことを」

「……あなた……あなたは……!!」

「いいわぁゾクゾクする。私も死ぬ間ま際ぎわ、きっとそんな顔だったんでしょうね……でも恨まないでちょうだい。私はね、若い子達たちに後悔してほしくないだけなのよ？　気持ちは伝えられるときに伝えないと、いきなり伝えられなくなったりするから」

「……え？」

　いつの間にか、シィの銃声は止やんでいた。

　シィは消えたわけではなく、相変わらず死し霊りようのようにゆらゆらと不気味に蠢うごめきながら、銃口らしきもので周囲を威嚇している。

　だが、彼らを操っているはずのライアがディアナを睨にらみぶつぶつと責める言葉を言い始めてから、急に動きが止まったのだ。

　康やす雄おは急いで周囲を確認する。

　比較的近い柱に小お川がわが身を寄せていて、他の鈴すず木きや赤あか池いけ達たちは、何人か逃げ遅れて小お川がわのように柱や壁に身を寄せて震えているが、誰かの血だとか、傷ついて横たわる姿などは見当たらなかった。

　だが、このままではすぐに彼らは血祭りに上げられるだろう。

　フィーグライドとガイウスが、何らかの形で出し抜かれ、今まさにディアナが追い詰められている。

　このままライアの好きにさせていれば、彼女に対抗できる戦力はいなくなってしまう。

「いい機会だから教えてあげるわ。エリオット・ヒギンズはね、『レオニード小父おじ様』率いる今のバスケルガルデのホルストロ軍閥に殺されたのよ。オリオンを制式試験に上げなかったせいでね」

「ころ……した？」

「エリオットは、オリオンは未完成だと考えていた。あんな構造じゃ、使用する騎士への負担が大きすぎる。もっと改良を重ねてから実用化するべきだとずっと主張していた。でも……当時、レスティリアのカストゥルが完成間近だって情報が流れていて、バスケルガルデは、どうしても『新世代武具開発第一号』の称号を欲ほつした。勇者ヒデオが去ったあとの世界で、魔王軍残党討伐の主導権を握るために」

「……レオニード小父おじ様が、そんな……」

「エリオットは開発環境を奪われ、私を含めた初期の開発試験チームとともに、残党勢力の多く残るトルジェーソ奪還作戦に従事させられたわ。騎士だった私はともかく、研究開発者だったエリオットまでが、オリオンの成果を世に知らしめるために前線部隊に配置されて……二人とも、あっけなく死んだ。オリオンが実用化段階に入ったら結婚しようなんて……ふふ、ショウコの記憶が正しければこういうの、ニホンじゃフラグっていうの？」

「……あなたの境遇には同情します。でも、それとショウコは何の関係もありません！」

「はあ!?　何言ってるの？　そりゃそうよあるわけないわ。でも、人の縁なんてそんなものでしょ。私とエリオットが出会ったのだって配属上の偶然。幼おさな馴な染じみだったとか、宿敵同士だったなんていわくありげな理由は一切無い。私とショウコも同じよ。たまたまかなわぬ恋をしていて、たまたま出会っただけ」

「ふざけないでください！　ショウコはニホンの人です！　何らかの作為が働かなければ偶然にだって出会うはずが……」

「ディアナさんさぁ、その武機、最近他にも通用しない奴やつ、いたでしょ。斬っても斬れない敵ってやつ」

「……！」

　ディアナも、そして康やす雄おも和のど香かも覚えていた。

　ディアナの全ての力が全く通じず、攻撃を当てても傷一つ負わぬ敵。

「ウィリアム・バーレイグ……まさかあなたは、トコロザワでの戦いを……」

「私、実はそれ見てたんだよねー。その意味に気づいたのはショウコに取りついてからなんだけどさー。それで、私も真似まねしようと思ったら、ショウコが閂かんぬきとして機能してるおかげでできちゃったのよ……『異世界のシィ』の召喚をね。まぁ、召喚っていうほど大層じゃないか。その辺ほっつき歩いてる奴やつ、無理やり閂かんぬきの隙間から蹴り出したようなもんだし」

　どこまでも人を食ったような物言いをするライアは、言葉を続ける。

「ディアナさん、考えたことなかったの？　どうしてディアナさんの攻撃があいつに当たらなかったか。どうしてヒデオの攻撃は当たったのか、どうして」

　ライアは、柱の陰の康やす雄おを指さした。

「ヤス君が放り投げただけのカストゥルが、あいつに当たったのか」

　確かに、そんなことがあった。

　ディアナがいくら刃を振るっても体をすり抜けていたのに、康やす雄おがウィリアムに恐怖してがむしゃらに投げたカストゥルの残骸は、ウィリアムの頭に当たったのだ。

「あれ見て、気づいたんだ。これ使えるって。これを応用すれば、閂かんぬきを通して、バスケルガルデに復ふく讐しゆうできるって……私と……」

　翔しよう子この手首と足首、そして腰に、いつの間にか五つの黒い環わが出現していた。

　破軍のオリオン。

　かつてエリオットという名の武機職人が生み出した、世界初の武機。

「私からエリオットとオリオンと、人としての未来を奪ったバスケルガルデに、復ふく讐しゆうできるって」

「……あなたの復ふく讐しゆう心は……あなただけのものです。でも！　そのためにショウコの体と、心をもてあそぶことは、絶対に許さない！」

「そんなこと言われてもね。今更遅いよ。私も他の閂かんぬきを見つけるような時間はないし、ベアトリーチェや、イァルクの計画が動き出したから。シィはもう、死者の国から溢あふれる寸前。ならこの機に乗じて奴やつらの計画を助けてあげるためにも……まずはバスケルガルデを血祭りに上げないとね。ふん」

「あぐっ！」

　ライアはまるで服についた埃ほこりを払うような何気なさでディアナの脇腹を蹴り飛ばした。

「……ライア……ショウコの体を……返しなさい！」

「しつこいな。分かった分かった。全部終わったら返すよ。ショウコにも恨みはないし、むしろ恩まであるし、だから全部滅茶苦茶めちやくちやになる前に、事実関係をちゃーんと明らかにしてあげたのよ。ね、ヤス君？」

　ディアナに背を向けたライアは、柱の陰に隠れている康やす雄おに向かってそう言った。

　悪意に満ちた声。

　康やす雄おは歯は嚙がみする。

「ふざけないで！　あなたは一体何なんですか！　死者を名乗り、全てに達観したようなふりをして、あさましく生ある世界にしがみついて、自分の目的のためなら人を傷つけることをなんとも思わない……レオニード小父おじ様やバスケルガルデに復ふく讐しゆうをすると言ったあなたは、あなたが死に際し恨んだ者達たちそのままではないですか！」

　ディアナが怒号を発するが、ライアはまるで響いた様子が無い。

「……」

「……これで、最後です。ショウコを返して……」

「……そろそろ長話は終わり。そこどいてディアナさん。そうじゃないと、本気でここにいるニホンの人ひと達たちも殺さなきゃいけなく……な……え？」

　そのときだった。

　消えていたはずの銃声が一発、響き渡った。

「……え？」

　ライアが目を見開いてディアナを振り向く。

「……まさかあなた………………撃ったの？」

　ディアナの左手人差し指が、ポルックスのトリガーを引き絞っていた。

　ライアの、いや、翔しよう子この左の二の腕の袖が裂け、切れた皮膚からうっすら血が滲にじみ始めた。

「……痛いな……ショウコの体、こんなに弱っちいの……？」

　さしたるダメージは与えていない。

　むしろ纏まとう黒い炎の勢いが増し、表情に怒りが沸き上がっている。

「偉そうなことを言って、あんたも所詮自分の利益のためなら、恋敵を撃つんだ。へぇ！　いい根性してんじゃんっ!!」

「あっっ!!」

　サッカーボールでも蹴るように、勢いをつけてディアナのポルックスを蹴り飛ばしたライアは、再びディアナにかがみ込みその髪を摑つかんで引き上げる。

「殺せないとでも思ってんの？　あんた達たちみたいな魔導機士なんか、一瞬でひねりつぶせるんだよ。ショウコの身がどうなってもいいっていうの？」

「……見損なわないでください。あとで、ショウコには精一杯、お詫わびをしますよ」

「……は？」

「三秒、あなたがこちらを向いてくださればそれでよかったんです。……聞こえませんか？」

　その旋律は、埃ほこりの舞い立つオーデムの遺跡に、細く、だが重なって響いた。

　その瞬間、ライアの、いや、翔しよう子この体がこわばり、のけぞる。

「な、え？」

　目だけが、必死にその音を追った。

　いつの間にか、康やす雄おと和のど香かが柱の陰から出て、真っすぐライアを向いて立っていて、二人の口からは異口同音に、同じ音が出ていた。

「ええ……何それ……こんなのに、反応するとか、あり？　何それ、何なのそれ」

　それはあまりに明るく、場違いなメロディの歌声が聞こえてくる。

「ヤス君、和のど香かちゃん……」

「《輝く朝日の眩まぶしさに　映ゆる秩ちち父ぶの青い峰》」

「《青峰仰ぎて歩みだす　我ら武蔵むさしのともがらよ》」

　康やす雄おと和のど香かの歌声が合わさり聞こえてくるその歌は。

「《ああ　我らが北きた平ひらの　学びの門よ晴れやかに》」

「《さんさんと照る太陽に　未来を掲げよ》」

「……ダッサ」

　その瞬間、ライアの意識が翔しよう子この表情から消え、血を流すその体が倒れる直前、康やす雄おがしっかりと抱きとめ、その瞬間、

「地の底に眠る炎の車輪よ！　その轍わだちで叡えい智ちを開け!!」

　和のど香かが早口の詠唱とともに右足を床に叩たたきつけ、翔しよう子この周囲でシィ達たちが激しく燃え上がった。

　和のど香かが生み出した炎の中で、パニックを起こしたように銃の構えを解くシィ。

　その一瞬で、歌の切り替えは十分だった。

「《広き空よ、彼の者、迎え入れよ》」

　翔しよう子こを抱きかかえる康やす雄おが送りの歌の一節を口ずさんだだけで、十体いたシィの全ての動きが停止する。

　和のど香かの炎の中で康やす雄おの送りの歌を聞いたシィ達たちは、炎の中の死者の宿命の如ごとく、その全身を煤すすと散らして消滅した。

　康やす雄おは翔しよう子この体を横たえると、送りの歌を口ずさみながらもポルックスの魔導弾が切り裂いた腕の傷に指を当て、治癒の魔法を施してゆく。

「……申し訳ありません」

　ディアナは、康やす雄おに詫わびた。

「いや。何の相談も無しにいきなり立ち上がった俺が悪い。よくライアの注意を引いてくれたな。傷は……絶対残さないつもりだけど、万一残ったら俺が責任取るから……」

「……ダメです。撃ったのは、私ですよ」

　ともすれば、進んで翔しよう子こを撃ったと言っているも同然のディアナは、痛む脇腹を押さえながら、康やす雄おの傍かたわらにかがみ込み、翔しよう子この髪を撫なでる。

「後で、ショウコには思い切り私を怒鳴りつけてもらわなきゃいけないんです。これは、そのきっかけです」





※






「先ほどの……ライアの動きを止めた歌は、何だったのですか？」

　ディアナの問いに答えたのは治療を終え、目覚めた翔しよう子こだった。

　翔しよう子こは、康やす雄おの方をちらりと睨にらむ。

　康やす雄おは、シィの銃弾に襲われた小お川がわや他の日本人一行の治療をして回っているため、翔しよう子この視線には気づかなかった。

　あれだけシィとライアが暴れて死者が出なかったのは奇跡だが、何人か銃弾が体を掠かすめた者がいるようで、康やす雄おはかなり治療に手間取っているようだった。

　翔しよう子こはそんな康やす雄おの横顔を更に五割増しの険しい形相で睨にらんだ後、目をそらしてぼそりと言う。

「……校歌。北きた平ひら中の」

「キタヒラチュウ……ああ、そうか。ノドカが通っている中学校は、ヤスオとショウコの母校でもあるんですよね」

「うん。そう……なんだけどでも、よりにもよって中学の校歌って……お兄ちゃんが一緒に歌ってくれとか言い出したときには、いよいよ恐怖で頭おかしくなったのかと思ったよ」

「……ヤスオとショウコの共通の過去の思い出なのでしょう？　私はヤスオに、なんとかしてショウコがライアに打ち勝てるような方策を取ってほしいとお願いしたんです。最適な選択だったと思います。ヤスオとノドカが何か手を思い立ったのは、一瞬目をやっただけで分かりました。だから……」

「だからって撃つこたないでしょうに。今回初めて分かったけど、痛みもばっちり共有してたんだから」

「申し訳ありませんでした……ヤスオの腕を、信じていました。高位聖職者も及ばないヤスオの治癒術なら、魔導弾のかすり傷なら残さず消すのはたやすいだろうと……もちろん、それがショウコの体を傷つけていいという理由にはなりません。……本当に、ごめんなさい」

「……まぁ、いいよ。あのがちゃがちゃした状況じゃ、生半可なインパクトじゃライアの気は引けなかったと思うから……それよりさ」

「……はい」

　ディアナは青い顔をして、喉を小さく鳴らしながら目を伏せ、翔しよう子この裁可を待った。

「……ライアが、言っていたことだけど」

　だがそこに、唐突に和のど香かが割って入った。

「あああっ！　そうそれ！　え!?　ちょっと待ってマジなの!?　ディアナさんは前からお兄ちゃんにやったら甘いと思ってたけど、翔しよう子こさんはどうしちゃったの!?　考えなおした方がいいよ！　だってお兄ちゃんだよ!?」

　翔しよう子ことディアナの間に流れる重苦しい空気を感じ取れないのか、それとも敢あえて無視しているのか、思い切り飛び込んでゆく和のど香かに向かって、翔しよう子こははっきり言い放った。

「うん。でももう告白済み」

「んがっ!?」

　和のど香かは腹の底から、異議と、疑問を塗りこめた悲鳴を上げ、翔しよう子こは苦笑した。

「和のど香かちゃんのトシだとまだ分かんないかもなー。確かに特別格好いいとか、人より抜きんでたものがあるとか、そりゃそういう人の方がいいって意見は分かるよ。でもね、世の中には、こう、頑張ってる姿とか、ふとしたその人の生き方の芯みたいのを見ちゃって、そういうのにヤラれちゃうケースもあるのよ」

「いや、そんなとこで大人ぶられても、その基準だとますますうちの兄はあり得ないってことになるんですが」

「……とにかくいいの。私は中学んときからあなたのお兄ちゃんに恋してたの。そんで……ディアナさん」

「……はい」

「正座。私もするから」

「……はい」

　翔しよう子ことディアナが、戦闘の土つち埃ぼこりにまみれたまま、向かい合って正座した。

「実際んとこ、どうなの」

「…………言い訳になってしまうのですが……分からないんです。ご存知の通り、私はこれまで自分の意思というものを後回しにする生き方をしてきました……だから……」

　正座したディアナが、目をうるませ、頰を赤らめて、遠くで巻き込まれた人々を懸命に治療する康やす雄おの姿を見やる。

「ヤスオの隣で戦い続けたいと思うこの気持ちが、恋と呼ばれるものなのか、それとも勇者ヒデオの血筋に対する憧れと義務感なのか、分からないんです」

「……そか。ふぅん」

　翔しよう子こは、やや釈然としない様子ではあったものの、嫌けん悪お感ではなく、どちらかと言えば共感するような柔らかい表情を浮かべる。

　そして、そんな二人を交互に見ながら頭を抱えて狼狽うろたえているのは和のど香か一人。

「……信じらんない。こんな女の人ひと達たちが、うちのお兄ちゃん取り合ってるなんて……ていうか、今そんなことやってる場合ですか？　あの魔導機士の人ひと達たち、帰ってこないんですけど？」

「「あ」」

　この間の抜けた声を聞いたら、さすがのフィーグライドとガイウスも、怒るのではないだろうか。

「ちょ、ちょっと熱くなっちゃったね。優先順位優先順位」

「そ、そ、そうですね。私としたことが、つい冷静さを失って……あいたたた……」

「ヤス君！　ディアナさんのお腹なかも早く治して！　ってそうだ、ヤス君！　和のど香かちゃん！　いたよ！　奥にいたの！」

「え？　え？　あ、うん……いたって誰が……！」

「おじさんだよ！　ヤス君ちのお父さん!!　オーデムの一番奥にいたんだよ!!」

「えっ!?」

「ま、マジで!?」

「ヒデオが本当にいたのですか!?　ヒデオは無事なのですか!?」

　康やす雄おと和のど香かとディアナが一気に詰め寄ってきて翔しよう子こは慌てる。

「ま、待って。ちょっと待って。うん、いたはいたんだ。ただ……ケガとかはしてない感じだけど、あれが『無事』なのかって言われると……だってライアの奴やつ……」

　翔しよう子こは、自分の左手を左目に当てて、身震いした。

「ライアの奴やつ、おじさんのいるところから、あのシィを引っ張り出したんだよ……」





※






　天文台と祭さい祀し場を兼ねているという話からよほど広大な空間かと思いきや、そこは学校の教室よりも少し狭い程度の、小ぢんまりとした半円形のスペースだった。

　長い真っすぐな階段を上りきった真正面の壁には縦に細長い明かり取りの窓があり、夏至の日には恐らく入って正面の窓から太陽の光が差し込むのだろう。

　太陽の角度によっては、たった今康やす雄お達たちが上がってきた階段全てが陽の光で満たされ、更に入り口が太陽の光で満たされるのではないかと思えるような構造だった。

　フィーグライドとガイウスは、その狭いスペースに気絶して横たわっていたが、康やす雄おが治癒魔法を施すと、すぐに意識を取り戻し身を起こした。

　ガイウスは、本職の聖職者も及ばぬ康やす雄おの治癒魔術には驚きを隠せないようだった。

「へぇー……本当に遊んでるだけじゃなかったんだ」

　和のど香かの憎まれ口も、出会って間もない魔導機士が驚きよう愕がくしている前では、なんとなく耳に心地が良いい。

　だが、お互いの無事を喜んでばかりもいられない。

　入り口の大広間では、小お川がわ達たちが護衛の無い状態で待っている。

　いざというときには自じ分ぶん達たちを追って中に入って来いとは伝えているが、英ひで雄おがいると判明し、しかも正常な状態ではない以上、和のど香かを含めた直接の関係者全員が遺跡の奥に入る必要があり、かつどんな事態が待ち受けているか分からないため、小お川がわ達たちを無む暗やみに連れてくることはできなかったのだ。

「ショウコの体を突然乗っ取ったライアは、これに手を突っ込んで、あのシィ達たちを無理やり引っ張り出したように見えた」

　フィーグライドの解説を待つまでもなく、康やす雄おもディアナも和のど香かも、その奇妙な現象が先ほどの騒動の原因であると理解していた。

　半円形のスペースのド真ん中。

　正面の明かり取りから太陽光が差し込めば、階段まで差し込むルートを完全に阻害する形でそこにあるのは、ガラスではなく、光の球体で封印されたスノードームのような物だった。

　部屋の真ん中の中空に、大人一抱え程の光の渦が明滅していて、その光の中に、白い空間が形成されている。

　康やす雄おは、そのすべてに見覚えがあった。

　渦巻く光は、開門塔ゲートタワーの光。

　白い空間は、ライアを通して見た死者の地だ。

　そして。

「……そんなとこで何やってんだよ、親父おやじ」

　奇妙なスノードームの中心。

　本物のスノードームならば、きっとサンタクロースがいるであろう場所に、剣けん崎ざき英ひで雄おの姿があった。

　スノードームの中の父は、ドームのサイズに比例して小さくなっており、しゃがみ込んで、下を向いていた。

　康やす雄おは、それをやや俯ふ瞰かんするように見ている。

　その姿に、康やす雄おは見覚えがあった。

　開門塔ゲートタワーの中で気分が悪くなったと言ってかがみ込んだ姿そのままだ。

　着ている服も、履いている靴も、何もかもが。

「そんなとこにいたんなら、俺がどんなに聖剣を呼んだって、出て来られるわけないわな。いる世界が違うんだから」

　おそらく今の康やす雄お達たちは、ライアを通さずに死者の地を覗のぞき見ているのだろう。

　日本とレスティリアを結ぶ開門塔ゲートタワーを通ったはずの父がなぜ死者の地にいるのかは分からないが、康やす雄おも翔しよう子こもガズ共和国に落ちたのだから、道を外れた理由を探すこと自体にあまり意味はない。

　問題は、どうやって父を迎えに行くか、だ。

　開門塔ゲートタワーを通って既に六日が経たっており、その間ずっと父がここにいたのだとすると、父の意思や力でここから脱出するのは不可能なのだろう。

　そうすると、どうにかして父を助け上げなければならない。

「……帯たて刀わきさん」

「うん、まぁ、試せることって、それくらいしかないよね。まだライアが私から離れたわけじゃないし。どうする？　みんなで行く？」

　翔しよう子この問いに、康やす雄おは首を横に振った。

「いや、俺だけでいい。俺は一度行って戻ってきてるからな」

「そ、それは何の保証にもならないのでは……それに、入るってどうやって……ヤスオは、このドームが何なのかご存知なのですか？」

「仕組みは分からないけどな。この前、ライアに引き込まれた。これは、死者の世界を覗のぞき見てるんだ……入り口は、帯たて刀わきさんの左目」

「今、私すっごい不安定だからね。油断すればすーぐライア、出てくると思うよ。きしし」

　からかい半分にディアナに当てつけるようなことを言う翔しよう子こだが、すぐ真顔になる。

「本当に一人で行くの？」

「帰ってこられないときには、ディアナとフィーグさんとガイウスさんにはそれぞれの国に事態を知らせてもらわなきゃならない。向こうでは、ライアは帯たて刀わきさんから独立してたから、こっちでは帯たて刀わきさんの体は無事なはずだ。最悪、俺と親父おやじが中に閉じ込められるだけ。そうなったら……」

　康やす雄おは、ディアナを振り返った。

　ディアナは、頷うなずくしかなかった。

「絶対に、ヤスオとヒデオを助け出す方法を探し出してみせます」

「大丈夫だよ。分は悪くない。ディアナにはルタバーガと通じるポーモーナがあるし、和のど香かは俺と同じ性質のはずだ。多分、博物館で起こったことが、もう一回起こると思う。みんな、少し離れてて」

「分かりました。みんな、階段まで下がりましょう」

「分かりました。ノドカ。ガイウス大尉。こちらへ」

「一体どういうことだ」

「ま、待ってよディアナさん。お兄ちゃんと翔しよう子こさん！　何するつもりなの……！」

「……もし、俺おれ達たちが戻ってこられなかったら」

「は!?　意味わかんない！　何バカなこと……」

「多分、和のど香かが最後の希望ってことになる。なるべくそうならないようにはしたいけど……先のことは、分からないから」

「お兄ちゃん！　翔しよう子こさん!?」

「悪いな、和のど香か。それと、ディアナ」

「弱音は聞きませんから」

　ディアナは康やす雄おが何かを言う前に、きっぱりと言い切った。

「ヤスオを、私は信じています。ヤスオはこれまで、挑戦の全てに打ち勝ってきた。信じています。必ず……必ずまた……すぐに、隣に立って、一緒に戦いましょう」

「……ディアナ」

「私はもうとっくに、ヤスオを認めていますよ。あなたは……アンテ・ランデの誰よりも勇気のある、一人前の戦士です。ショウコ」

「ん」

「ヤスオのこと、必ず連れ帰ってくださいね」

　翔しよう子こはディアナを振り返ると、康やす雄おの左手を取り、ディアナに向かって小さく舌を出してみせた。

「隣は譲りませんよーだ」

　ディアナが返事をするより早く、翔しよう子この左目から黒い炎が逆巻き始める。

　半円形の部屋を全て埋め尽くすほどの黒い炎が瞬またたく間まにディアナ達たちの視界を席せつ巻けんし、魔導機士達たちが身構えたその数瞬後、

「き、消えた……」

　渦巻く炎が消えたとき、そこには康やす雄おと翔しよう子こ、そして白い世界を映した光のスノードームは、忽こつ然ぜんと姿を消したのだった。





※






　気が付くと、視界を覆っているのは黒ではなく白だった。

　康やす雄おは、左手の感触を確かめるが、そこに翔しよう子この手はなかった。

　相変わらず、夢の中を歩いているかのように、鈍く、暑苦しい感触の中、康やす雄おは傍かたわらに翔しよう子こではなく別の女性が立っていることに気づく。

　彼女も相変わらず、自分の方は向かず、白い世界のただ一方向だけを見つめていた。

「さっきはよくもやってくれたわね」

「こっちのセリフだ」

　ライア・カルガーニ。

　帯たて刀わき翔しよう子この中に、宿るシィ。

「ディアナがショウコを撃つなんて思いもしなかったわ。しかもあんなダサい歌でショウコの意識を引っ張り上げるだなんて、さすがに予想できなかった。コウカっていうの？　ショウコの記憶の中でも、歌そのものは決して良い思い出としては記憶されてなかったのに」

「ほんと悪趣味だな。記憶まで共有するのか」

「あなたのへたくそな歌で浮かび上がってきた強い記憶を見ただけ。別に、プライバシーを過剰に侵害したつもりはないわ」

「三十年も前のアンテ・ランデに、プライバシーなんて言葉があるとはな」

「ショウコから教わった言葉よ。前回私を引っ込ませたときに、さんざん文句を言われたの」

「当たり前だ。帯たて刀わきさんの体で好き勝手なこと言いやがって」

「告白の返事も満足にできない男が偉そうに何を言うの」

「なっ!!」

　それこそライアに言われることではないが、ライアは康やす雄おを狼狽うろたえさせて満足したのか、唐突に話を変えてきた。

「ところで、どうやってヒデオをこの世界から助け上げる気？」

「あんたに助けてもらおうとは思ってない」

「そんな口きいていいのかしら。ここでは生者であるショウコの力は及ばない。閂かんぬきの操作は、私にゆだねられていると言っても過言ではない。あなたとショウコは帰れても、ヒデオは、ショウコの閂かんぬきではどうにもできないわよ」

「あんたに助けてもらうつもりはないって言ったろ」

　ライアの挑発を軽くいなし、康やす雄おは周囲を見回した。

「俺がここにいれば、じきに来る。交渉は、そいつとする」

「え？」

「ほら、見ろよ。あんたが見てる方向からやって来た」

「何が……」

　ライアと康やす雄おは、並んで同じ方向を見ていた。

　ライアが、死者の都があると言っていた白い大地の彼方かなた。

　それは、白き清浄な世界にこぼされた、血の染しみのような色をしていた。

　白い世界の光を吸い取ろうとするかのように、薄汚れた黒の中に灯ともる赤。

「な」

　ライアの口から、恐怖がこぼれた。

　振り向けないはずの背後を振り向いて、逃げようとした。

　だが、それはかなわない。

　彼女は死者だから。

「どうしてそんなに怯おびえているんだい？　ライア・カルガーニ」

　人を食った軽い口調と声。

　康やす雄おより頭一つ半ほど高い上背。

　腕まくりされた、元は白かったであろう煤すすけたシャツ。サスペンダーで止められたカーキ色のゆったりしたズボンと革のブーツを履いた、がっしりした体格。

　そして、白い世界を黒と赤で威圧する、左手のカンテラ。

「久しぶりだね、ヤスオ・ケンザキ」

「まさかこんな早々と迎えに来てくれるとは思わなかったよ。ウィリアム・バーレイグ」

　心底嬉うれしそうな笑みを浮かべるウィリアムの左目が、禍まが々まがしく赤く光った。

「せっかくヤスオの方から来てくれたんだ。そりゃあ、迎えに来なくちゃ礼儀に反する」

「遊びにきたわけじゃない。すぐ帰るつもりなんだ。分かってるだろ」

「それでもさ。大切な友との出会いは、どんなに短くても貴重だ。この短期間でよくそこまで心を強くしてくれた。私の目を見て腰を抜かしていたのが、つい昨日のようだよ」

「実際そんなに前じゃないだろ。こんな場所だから感覚がよく分からないけど、今だってあんたのことは怖い」

「自信を持つんだ。君の成長には目を瞠みはるばかりだ。もう少し待てば、きっと初対面のときが噓うそのように、最高の人材に仕上がるだろう。もちろん君の妹もだ。進路に悩んでいるようだが、マドカ・スギウラの後継としてやっていく才能を彼女は備えている。だから、今は君きみ達たちの『命』を狙うのはやめにした。ああ、もちろん、君きみ達たちが今すぐ私の仲間になりたいというのなら、大歓迎だが」

「……いくつか聞きたいことがある」

「おいおいせっかちだな」

　康やす雄おのつれない態度にウィリアムは肩をすくめた。

　それだけで、カンテラの赤い光が明滅し、そのたびにライアがおびえたように体を震わせる。

「だが、君の成長に対する努力賞だと思って、答えられることには答えよう」

「……あんた……アンテ・ランデの人間じゃなかったんだな」

　断言した康やす雄おに、ウィリアムは楽しそうに微笑ほほえんだ。

「どうしてそう思う？」

「ライアが呼んだシィに、ディアナの攻撃が効かなかった。あんたを相手にしてたときみたいにな。ライアが呼んだシィは、地球の歴史のどっかでみたような軍人の恰かつ好こうをしていた」

「ふむ……」
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「あんたには、俺が投げたガラクタが当たった。ライアが呼んだシィには、和のど香かの魔法が当たった。なら、同じ世界の死者は、同じ世界の生者しか攻撃できないと考えた」

「地球の死者と、アンテ・ランデの死者が同じ場所から現れることに、疑問は無いのかい？」

「生きてる人間だって行き来できるのに今更だろ。考えたって無益なことは、今は良いい。肝心なのは死者の地と、アンテ・ランデと、地球が繫つながっているって確証を得ることだ。そうでないと、和のど香かや小お川がわさん達たちがこっちに来てる説明がつかない」

「ふむ。じゃあ、そうやってつながっているとして、何だというのかな？」

「……あんた。前に言ってたよな。俺や和のど香かを欲しがる理由……『世界を救いたい』って」

「よく覚えていたね」

　康やす雄おは、息を吸った。

　覚悟を、決めるように。

「……地球にはいつ、シィが現れるようになるんだ？」

　死者の地でも、音を耳に伝えるのは空気なのだろうか。

　康やす雄おの吸ったものは、空気だったのだろうか。

　人を癒いやす力に長たけ、生まれて未まだ十数年しか経たたない少年の問いに、ウィリアム・バーレイグは満面の笑みを浮かべ、そして答えた。

「君きみ達たち次第、かもしれないね」







　　終章　英雄の子供達




　本格的な春はまだまだ先とはいえ、それでも季節外れと言っていい吹雪の日だった。

　前日まで、比較的あたたかな陽気であったことが噓うそのように、視界を風と雪が埋め尽くしている。

「勘弁してほしいよな、全く。気分が出ない」

　雪に対する備えなど皆無に等しい街路は、時ならぬ積雪によって交通が完全にマヒしている状態だ。

　それでもなんとか現場にたどり着くことができたのは、この日だけは絶対に現場で迎えたいと思ったからだ。

　このご時世、わざわざ現場に出張らなくても、確認の方法は沢山ある。

　それでも現場にこだわったのは、単純に達成感を感じたいからというただそれだけの理由だ。

　積もった雪に足を取られないように慎重に慎重に歩を進め、目的地にようやくたどり着く。

「おお」

　この大雪の日に現場に赴く酔狂な人間など多くはないと思ったが、意外にも、自分以外にかなりの数の人間が集まっているのを見て、ほっと胸を撫なでおろした。

　これだけいるなら、荒天による中止、という事態にはならないだろう。

　天気はますます荒れ模様になり、空の明るさからは時刻を推し量ることはできない。

　だが、誰もがその瞬間を固唾をのんで見守った、午前九時。

　予定通り。その幕は文字通り切って落とされた。

　ごくりと喉を鳴らし、手に、紙片を握りしめる。

　そして、

「あった」

　時間にして、僅か十数秒だった。

　白い幕が落とされ、下から現れた数字だらけの掲示板。

　剣けん崎ざき康やす雄おはそこに、自分の受験番号が張り出されているのを、たった十数秒で発見したのだった。

「……はぁ……」

　もっと、大きな喜びが溢あふれるかと思っていた。

　叫び出してしまうのではないかと思った。

　だが、康やす雄おの胸の内を占めたのは、奇妙な達成感と、そしてある種の諦観だった。

「来ちゃったなぁ、これは」

　康やす雄おはそこから三度、番号を照らし合わせしつこく確認した後、ポケットからスリムフォンを取り出し、耳に当てる。

『は、はいっ、けんざきゃ……あっ!!』

　ワンコールで出た相手は康やす雄おと違って大いに緊張しているらしく、電話口で嚙かんだ上にどうやら受話器を取り落としたらしい。

　派手な音が聞こえてきて、康やす雄おは思わずスリムフォンを耳から離してしまった。

「……もしもーし。落ち着けー。現場にいる俺より慌ててどうすんだよ」

　受話器の向こうからの詫わびる声を聴きながら、康やす雄おは少しだけ得意げに、言った。

「受かったよ。早わ稲せ多たの政経」

　その瞬間、再びスリムフォンに耳を当てていられないほどの大騒ぎが始まった。

「おいおい落ち着いてくれよ、そっちがそんなに大騒ぎになるとこっちが逆に冷静になる。猛吹雪なんだぜ」

　康やす雄おはそう言うと、一般受験合格者を貼り出した掲示板を見上げた。

「ああ。うん。まぁ雪はひどいからまたすぐ電車で帰るよ。まぁ、滅茶苦茶めちやくちや遅れてるけどのろのろ動いてるからさ。うん。ああ、本当にこれで最低限だ」

　康やす雄おは掲示板から目を離すと、都内の難関私立大学である早わ稲せ多た大学の大講堂を振り仰いだ。

　自分が吹雪の中にさえいなければ、屋根の上に積もった雪も少しは幻想的に見えるのだろうか。

　いや、そんなことはないだろう。

　なぜなら、第一志望で受験し合格した早わ稲せ多た大学に、康やす雄おは、通うことはないのだから。

「それじゃ、何かあったらまた連絡するけど、とりあえず家には帰るつもりだから、風ふ呂ろ沸かしといてもらえる？　もう今から凍えそうでさ。うん……え？　おいおい」

　電話を通して聞こえる声に、康やす雄おは苦笑した。

「今更だって。最初からそういう約束だったじゃないか。俺は約束を果たしたぞ。だから今度はそっちが守る番だろ」

　電話の向こうの声は、泣いていた。

　喜んでいるのではない。

　悲しんでいるのだ。

　その反応も、ある意味では予想通りだった。

　なぜなら。

「俺が戦うって決めたんだ。ディアナが出した条件はこれで守った。次は、ディアナの番だ」





※






「なあウィリアム。一つ確認したい」

「なんだい？」

　あの日、オーデムの遺跡から死者の地へ降り立った康やす雄おは、ウィリアムに尋ねた。

「俺は、絶対に死なないとダメなのか？」

「質問の意図が分からないんだが」

「……ライアから話は聞いた。コールも、ベアトリーチェも、元はと言えば死者の世界がいっぱいになってしまうことを防ぎたかったってな。きちんと把握しているわけじゃないが、多分今、死者が多すぎて、死者の国が死者を受け入れられなくなってる。コールのやり方はよく分からないが、ベアトリーチェ・ヘラーは死者を、生者の世界に留とどめたまま命を循環させようとしたって俺は解釈してるんだ」

「うん、まぁその解釈は、概おおむね正しいかな」

「じゃあ、お前は何が目的なんだ。最初に聞いた話だと、どうも俺や和のど香かをこの場所に引っ張り込みたかったように聞こえる。死なないと、お前の目的のために動けないって感じだった。でも俺はこうして『閂かんぬき』を使ってここまで来ている。これじゃ、ダメなのか」

「……」

「ベアトリーチェは閂かんぬきを使って、シィを大量に生者の世界に送り込もうとした。実際に、かなりの精度で死者を選んで放出できている。それならその逆だって可能なんじゃないのか？」

　ウィリアムはしばし何かを考え込むような表情になったが、やがてカンテラを持っていない右手を差し出し、指を三つ出した。

「問題が三つある。まず、死者の地がパンクして、命の送りが巡らなくなるまでそんなに時間が無い。君が閂かんぬきを使ってこの地に来ても、今、満足に動けないだろう？　さっきから君は、現れたその場から一歩も動けていない。それじゃあ、使い物になりはしない。もう一つ。君の成長を待っていたら、パンクはもちろん、ベアトリーチェの計画が達成されてしまう」

「……なるほど。じゃあ最後の一つは」

「命ある者は、都にたどり着けない」

「都？」

「死者の地を、死者の地たらしめている命の循環システムの中枢さ。こればかりはどうにもならないんだ。肉体を持ったままでは、死者の門をくぐれない。現状で命の循環は、君きみ達たちが直接命を送る以外には、都を通る以外に方法が無い。だが、地球も、アンテ・ランデも、あまりに死者の数が増えすぎた。死を処理しきれず、死が詰まって、生を侵食し始めている。コールとベアトリーチェは、このシステムを維持したまま、何とか効率化を促進しようとしていた」

「……じゃあ、あんたは」

「私は、生と死の循環システムを破壊したい。今の状態を維持し効率化したいと考えたコールやベアトリーチェとは、真っ向から目的が対立してる」

「壊してどうするんだ。人が死ななくなるとでもいうのか」

「そんなこと知らないよ」

「は？」

　唐突に無責任なことを言いだすウィリアムに、康やす雄おは目を剝むいた。

「だって、今は死者がスムーズに生まれ変われなくなってるんだろ。なのにその生まれ変わりのシステムそのものを破壊したら、それこそ訳が分からなくなる」

「私はいつ、命の循環が『生まれ変わり』などと言った」

「え？」

「送りの先は、誰にも分からない。都のシステムは、魂を浄化し次なる命に向かわせると言っている。だが、人が死に、その先が再び人である保証はどこにもない」

　ウィリアムは赤い瞳を更に光らせ、狂気じみた笑いを浮かべた。

「嫌だろそんなの。どんなに善行を積んでも、死ねばおしまい。どんなに悪行を積んでも、死ねば自由。そんなこと、許されないだろ。循環してるっていうなら、魂に刻まれたその業は持ち越したいし、持ち越すべきだ……だから……だから私は、システムから外れた。灯火を利用し、このカンテラを手に入れた。死を騙だまし、生の仮面を得る力を」

　仮面、という言葉に、康やす雄おは聞き覚えがあった。

　ライアが言っていた言葉だ。

　コールは灯火。ベアトリーチェは女王。そして。

「イァルクってのは、あんたなのか」

「都の死者達たちが勝手にそう呼んでるだけさ。私の数多あまたある名前の一つでしかない。コールもベアトリーチェも、彼らが勝手にそう名乗ってるだけさ。私の……私の名はただ一つ。クソったれで、どうしようもない最低の人間だったけど、それでも最愛だった親からもらった名こそが、ウィリアムだ。なあ、剣けん崎ざき康やす雄お。私は信じられないよ。もう二度と人間になんか生まれたくないとか言う奴やつがさ。嫌な目に遭ったら、どうしようもない目に遭ったら、そんな目に遭わせた奴やつらに復ふく讐しゆうしたいと思わないのかってね。そう思えない奴やつがじゃあ貝か何かになったらどうなる？　生きるのが嫌だという癖に、他の『生き物』になりたいなんてちゃんちゃらおかしい。そうは思わないかい？」

「悪いけど、そこまで人生に絶望したことないんだ。日本の、サラリーマン家庭の子供だからな。世界水準で言えば、相対的に恵まれてる人間だし」

「そうだね。私が人間として生を受けたときより、君はずっと恵まれている。で、それはどうでもいいことだ。なんであれ私は、この命の循環を前提としたシステムを破壊したい。その先にあるのが永遠なのかそれとも停止なのか、それを見てみたい。なあ、剣けん崎ざき康やす雄お」

　ウィリアムは、一気に康やす雄おとの距離を詰める。

　吐息すらかかりそうな目の前に、ウィリアムの赤い瞳が輝き、康やす雄おは恐怖で足を後ろに出しそうになる。

「動けないだろう？　君が命に縛られているからだ。それじゃあ、私の仲間にはなれない。生きたままじゃ、私とともに戦えないし、私とも戦えない」

「あ……」

　ウィリアムは、康やす雄おの隣で、ウィリアムの方を向くことすらできず、変わらず都のある方向を向いているライアに、カンテラを突きつけた。

「な、何を……！」

「ベアトリーチェの閂かんぬきは邪魔なんだよ。どちらかと言えば生きたまま優秀に育った魂を取り込みたい私にとって、彼女の閂かんぬきは、その芽を摘む障害にしかならない。私自身の『閂かんぬき』だけで十分なんだ。お前みたいなのがいるから、ヤスオが変な勘違いを起こす」

「い、イァルク！　何を……」

「何を恐れるんだ。死者風ふ情ぜいが。もともとお前はただのシィだ。偶然に生前の人格が顕現したにすぎない、ベアトリーチェの哀れな鍵束の中の一つだ。ヤスオ達たちの害でしかない。ショウコ・タテワキから離れろ」

「ま、待っ……」

　ライアの悲鳴は、カンテラの光にかき消された。

　カンテラの中の赤い光がライアの左目に殺到する。

　ウィリアムから目を離せない康やす雄おの視界の端で何かが弾はじけ、ついで湿った砂を踏みしめるような、小さな足音が聞こえた。

　ライアが、前に向かって歩いてゆく。

「……ライア」

　その背に、康やす雄おは哀悼とも、惜別とも、憤ふん怒ぬともつかぬ声をかける。

　だが、ライアは、死した彼女はもう振り向かなかった。

「都落ちしたシィほど、哀れなものはない。まだぎりぎり働いている循環から外れたせいで、列の後ろの振り出しに逆戻りさ。彼女は、果たして次はいつ都にたどり着けるのやら……」

　ライアの背を一瞬だけ見送るウィリアムだったが、すぐに康やす雄おに視線を戻した。

「どうだい。どうせ破綻は目前だ。間もなく死が生の世界に溢あふれる。そうなる前に、彼女のような哀れな魂を救える可能性に賭けてみないか……生と死の新たな在り方の誕生に立ち会ってみないか」

　生があり、死がある。

　死の後、康やす雄おや魔導機士達たちがやっているように、送りと同じ力が都で働き、命は巡る。

　だが、それが限界にきているのだとしたら、その先に起こることは何なのだろう。

　情報が、あまりに少なすぎる。

　康やす雄おの力が、あまりに足りなすぎる。

　今はまだ、康やす雄おはウィリアムの問いに答えるだけのキャパシティを持ち合わせてはいなかった。

「……今のところ俺にはまだ、ベアトリーチェの案の方が現実的に思える。炭鉱のカーネリアンを各国に浸透させているのも納得できる。国家事業として死者の送りを代行すればいいわけだからな。都の負担も減るんじゃないか」

「先送りは、何も生まんよ」

「古いものを全て否定して、何かを為なしたつもりになるのもよくないと思うけど」

　どこかで聞いたことのあるような。実に陳腐な平行線を、ウィリアムと康やす雄おは引いた。

「興が殺そがれた。君もその場から動かせないことだし、死者の地に来たものを殺すこともできない。やれやれ、ニホンの若者は硬直化した社会のせいか、とことん保守的だね」

「お互い人間だろ。変わらないことを望む気持ちは分かってくれよ」

　康やす雄おは何の気なしにそう言ったが、ウィリアムは意外にも、意表を突かれたように鼻白んだ顔をして、康やす雄おの顔をまじまじと見た。

　こころなし、赤い左目から感じる殺意が少なくなっているようにも思える。

「俺、何か変な事言ったか」

「……それなりにね。人間だった頃から、悪魔だなんだとさんざん蔑まれてきたからね。まさかこんな身になってから、人間扱いされるだなんて思いもしなかったよ」

「これでも受験生だ。話の文脈は分かるつもりだ。あんただって昔は人間だったんなら、今人間だって言っても問題ないだろう」

「確かに。ルールがあるわけではないな。死者もまた人間か。はは」

　何がそんなにおかしかったのだろうか。

　ウィリアムは愉快そうに口くちの端はを上げると、思いがけない行動に出た。

「ヤスオ。これを君に預けよう」

　ウィリアムは、左手に持ったカンテラの中から明々と燃える石炭を取り出し、それを康やす雄おの手に押し付けた。

　ここに来る直前、翔しよう子ことつないでいた側の手だ。

　康やす雄おは慌てたが、ウィリアムの力には逆らえない。

　押し付けられた石炭はこぶし大で、禍まが々まがしく燃えている割には一切熱を感じなかった。

「見てごらん」

　ウィリアムの手によって、石炭を握った康やす雄おの手が視線の高さに持ちあげられる。

　そこで、康やす雄おは見た。

　燃える石炭が送られたシィのようにほろほろと煤すすとなって崩れ、掌てのひらに小さな金色に光る筒のようなものが残った。

　スポーツの試合でレフェリーが首から下げているホイッスルのようだが、目を凝らすと、小さいながらに角笛のような形状をしていることが分かった。

「聖剣ルタバーガ。聖せい杖じようマーロウ。聖弓ポーモーナ。これらは全て死者の国から魂の黄泉よみ返りを信じて名付けられた聖具だ。そしてこれが最後の一つ。聖せい笛てきソラーナムだ」

「ソラーナム？」

　それも、ライアから聞いた言葉だ。

　だが、ディアナはもちろん。フィーグライドもガイウスも知らない言葉だった。

　疑問が顔に出ていたのだろうか、ウィリアムは少しいたずらっぽい顔になって、またよく分からないことを言い出した。

「ニホンにも、オボンってあるだろ。たしかソラーナムが、そのとき使われるって聞いたことあるよ」

「なんだそりゃ」

　四人の祖父母全員が健在である康やす雄おにとって、お盆は未まだ、夏休みの中でも特にあちこち大混雑する時期、以上の意味はない。

　だが、ウィリアムがそう言うのであれば、きっと何か意味があるのだろう。

「オーデムに戻ったら『閂かんぬき』が閉じる前に吹いてごらん。ヒデオはきっと、あるべき世界に帰るはずだ」

　ウィリアムがそう告げた途端、急激に康やす雄おの周囲で、黒い煤すすが渦巻き始めた。

　空になったはずのカンテラから沸き上がるそれは羽虫のように耳みみ障ざわりな音を立てて、目の前にいるはずのウィリアムすら康やす雄おの視界から消してしまう。

「次に会うときには、色よい答えがもらえることを期待しているよ……」







　次の瞬間、軍事博物館のときとは比べ物にならないほど意識が明瞭なまま、康やす雄おはオーデムのスノードームの前で目を開けた。

　翔しよう子ことは手をつないだままだった。

　二人の掌てのひらの間には、あの金色の小さな笛があって、手を離した康やす雄おがそれを手に取り口にくわえると、涼やかで、静かで、どこまでも響く美しい音が鳴った。

　聖せい笛てきソラーナム。

　混こん沌とんとした死者の国の夢の中で聞いたその名を思い出すよりも早く、二人の目の前でスノードームを取り巻く、開門塔ゲートタワーの如ごとき星の渦が砕け、白い世界が歪ゆがみ、その中で姿を固定された英ひで雄おの姿が歪ゆがみ始める。

　そして、

「「え」」

　二人が見ている目の前で、英ひで雄おは空に放り出された。

　康やす雄おと翔しよう子こにとって、それはあまりにも見慣れた空。

　真昼間の、所沢の航空公園上空だった。

「あるべき場所ってそういう意味なのか？」

　所沢の空に放り出された英ひで雄おが一瞬もがいたように見えたが、星の渦の砕けた欠片かけらの残ざん滓しすら消えた途端に見えていたビジョンも霧散し、英ひで雄おがその後、どうなったのか分からなくなってしまった。

「ヤスオ、ショウコ、大丈夫、ですか？」

　二人は、背後から恐る恐るといった様子でかけられた声に振り向く。

　ディアナと和のど香か、フィーグライドとガイウスがその途端、はっとしたように目を見開いた。

「ショウコ……！」

「翔しよう子こさん、目！　左目！」

　ディアナと和のど香かが駆け寄ってきて、翔しよう子この左目を見て笑顔を爆発させた。

　康やす雄おは、翔しよう子こと手をつないだまま、彼女の顔を覗のぞき込こんだ。

「……まだ、少し赤いな」

　翔しよう子この目は、疲労のせいか、少しだけ充血していた。

　だがそれだけ。

　どんな手段でも隠すことのできなかった黒い炎は、もうどこにも見えなかったのだった。





※






　その後はもう、色々と大騒ぎだった。

　翔しよう子こからは完全にシィの気配は消え、左目も元の色に戻った。

　そのためライアに依存していたオリオンの力やそれ以外の超人的な力も失われてしまったが、ハナちゃんは変わらず翔しよう子こに接してくれたため、鱗うろこ象を操る技が完全に翔しよう子この才能によるものだということが証明された。

　バスケルガルデでは、オーデムに現れた十二人の日本人の処遇を巡って大騒ぎになった。

　オーデムで観測された魔導異常は彼らがアンテ・ランデにやってきた際の異常、ということで処理されたが、十二人もの人間を開門塔ゲートタワーで日本に帰すには、尋常ならざる費用がかかる。

　和のど香か以外のメンバーは、そもそも自じ分ぶん達たちが本当に異世界に転移していたという実感が無かったため、彼らの理解を得るのにも時間を要した。

　結論から言えば、康やす雄おはそれから実に一か月近く、日本に帰ることができなかった。

　翔しよう子こからシィを引きはがすという最重要ミッションだけは達成されたため、まず翔しよう子こをディアナが日本に送り返した。

　約束の一週間、七日目ぴったりだった。

　そこまではよかったが、残る十二人を帰す予算を確保するために、康やす雄おの存在は、公にされざるを得なかった。

　噂うわさが独り歩きを始めていた『ゲールデイトの聖者』が、聖剣が覚醒した遺跡から新たな聖具を持ち帰ったこともあり、ホルストロではシィの問題全てが解決されたようなお祭り騒ぎになった。

　勇者ヒデオの実子である、という点だけは伏せられたものの、世界を救う可能性がある存在として、両者を単純に結びつけてしまう人間は決して少なくなかった。

　そしてこともあろうに、レオニードはこの『聖者』への寄付を基金として予算編成し、それを流用して丸ごと十二人分の転移費用に充あててしまったのだ。

　大人一人の往復転移に、レスティリアの国家予算の三パーセントが必要な開門塔ゲートタワーである。

　もちろん十二人分の金額を満額寄付で賄ったわけではなく、その寄付を軸に国家事業として『聖者支援基金』を設立し、更に先行投資を集めたのだ。

　国家ぐるみの詐欺行為としか思えないそのやり口に、さすがにディアナも困惑していた。

　実際問題、たった一ヶ月で日本に戻れたのは奇跡だと、康やす雄おは考えていた。

　場合によっては、そのまま国家的な英雄に祭り上げられてもおかしくなかったのを止めたのは、そのレオニードとクローネ家であった。

　危うくバスケルガルデの国家的な英雄に祭り上げられる寸前で、シィ討伐の旅に出る、という形でレオニードが、康やす雄おが国外に出たように見せかけた。

　寄付を集め基金まで作っておいてと康やす雄おは思ったが、現実問題として康やす雄おに巷こう間かん噂うわさされるような力もなければ、シィの問題を根本から解決する手段があるわけでもない。

　それならバスケルガルデが公的な支援を与えつつ、諸国を漫遊させておいた方が、バスケルガルデにとってもしばらくは旨うま味みがある、ということらしい。

　レオニードの工作には『聖者発祥の地』である城塞都市ゲールデイトの魔導機士フィーグライドも深く関わっており、聖者の旅に使われていることになっている鱗うろこ象のハナちゃんは、今では聖獣扱いだ。

　もちろん康やす雄おは旅などには出ておらず、バスケルガルデの開門塔ゲートタワーで和のど香かを含めた十二人が日本に送られたのを見届けた後、クローネ家の差配でレスティリアに移動し、自分の復路分の開門塔ゲートタワーを使って日本へと帰還した。

　一ヶ月ぶりとなる両親との再会は、気まずいものとなった。

　なにせ、護衛の役割を果たすはずの英ひで雄おが、事実上アンテ・ランデに渡ることすらできずに叩たたき返されていたのだ。

　円まど香かが三十年前の自分の転移の原因を思い出し、和のど香かの行方不明がそれに当てはまると気づいて精神的に憔しよう悴すいし入院してしまっていたことなどが重なり、家庭内が極めて微妙な雰囲気になっていた。

　和のど香かが隠れて魔法の訓練を行っていたことも、両親の間ではちょっとした火種になってしまっていたらしい。

　また、バス事故で一ヶ月も行方不明だった人々がある夜突然航空公園に出現し、世の中がちょっとしたパニックに陥ったことも言うまでもない。

　和のど香かも行方不明者の一人にカウントされていたため、剣けん崎ざき家も行方不明者に無理な取材を試みようとしたマスコミの攻勢を幾度となく受けた。

　学校への復帰も困難を極めた。

　予定外の一ヶ月もの休校に加え、件くだんのバス事故の影響が大きかったため康やす雄おも和のど香かもスムーズな復帰とはいかず、結局康やす雄おと和のど香かの周囲の生活が落ち着いたのは、康やす雄お達たちがアンテ・ランデの旅を終えた六月から実に三ヶ月が経たった、九月も末のことだった。

　そしてようやく周囲の騒動が収まり始めた頃になって、康やす雄おとディアナは揉もめに揉もめていた。







「和のど香か！　あんたまたお風ふ呂ろのお湯凍らせて！　何してんの！」

「ご、ごめんって！　本当は霧の魔法使おうとしただけなんだって！」

　その日の家族会議は、和のど香かが入浴中の風ふ呂ろのお湯を丸まる凍結させたことから始まった。

　一人で炎の轍わだちの魔法を完成させた和のど香かは全く反省することなく、バスケルガルデにいる間にフィーグライドやガイウスから聞き出した様々な魔導の手引きを応用して、勝手に魔法の訓練にいそしんでいた。

　円まど香かやディアナやハリーヤが何を言っても聞き入れず、ついには独力で凍結と電撃の魔法を会え得とくするに至ってしまう。

「シィが出なくなったと思ったら、この三ヶ月であんたに壊されたものがどれだけあると思ってんの！　リビングの照明に風ふ呂ろ釜に、庭木まで凍らせて枯らしちゃって！　もういい加減にしなさい！」

「だからごめんってー！」

　そんな母娘おやこの喧けん嘩かを聞きながら、康やす雄おはリビングのテーブルを挟んで、腕を組んで渋い顔をするディアナの前に座らされていた。

「何度も言いますが、却下です。承服できません。もうレスティリアもバスケルガルデも、金輪際ケンザキ家には関わらせません！　ヤスオはニホンで、安全な生活をしていただきます！」

「だからそれはもう無理だって言ったろ。話したろ！　オーデムでウィリアムと何があったかって」

「聞いたから言ってるんです！　あのウィリアムが言うことです。信用する方がどうかしています！　いずれにしても、今後アンテ・ランデの問題はアンテ・ランデの人間の手で解決するべきなんです。聖者ヤスオはアンテ・ランデのどこかで今も人知れずシィと戦う人々を救っている。それでいいんです！」

「よかないだろ！　俺結構一ヶ月の間にバスケルガルデで顔売っちゃったんだぞ！　それなのに日本にいるのをいいことにフェードアウトって、それは俺のことを頼ってくれた人に対する裏切りじゃないのか！　それにバスケルガルデが詐欺で訴えられるぞ」

「勝手に期待した方が悪いんです！　その人ひと達たちは昔の私みたいにヤスオ達たちの都合なんか一切考えずに、ヤスオの善意に付け込んで、どんどん要求を増長させていきますよ！　レスティリアだってバスケルガルデだって例外じゃありません！　もうアンテ・ランデを、これ以上外から来る英雄が甘やかしちゃいけないんです！」

「だから話聞けってば！　俺は別に誰彼構わず手を差し伸べるわけじゃあ……」

「ヤスオには他に手を差し伸べる人がいるでしょう！　ショウコに返事はしたんですか！」

「い、今は帯たて刀わきさんのことは関係ないだろ！」

「関係あります！　アンテ・ランデのことをどうこう言うより、身近な懸案をきちんと解決してください！」

「和のど香かー。小お川がわさんからアイスの詰め合わせみたいなのが届いたぞー」

「ヒデオも吞のん気きなこと仰おつしやってないで何とか言ってください!!」

「えっ!?　あ、あーその、康やす雄お。今更だが、勇者って、面倒だぞ」

「知ってるよ！」

「……な、なあ康やす雄お」

「なんだよ！」

「本当に……本当に見てないんだよな？　俺がレスティリアに残したフィルムは……！」

「……見てないって。忘れてたんだよ。信用しろって」

「ん、ならいいならいい。うん」

「ヒデオ！　ヤスオがアンテ・ランデに行きたくなるような話題を蒸し返さないでください！」

「いや、だって気になったから……」

　アンテ・ランデから帰った後、円まど香かの助言もあって、英ひで雄お自身もアンテ・ランデに転移した際のことを思い出したが、彼にとっては黒歴史の回想に等しかったようだ。

　高校生当時の英ひで雄おは、映画監督に憧れていた。

　学校の映像研究会、略して『ＥＩＫＥＮ』に伝わるカメラを持ち出して、たった一人あちこち撮影して回っていた。

　あるとき山の風景を撮影するために登山道を外れた立ち入り禁止区域に足を踏み入れ、崖から足を踏み外して落下した後、そのままアンテ・ランデに転移したらしい。

　そのときの英ひで雄おは、撮影機材に加え、長期ロケのための携帯食やテント、撮影用の小道具。そして脚本執筆用と役者を指導するための、国語辞典とアクセント時点まで持ち歩いていたというのだ。

　アンテ・ランデに八ミリフィルムが普及していた理由と、やたら正確な日本語を話せる人間が大勢いる現状は、英ひで雄お少年の将来の夢が作り出したものだったのだ。

　余談だが、多くの武機に拳銃と同じ機構が組み込まれているのは、このときの英ひで雄おが西部劇に傾倒しており、小道具の中にモデルガンが一丁含まれていたことに由来するらしい。

「いや、でも親父おやじの残したフィルムとか関係なく、俺はアンテ・ランデ行くからな！」

「ダメです！　お願いですから諦めてください！」

「のーどーかー！　洗濯物のＴシャツがなんで黒焦げになってるの……!!」

「い、いやうち乾燥機ないじゃん？　だからぁ……」

「和のど香かー!!」

「ごめんごめんって！」

「第一ディアナ！　お前俺の隣で戦ってくれるって言っただろ！　あの約束はどうなるんだよ！」

「あっ、なっ、そ、それは、あのときはショウコの手前というか、あのときの私は事態があんな解決を見るとは思わなかったから勢いで言っただけで……！」

「でも噓うそじゃないんだろ！」

「や、ヤスオ近いです！　ちょ、ちょっと離れて！」

「あーあー翔しよう子こさんに言ってやろー」

「和のど香かっ！　こっちの話は終わってないわよ!!」

　緊張感の欠片かけらもない。

　一家全員が異世界にまつわる事態で命の危機に陥っていたとは思えないほどの緊張感のなさだ。

　それもこれも、康やす雄おがアンテ・ランデから帰ってきてからの三ヶ月間、アンテ・ランデになんら動きがないことと、日本にシィの影が無いこと。

　そして何より、ディアナが剣けん崎ざき家を徹底してアンテ・ランデの諸問題から遠ざけようとしているのが大きかった。

　最初は英ひで雄おを召喚したがっていたディアナも、今では完全に剣けん崎ざき家をアンテ・ランデから守る方向に方針転換してしまっている。

「でもさ、ウィリアムが言ったことが本当だったら、それこそ取り返しつかないだろ？　和のど香かの仲間達たちの中に、都合よく日本の世論や情報を動かせる人だっていなかった。もし日本でアンテ・ランデみたいにシィが現れ始めても、即応は絶対にできない。だったら既にシィについて理解の深いアンテ・ランデ側から事態の推移を見守る方が、いざっていうとき日本も守りやすいだろ」

「それは……そうですが……」

「ディアナはさっき帯たて刀わきさんのこと持ち出したけど、それこそ帯たて刀わきさんを守るためにもアンテ・ランデに行って将来の対策を練った方がいいと思うんだ。あらかじめ言っておくけど、受験から逃げ出したいわけじゃないからな。あの一ヶ月ちょっとのアンテ・ランデ滞在で、俺は俺が将来本当にやりたいことを見つけたんだ。アンテ・ランデから、世界を守る。和のど香かじゃないけど、俺だってこの三ヶ月何もしなかったわけじゃない。この間たまたま道でスクーターに轢ひき逃げされた子供を、五秒で完全治癒させた後に電撃の魔法飛ばして犯人捕まえたんだ！」

「何をさらっとニュース沙汰になりそうなことをやってるんですか!!」

　ディアナは仰天し、英ひで雄おは少し渋い顔になる。

「康やす雄お。アメリカの映画にもあったが、特殊能力を得てそれを世の中のために使いたいと思っても、必ず限界が訪れるぞ。救えない悲しみってのは、必ずあるんだ！」

「ヒデオはいいですからそのアイスを冷凍庫にしまってきてください！　いただきものなんでしょう！」

　小お川がわから贈られてきた挨拶を兼ねたお礼の品をずっと抱えたままディアナと康やす雄おの言い争いを聞いていた古の勇者は、しょんぼりしながら言われた通りにアイスクリーム詰め合わせを片付けに行った。

「なあディアナ！　分かってくれよ！」

「ひゃうっ!?」

　英ひで雄おがいなくなったので改めて康やす雄おに向き直ろうとしたディアナだったが、正面から手を摑つかまれて頓狂な悲鳴を上げた。

「俺がそうしたいんだ。あれだけ色々あったから、そうしたいんだ。元から俺が大学受かったら、休学してアンテ・ランデに行くって話だって前はしてただろう？　それがちょっと早まるだけだ！」

「あ、あの、ヤスオ！　でもそのときとは事情が……」

「ああ、事情が違うのは分かってる！　でもディアナも言ってくれてたじゃないか！　俺のことを、一人前の戦士だって！」

「そ、それは言いましたけど、それは場の雰囲気というか、噓うそではないですがそれとこれとはまた別というか……」

「魔法の腕はまだまだ和のど香かにもかなわないけど、体だって鍛えてるし、毎日学校で一人で朝練やってるからぶっ続けで三時間くらい送りの歌だって歌える！　頼むよディアナ！」

「あの、ヤスオ、分かりました。分かりましたからちょっと手を離して……」

「それに、ソラーナムのことだってある。アレを持ってる限り、俺とウィリアムの縁は切れない気がするんだ」

「そんなもの、不燃ゴミの日にでも出しちゃえばいいんですっ！」

「そんなことしたらあいつ普通に怒って出てくるぞ！　今はまだあいつに勝てる気はしない」

「と、とにかく、ダメです！　ダメったらダメなんです！　あ、あと、その、手、握りすぎです。その、ヤスオの気持ちは分かりましたから、ちょっと離し……」

「……ダメダメって……手ぇ握りながらディアナさんに迫って何してんのヤス君……」

「あ……今そこでショウコに会ったんだが……ちょっと、マズかったか？」

「「あ……」」

　そんな騒乱の最中に、ハリーヤに連れられた翔しよう子こが入ってきて、分かりやすく誤解をして、左目から炎ならぬ、頭から目に見えない角を生やしそうになっている。

　それほどまでに、平和な日々が続いた。

　シィも、アンテ・ランデも何もかもうやむやになりかけた十月半ば。

　日中の太陽が明確に短くなったこの頃に、和のど香かの通う北きた平ひら中学校の生徒に、不審者の出没情報が出回った。

　人通りの少ない夜道を行く人々を襲う、悪質な通り魔の情報だった。

　警察の警戒が強化され、康やす雄お達たちもなんとなく警戒しながら過ごしていたある日、件くだんの通り魔の被害者に、重傷者が出た。

　不幸なことに、犠牲者は警戒に当たっていた警察官だった。

　比較的街灯も多く、近くの店舗の監視カメラもある場所での犯行に地域に戦慄が走ったが、誰よりも衝撃を受けたのは、ニュースを見た剣けん崎ざき家の関係者だった。

　通り魔情報を流すニュースの中で、犠牲になった警察官がパトロールを行っている付近の映像に、闇から立ち上がる異形の男の姿が映し出されていたのだ。

　ニュースではそれを現場近くの光源位置の関係でたまたまシルエットが黒く潰れてしまったと報じていたが、剣けん崎ざき家も、魔導機士達たちも、翔しよう子こにも、一目瞭然であった。

　シィだ。

　たった一体、突然にシィが現れた。

　アンテ・ランデ側からは一切の不審な報告はなく、ベアトリーチェやウィリアムの影も見当たらない。

　野の良らのシィが、日本に現れた。

　その事実が、剣けん崎ざき家を震しん撼かんさせる。

　ウィリアム・バーレイグの話が、真実なのではないか。

　そんな疑いが、にわかに増したのだ。

　もちろん、このシィが剣けん崎ざき家の不安をあおるためにウィリアムが放ったものという可能性もゼロではない。

　ゼロではないが、それでも再び日本にシィが現れる環境が生まれたことが、剣けん崎ざき家と帯たて刀わき家の警戒に再び火を灯ともしてしまった。

　一週間ほどの警戒の末、問題のシィを発見し撃退したのは、会社帰りに偶然遭遇した英ひで雄おだった。

　ルタバーガを繰り出すまでもなく、シンプルな格闘と単純な魔法だけで無力化し、教わっていた送りの歌は、英ひで雄おが歌えば一体くらいのシィを送ることは造作もない。

　死者の国から生まれた聖具ルタバーガを持つ英ひで雄おが倒したために、件くだんのシィがどちらの世界に属していたのかは分からずじまいとなってしまったが、英ひで雄おによる撃破報告がなされたその日には、剣けん崎ざき家で翔しよう子ことハリーヤも含めた家族会議が招集された。

　誰もが、一様に厳しい顔つきだった。

「俺、やっぱり行くよ」

　誰からも反対意見は上がらなかった。

「何ができるかは分からないけど、やっぱり何か起こってるんだ。アンテ・ランデの人ひと達たちと情報をやりとりして、いざ日本で何かが起こったときのために備えたい。何もなければ、何もないでいいんだ。でも、今何か起こりそうなら、俺は……」

「ヤス君……」

　不安げな様子の翔しよう子こは、小さく声を上げようとしたが、すぐに口を閉ざしてしまった。

　康やす雄おとともにアンテ・ランデを旅したあの一週間の記憶が、理性と理知を優先させる翔しよう子こに、声を上げさせなかったのだ。

　だから。

「一つだけ、条件があります」

　ディアナが代わりに、言ったのだ。

「何もなければ何もないでいいとヤスオは言いますが、その場合、ヤスオはニホンでの生活を完全に棒に振ることになります。ヤスオの故郷は、ニホンなんです。それは、間違えてはいけません……だから」

　それは、堂々巡りの末にたどり着いた、回り道の袋ふくろ小路こうじなのかもしれない。

　だがそれでもそこに至るまでの道は、剣けん崎ざき家にとって、剣けん崎ざき康やす雄おにとって、彼に異世界の事情を持ち込んだディアネイズ・クローネにとって、無くてはならない回り道だったのだ。

「大学に、合格してください。ニホンの社会的基盤を、堅持してください。その暁には……」

　ディアナは康やす雄おに向かって、言った。

「聖者ヤスオ。あなたを、アンテ・ランデにお連れします」





※






　早わ稲せ多た大学は、それまでの康やす雄おの成績からしてみれば、文句なしの大快挙だった。

　高校三年生に上がった段階では、その二ランク下の偏差値帯の大学でもＣ判定だったのだ。

　アンテ・ランデやバス事故にまつわるごたごたを乗り越えて、ごく短期間に実力を二ランクも押し上げた努力を、ディアナも翔しよう子こも素直に褒めてくれた。

　その間、魔導と魔法のトレーニングも怠っていない。

　相変わらず治癒魔法と雷魔法以外は扱えないが、それでもハリーヤ曰いわく、騎士団入りたてよりは多少マシ、という程度にまでは評価も上がっていた。

　これで最低限、康やす雄おがアンテ・ランデに行く用意は整った状態になったと言ってよい。

「……」

　大学最寄りの高たか田だの馬ば場ば駅えきから乗った下り電車は存外空いていて、鈍足ではあるが途中で過剰に停車することもなく、通常の三十分ほどの遅れで所沢駅に到着した。

　その頃には、あれほど吹雪ふぶいていた雪は止やみ、風も凪ないでいた。

　家の近くの道に過剰に積もっていないことを祈りながら改札を出た康やす雄おは、

「……おかえり。おめでと」

　そこで、康やす雄おを迎えに来た翔しよう子こと、鉢合わせたのだった。







「ごめん。帰ってから知らせようと思ってたんだ」

「うん。そのつもりだろうって、和のど香かちゃんから聞いた」

「……そっか」

　二人は、それぞれに傘を差して、静かな住宅街を歩いてゆく。

「安心して。止めないから」

「……」

「最初から、そういう決め事だったもんね。大学受かったら、アンテ・ランデ行くって……」

「……うん」

「バスケルガルデ？　なんか、色々無茶させられたんでしょ？」

「さすがに最初はレスティリア。最終的にはゲールデイトでレスティリアやバスケルガルデと情報やりとりしながら、フィーグさんやカタリナさんの助けを借りたいとは思ってる」

「そっか。まぁ、あんまり一つの勢力に肩入れしても角が立つもんね。新しい英雄さんとしては」

「分からないよ。俺が勝手にそう思ってるだけで、ディアナのお母さんやレオニードさんがどう思うか分からないし、実際の調整は行ってみてから」

「だよね。実際まだ、行くまで時間はあるんだし……休学するんだっけ？　入学即休学とか、マジ勇者じゃん。さすがに入学式は出るんでしょ？」

「親父おやじから、そうしてくれって言われてる」

「じゃあ……長くても、あと二ヶ月で出発か」

「うん」

「……帯たて刀わきさん、俺……」

「はいこれ」

「え？」

　寂しげな気配を漂わせる翔しよう子この横顔に思わずかけた声は、綺き麗れいにラッピングされた細長い包み紙によって遮られた。

「ん？」

「おめでと。合格祝い」

「……え？　マジで？」

「こんなことでウソついてどうするの。ほら、開けて開けて」

「あ、う、うん……これ……万年筆？」

「違うよ。安物だけど、本当のつけペン。インク壺つぼに浸して書くやつ。……アンテ・ランデでは、これが主流だって聞いたから」

「……帯たて刀わきさん」

「ヤス君さ。今私の顔見て、返事、急ごうとしなかった？」

「うぇっ？」

「向こうに行ったら、私とは当分会えなくなるから、今のうちに懸案片付けちゃおうって顔してた」

「い、いや、そこまでおざなりな理由じゃ……」

　当たらずとも遠からずであったため、真新しいペンを手に狼狽うろたえるが、翔しよう子こは白い歯を見せて笑って、こう言ったのだ。

「返事は、一生いらないよ。だってヤス君、別に私のこと、好きでもなんでもないでしょ」

「……あ」

「それなのに、返事なんかいらないよ。結果、目に見えてるもん。だから返事はいらない」

「……帯たて刀わきさん、俺……」

「だから……次は、ヤス君の方から告白して」

「……ええ!?　うわっ！」

　思いがけないその一言に狼狽うろたえた康やす雄おの顔に、柔らかい雪玉が激突する。

　慌てて雪を振り払うと、翔しよう子この姿はずっと遠くにあった。

「私、こっちだから！　またね！」

　確かにその十字路は、翔しよう子こと康やす雄おの家路を分ける十字路だ。

　だが康やす雄おはなぜか、それが翔しよう子この決別の証あかしのように見えて、遠ざかる翔しよう子この背を追うことすらできなかった。

　康やす雄おは、雪に少し濡ぬれてしまった包み紙を大切にポケットにしまおうとして、中に硬い紙が入っていることに気づいた。

　ペンの取扱説明書かと思って中を見ると、それは翔しよう子この手描きのメッセージだった。

『剣より強いペンになるかも？　頑張れ新米の聖者サマ　翔しよう子こ』







　そしてそれから二ヶ月の間、康やす雄おは翔しよう子こと、一度も顔を合わせなかった。

　電話、メール、ＲＯＰＥのどれにも反応はなく、翔しよう子この家を訪ねても、翔しよう子この両親にやんわりと面会を断られてしまうのだった。
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「なんだか、大変なことになったな。私は、こんな結末はさすがに予想できなかった。ノドカならまだしも、な」

「そうですか？　私は、ちょっと予想してました」

　ディアナとハリーヤは、入居しているアパート、マリーゴールドヒルズ所沢一〇一号室の掃除をしていた。

　ハリーヤは変わらず所沢に残るが、ディアナの本拠はアンテ・ランデに戻るため、必要なものを引き払わなければならないからだ。

「ノドカはまだ中学生です。体も心も出来上がっていませんし、才能はありますが、胆力が足りません。せめてこちらの高校を出るまでは……」

　康やす雄おのアンテ・ランデ行きには折れたディアナだったが、和のど香かも同じようにアンテ・ランデに行きたがったその希望は頑として受け付けなかった。

　和のど香か自身が心身ともに未熟であることと、そんな和のど香かを受け入れる場所や機関を、ディアナが用意できないからである。

「まぁ、それは同意見だが……ショウコのことは、よかったのか？」

「何がです？」

「いや、ショウコはもう少し明確に決着をつけたがるタイプだと思っていたからな……まさか、あんな風にヤスオを封殺するとは、思ってもみなくて」

「仕方ありません。ヤスオと同じくらい、ショウコも悩みに悩みぬいた末に出した結論です。それに異議を挟む資格は、私にはありません」

「ほう？　それじゃあ、高度に政治的な話をしてもいいか？　ヤスオが聖者としてアンテ・ランデで認知され、勇者ヒデオとの関係が知れれば、十中八九、周囲から訳の分からん期待がかかるぞ？」

「英雄の子同士が、ということですか？」

「うむ。まぁ、そうだな」

「……そのときのことは、そのとき考えます。来年のことを言えば鬼が、と言います。少なくとも今は、ヤスオの隣に立って戦うのは、私ですから」

「ほうほう、ま、それでよしとしようか。まぁ、この後問答無用で先方を突っぱねれば面倒が無くていいと思うがな」

「それはできません。仁義と、人倫に悖もとります。私は一度、抜け駆けをしました。だからこそ、今後はずっと正々堂々としていなければいけないんです」

「はいはい。仁義と人倫ね。分かった分かった。なんだか久しぶりに、少佐の素直な部分を見られた気がする」

「気のせいじゃありませんか」

　ディアナは肩をすくめると、壁にかけてあるカレンダーのメモを見ながら腕を組んだ。

「これから忙しくなるんです。余計なことを考えている暇なんてないんです」

「悪かったよ。ちょっとからかいすぎた」

「ですから何のことですか」

「面倒だなそこまで行くと。そうだ。後でこれをヤスオに渡しておいてくれないか」

「……なんですか？　これ、玄関の棚の上にいつも置いてあった箱ですよね」

　ハリーヤが差し出したのは、小さな無愛想な木箱だった。

「開けてみても？」

「ああ。別に大したものじゃないが」

　蓋を開けた中には、腕輪らしきものが入っている。

「……大佐。これは、マルフィックの……」

「開門塔ゲートタワーで戦ったとき、壊れたものをヤスオが拾っておいてくれたんだ。私にとって大事なものだから、とな。刃になるユニットは完全に破損してしまったが、その腕輪は私が部品から手作りしたワンオフだ。ヤスオが将来武機を扱うようになったときには、魔力の伝動装置として役に立つ」

「それだったら大佐が直接渡せばいいんじゃありませんか？」

「少佐に任せるから面白いんじゃないか」

「……はいはい。確かにお預かりしました」

「しかしまぁ、これからアンテ・ランデ全土と、もしかしたら地球全体を巻き込む騒動に発展するかもしれんというのに……誰も彼もが随分吞のん気きだな」

「いいじゃないですか、それくらいのことがあっても」

　ディアナはマルフィックのバングルを箱にしまいなおすと、膝の上に置いて嘆息した。

「幸せって、大変な時代にこそ探し出す価値があるものなんだと思います。大変な思いをするからこそ……その分、人生を充実させる努力をした方がいいんです」

「クローネ少佐はそういうことを言いながら、気が付けば独身が板につくタイプだ。注意しろよ」

「大佐に言われたくありませんっ!!」

　ディアナはついうっかり、マルフィックの箱を投げつけそうになった。
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「それじゃ、行ってきます」

「できるだけ、帰るようにはするから。あと、連絡用の魔導も早めに覚えるよ」

　新しい年の、四月。

　真夜中の所沢航空記念公園。

　昨年の六月の旅立ちと、同じ時間帯。

　旅立つ康やす雄おとディアナを、英ひで雄お、円まど香か、和のど香か、ハリーヤ、そして帯たて刀わき一家が見送りに来たはずだったのだが……。

「ところで……どうして帯たて刀わきさんは旅支度してるの？」

　この二か月、連絡が取れなかった帯たて刀わき翔しよう子こが巨大なリュックサックを背負って、満面の笑みでディアナの隣に立っていた。

　翔しよう子こは、康やす雄おの質問を待っていましたと言わんばかりに鼻を膨らませて、手に持った賞状のようなものを掲げて見せた。

「褒めてくれていいよ。これ、レスティリア王立大学の魔導工学科の合格証書」

「なんだよそれ!?　俺誰からも一言も聞いてないぞ!?」

　驚いているのは自分だけだ。

　帯たて刀わきの両親は、何をしているんだ。

「内緒にしておいてもらったからね。さすがに異世界の大学受けるのに、自信なんかなかったし。あ、安心して、予備校と高校に言い訳立つように、ちゃんと二ふたツつ橋ばし大学も受かっておいたから」

「……いや、そんなついでで受かるようなレベルの大学じゃ……」

「何よ。ヤス君だって、滑り止めみたいな感じで早わ稲せ多た受けたくせに」

「う」

　そう言われると、一言も言い返せない。

「げ、開門塔ゲートタワーの費用はどうなったんだ？」

「レオニード小父おじ様が出してくださいました。ライアの件で、バスケルガルデの過去のごたごたに巻き込んだお詫わびだと」

「えぇ……」

「ふっふっふー、まさに鳩はとが豆鉄砲くらったその顔を見るために、頑張った甲か斐いがあったってもんね！　……それにねぇヤス君」

　突然声を潜めた翔しよう子こは、康やす雄おに耳打ちする。

「私はね。天てん秤びんにかけられた恋敵との二人旅を許すほど、心の広い女じゃないのよ」

「て、天てん秤びんってそんな……！」

「まーディアナさんと等質量ってのは悪い気はしないけど、複雑だからさ。追いかけてくことにしたの」

「……！」

　康やす雄おは助けを求めるように、翔しよう子この父浩こう介すけを見るが、浩こう介すけは諦観の表情で肩をすくめた。

「高校を卒業したら親元を離れる子供は珍しくない。大変なことになる世界の役に立ちたいと願う子供を止めることはできないよ。自分の選択に責任を持って、しっかり頑張りなさい。康やす雄お君。ディアナさん。翔しよう子このこと、よろしくお願いします」

　この一言をもって、翔しよう子このアンテ・ランデ行きは完全に確定した。

「ま、マジか」

「マジ」

「まじです。さ、ヤスオ。ショウコ。そろそろ開門塔ゲートタワーが」

　ディアナの合図で空を見上げると、いつか見た星の塔が、夜空に屹きつ立りつしていた。

　それぞれの両親と、無事第一志望の高校に合格した和のど香かの見送りを受け、三人の体がふわりと宙に浮く。

　ディアナは一人で。

　康やす雄おが、翔しよう子こを背負っての浮遊だ。

「まさかたった一年で、息子が飛行少年になってしまうとは」

　英ひで雄おがぽつりとそんなことを言って、円まど香かに思い切り睨にらまれる。

「……言ってみたかったんだよ」

「……康やす雄お。今更だけど、皆さんの言うことよく聞いて、体に注意してね。翔しよう子こちゃん。康やす雄おのこと、よろしくね」

「任せてください！」

「翔しよう子こ、その、いっぱい勉強して、帰ってきたら魔法教えてね！」

　夢見がちな翔しよう子この母洋よう子こも相変わらずだ。

「翔しよう子こさん！　ディアナさん！　お兄ちゃんのこと、よろしくね！　本当、幻滅したらいつでも帰ってきてね！」

「ええ、大丈夫です！　ノドカもお元気で！」

「ありがと和のど香かちゃん！　いざってときは実家に帰らせてもらうから」

「あーこりゃ当分はないかな、まぁ気を付けてね！」

　それぞれに言葉を交わしているうちに、頭上の星の渦の音が高くなる。

「そろそろ、開門塔ゲートタワーが開きます」

　ディアナの声が合図だったように、空に、星の渦の穴が穿うがたれる。

「それじゃあ、行ってきます！」

「また連絡するね！」

「ヒデオ、マドカ、ノドカ！　お世話になりました!!」

　康やす雄おと翔しよう子ことディアナがゆっくりと開門塔ゲートタワーに上っていくのを、古き時代の勇者が静かに見送る。

「康やす雄お!!」

　その声は、少年を高みへと押し上げた。

「こっちのことは心配するな。男がやると決めたからには、しっかりやってこい！」

「ああ！」

　返事をしても、もう声は届かない。

　康やす雄おは、軽く手を上げ頷うなずくと、あとは空を目指して一直線に飛び上がった。

　開門塔ゲートタワーに突入すると、背後の景色が星空に溶け、急速に遠ざかる。

　両親の庇ひ護ごを離れ、自らの道を自らの意思で選び取った少年は今、新たな世界を目指し、星空を飛び始めた。
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　以前のような異常は何も起こらず、星空のトンネルをひたすら進むこと約二時間。

　前方に、新たな光が見えてきた。

「あれが、レスティリアの王都です。開門塔ゲートタワーの、本来の出口です」

　ディアナの声に、康やす雄おと翔しよう子こは大きく頷うなずいた。

「長かったね。ここまで来るの」

「ああ。でも、ようやくここがスタートなんだ」

　勇者のセガレだった子供が、己の人生を切り開く一人の戦士として、星のトンネルを抜けるとき。

「ヤスオ。ショウコ」

　少年の、本当の冒険が、始まる。

「ようこそ。アンテ・ランデへ！」








─　終　─









　あとがき




　大人になって、作家という仕事をそこそこ長い間続けてきた今だからこそ『進路』について悩むことがあります。

　中学高校大学の間は、乱暴かつ後ろ向きではありますが『行けるところに行く』という選択肢が存在します。

　そのうち『やれることだけやる』では先に進めなくなります。

　作家という仕事は特にその傾向が顕著です。

　現状維持なんてありません。常に新しいものを生み出していかなければ、一歩進んだそこには永遠の停滞が待っています。

　剣けん崎ざき康やす雄おと、ディアネイズ・クローネ、帯たて刀わき翔しよう子こにフィーグライド・ルビーズ。

　彼らの旅の物語は、彼らにとっての『進路』を探す物語であると同時に、和わヶが原はら聡さと司しという作家にとっても、一歩先の未来、すなわち『進路』を探すための物語でした。







　本書は、一秒先に何が起こるか分からないこの世界と異世界で、闇を搔かい潜くぐって光を見つけるために『針路』を選んだ少年と少女達たちの物語です。

　彼ら、彼女らが出した答えに恥じない作家人生を、作家としての進路を進むことができるのか、答えは未来の進路だけが知っています。




　所沢とアンテ・ランデの旅を共にした皆さんと、いつかまた新しい物語でお会いできることを祈って、それではまた。
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